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第3回 地域共生社会推進全国サミット in かまくら　大会概要

いざ、共生・共創
〜安心して自分らしく暮らせるまちをともにつくる〜

　すべての人が、住み慣れた地域で、自分らしく生活できる「地域共生社会」を考えるイベントです。みなさんは、

地域のなかで「安心して自分らしく」暮らせていますか？ 「デジタルテクノロジーは、暮らしのなかにどんな

可能性を秘めているのか」「地域で災害に備えるには」など、まちの「これから」を考えます。

主　　催

神奈川県鎌倉市

主　　管

第３回地域共生社会推進全国サミット in かまくら実行委員会　

後　　援

神奈川県、公益社団法人日本医師会、公益社団法人日本歯科医師会、公益社団法人日本薬剤師会、

社会福祉法人全国社会福祉協議会、公益社団法人全国老人福祉施設協議会、公益社団法人日本社会福祉士会、

一般社団法人日本介護支援専門員協会、公益社団法人日本介護福祉士会、

認定 NPO 法人市民福祉団体全国協議会

協　　力 　

厚生労働省関東信越厚生局

大会シンボル

こころの向
は な か ん む り

日葵冠

この冠は、地域共生社会推進全国サミットの大会シンボル

として、開催地の自治体に引き継がれているものです。

曲木で心のつながりと太陽を表現したこの冠は、「みんな

のひとつにつながるこころが新しい時代を明るく照らす希

望の光になるように」との願いが込められ、太陽の花とも

呼ばれる向日葵の花冠からその名がつけられています。

▲こころの向
は な か ん む り

日葵冠
令和元年 10 月 11 日「第 2 回地域共生社会推進全国サミット in ゆざわ」引継式の様子

5第3回 地域共生社会推進全国サミット in かまくら 資料集  ●　

タイムスケジュール

［大会 1日目］　令和 3年 11月 18日（木）
予定時間 内容（次第） 出　演　者 （敬称略）

10：30 〜
11：00 開会式

主催者挨拶

来賓祝辞 厚生労働大臣、神奈川県知事、鎌倉市議会議員

11：00 〜
12：00 基調講演 安心安全なデジタル社会の創成 村井　純（慶應義塾大学教授）

12：00 〜
13：30

パネル
ディスカッション

メインテーマ

安心して自分らしく暮らせる
まちをつくるために

コーディネーター 大森　彌（東京大学名誉教授）

パネリスト 南雲　岳彦
（（一社）スマートシティ・インスティテュート専務理事）

パネリスト 村木　厚子（津田塾大学客員教授）

パネリスト 土生　栄二（厚生労働省老健局長）

13：30 〜
14：30

鎌倉の
取組紹介

共感を力に、共に生きる文化を鎌倉から　
〜鎌倉海藻ポークの一歩〜

矢野　ふき子（料理教室「鎌倉ダイニング」主宰・
鎌倉漁業協同組合食品アドバイザー）

鎌倉リビングラボの挑戦　
〜産官学民で地域課題から
新しい価値を創り出す〜

秋山　弘子　（東京大学名誉教授・　
高齢社会総合研究機構客員教授）

青木　清　（NPO 法人タウンサポート
鎌倉今泉台副理事長）

秋山　恵　（（株）イトーキ商品開発本部
先端研究統括部先端技術研究所所長）

共生社会が生み出す well-being　
〜共生社会の実現を目指す鎌倉市の取組より〜 鎌倉市

14：30 〜
16：00

パネル
ディスカッション

サブテーマ①

多様な社会参加で、
安心して自分らしく
暮らせるまちをつくる

コーディネーター 永田　祐（同志社大学社会学部教授）

パネリスト 浦田　愛（文京区社会福祉協議会地域福祉推進係
地域連携ステーションフミコム係長）

パネリスト 小島　希世子
（（特非）農スクール理事長・（株）えと菜園代表）

パネリスト 又村　あおい
（（一社）全国手をつなぐ育成会連合会常務理事兼事務局長）

オブザーバー 唐木　啓介（厚生労働省社会・援護局
地域福祉課地域共生社会推進室長）

［大会 2日目］　令和 3年 11月 19日（金）

9：30 〜
11：00

パネル
ディスカッション

サブテーマ②

ＳＯＳの声とつながり、
社会的孤立を防ぐには

コーディネーター 鈴木　秀洋（日本大学危機管理学部准教授）

パネリスト 鴻巣　麻里香
（KAKECOMI 代表・ソーシャルワーカー）

パネリスト
 星山　麻木

（明星大学教育学部教授・（一社）こども家族早期発達支援　　　　　
学会会長・（一社）星と虹色なこどもたち代表）

パネリスト 渡辺　篤（現代美術家）

オブザーバー 和田　幸典（厚生労働省政策統括官 ( 総合政策担当 ) 付
政策統括室政策企画官）

11：00 〜
12：30

パネル
ディスカッション

サブテーマ③

災害時に
誰一人取り残さないために
〜福祉、防災、
コミュニティの連結〜

コーディネーター
鍵屋　一

（跡見学園女子大学観光コミュニティ学部
コミュニティデザイン学科教授）

パネリスト 菅野　拓
（大阪市立大学大学院文学研究科准教授）

パネリスト  菅原　健介（（株）ぐるんとびー代表取締役）

パネリスト 村野　淳子
（別府市防災局防災危機管理課防災推進専門員）

オブザーバー 重永　将志（内閣府政策統括官（防災担当）付
　　　　　　参事官（避難生活担当））

12：30 〜
13：00 引継式 次回開催市　敦賀市 PR

13：00 〜
14：30 特別講演 選択肢を増やそう 乙武　洋匡（作家）
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タイムスケジュール

 大会 1日目］　令和 3年 11月 18日（木）

予定時間 内容（次第） 出　演　者 　（敬称略）

10：30〜
11：00

開会式
主催者挨拶

来賓祝辞 厚生労働副大臣、神奈川県知事、鎌倉市議会議長

11：00〜
12：00

基調講演 安心安全なデジタル社会の創成 村井　純（慶應義塾大学教授）

12：00〜
13：30

パネル
ディスカッション
メインテーマ

安心して自分らしく暮らせる
まちをつくるために

コーディネーター 大森　彌（東京大学名誉教授）

発表者

南雲　岳彦
（（一社）スマートシティ・インスティテュート専務理事）

パネリスト 村木　厚子（津田塾大学客員教授）

土生　栄二（厚生労働省老健局長）

13：30〜
14：30

鎌倉の

取組紹介

共感を力に、共に生きる文化を鎌倉から
〜鎌倉海藻ポークの一歩〜

矢野　ふき子（料理教室「鎌倉ダイニング」主宰・
　　鎌倉漁業協同組合食品アドバイザー）

鎌倉リビングラボの挑戦　 
〜産官学民で地域課題から
新しい価値を創り出す〜

秋山　弘子　（東京大学名誉教授・
高齢社会総合研究機構客員教授）

青木　清　（NPO法人タウンサポート
鎌倉今泉台副理事長）

秋山　恵　（（株）イトーキ商品開発本部
先端研究統括部先端技術研究所所長）

共生社会が生み出すwell-being
〜共生社会の実現を目指す鎌倉市の取組より〜

松尾　崇（鎌倉市長）

14：30〜
16：00

パネル
ディスカッション
サブテーマ①

多Pな社会参加で、 
安心して自分らしく
暮らせるまちをつくる

コーディネーター 永田　祐（同志社大学社会学部教授）

浦田　愛（文京区社会福祉協議会地域福祉推進係
地域連携ステーションフミコム係長）

パネリスト
小島　希世子
（（特非）農スクール理事長・（株）えと菜園代表）

又村　あおい
（（一社）全国手をつなぐ育成会連合会常務理事兼事務局長）

オブザーバー
唐木　啓介（厚生労働省社会・援護局

地域福祉課地域共生社会推進室長）

 大会 2日目］　令和 3年 11月 19日（金）

9：30〜
11：00

パネル
ディスカッション
サブテーマ②

ＳＯＳの声とつながり、
社会的孤立を防ぐには

コーディネーター 鈴木　秀洋（日本大学危機管理学部准教授）

鴻巣　麻里香
（KAKECOMI 代表・ソーシャルワーカー）

パネリスト
 星山　麻木 
（明星大学教育学部教授・（一社）こども家族早期発達支援
学会会長・（一社）星と虹色なこどもたち代表）

渡辺　篤（現代美術家）

オブザーバー
和田　幸典（厚生労働省政策統括官 (総合政策担当 )付

政策統括室政策企画官）

11：00〜
12：30

パネル
ディスカッション
サブテーマ③

災害時に
誰一人取り残さないために
〜福祉、防災、
コミュニティの連結〜

コーディネーター
鍵屋　一
（跡見学園女子大学観光コミュニティ学部 
コミュニティデザイン学科教授）

菅野　拓
（大阪市立大学大学院文学研究科准教授）

パネリスト 菅原　健介（（株）ぐるんとびー代表取締役）

村野　淳子
（別府市防災局防災危機管理課防災推進専門員）

オブザーバー
重永　将志（内閣府政策統括官（防災担当）付

参事官（避難生活担当））

12：30〜
13：00

引継式 次回開催市　敦賀市 PR

13：00〜
14：30

特別講演 選択肢を増やそう 乙武　洋匡（作家）
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5第3回 地域共生社会推進全国サミット in かまくら 資料集  ●　

タイムスケジュール

［大会 1日目］　令和 3年 11月 18日（木）
予定時間 内容（次第） 出　演　者 （敬称略）

10：30 〜
11：00 開会式

主催者挨拶

来賓祝辞 厚生労働大臣、神奈川県知事、鎌倉市議会議員

11：00 〜
12：00 基調講演 安心安全なデジタル社会の創成 村井　純（慶應義塾大学教授）

12：00 〜
13：30

パネル
ディスカッション

メインテーマ

安心して自分らしく暮らせる
まちをつくるために

コーディネーター 大森　彌（東京大学名誉教授）

パネリスト 南雲　岳彦
（（一社）スマートシティ・インスティテュート専務理事）

パネリスト 村木　厚子（津田塾大学客員教授）

パネリスト 土生　栄二（厚生労働省老健局長）

13：30 〜
14：30

鎌倉の
取組紹介

共感を力に、共に生きる文化を鎌倉から　
〜鎌倉海藻ポークの一歩〜

矢野　ふき子（料理教室「鎌倉ダイニング」主宰・
鎌倉漁業協同組合食品アドバイザー）

鎌倉リビングラボの挑戦　
〜産官学民で地域課題から
新しい価値を創り出す〜

秋山　弘子　（東京大学名誉教授・　
高齢社会総合研究機構客員教授）

青木　清　（NPO 法人タウンサポート
鎌倉今泉台副理事長）

秋山　恵　（（株）イトーキ商品開発本部
先端研究統括部先端技術研究所所長）

共生社会が生み出す well-being　
〜共生社会の実現を目指す鎌倉市の取組より〜 鎌倉市

14：30 〜
16：00

パネル
ディスカッション

サブテーマ①

多様な社会参加で、
安心して自分らしく
暮らせるまちをつくる

コーディネーター 永田　祐（同志社大学社会学部教授）

パネリスト 浦田　愛（文京区社会福祉協議会地域福祉推進係
地域連携ステーションフミコム係長）

パネリスト 小島　希世子
（（特非）農スクール理事長・（株）えと菜園代表）

パネリスト 又村　あおい
（（一社）全国手をつなぐ育成会連合会常務理事兼事務局長）

オブザーバー 唐木　啓介（厚生労働省社会・援護局
地域福祉課地域共生社会推進室長）

［大会 2日目］　令和 3年 11月 19日（金）

9：30 〜
11：00

パネル
ディスカッション

サブテーマ②

ＳＯＳの声とつながり、
社会的孤立を防ぐには

コーディネーター 鈴木　秀洋（日本大学危機管理学部准教授）

パネリスト 鴻巣　麻里香
（KAKECOMI 代表・ソーシャルワーカー）

パネリスト
 星山　麻木

（明星大学教育学部教授・（一社）こども家族早期発達支援　　　　　
学会会長・（一社）星と虹色なこどもたち代表）

パネリスト 渡辺　篤（現代美術家）

オブザーバー 和田　幸典（厚生労働省政策統括官 ( 総合政策担当 ) 付
政策統括室政策企画官）

11：00 〜
12：30

パネル
ディスカッション

サブテーマ③

災害時に
誰一人取り残さないために
〜福祉、防災、
コミュニティの連結〜

コーディネーター
鍵屋　一

（跡見学園女子大学観光コミュニティ学部
コミュニティデザイン学科教授）

パネリスト 菅野　拓
（大阪市立大学大学院文学研究科准教授）

パネリスト  菅原　健介（（株）ぐるんとびー代表取締役）

パネリスト 村野　淳子
（別府市防災局防災危機管理課防災推進専門員）

オブザーバー 重永　将志（内閣府政策統括官（防災担当）付
　　　　　　参事官（避難生活担当））

12：30 〜
13：00 引継式 次回開催市　敦賀市 PR

13：00 〜
14：30 特別講演 選択肢を増やそう 乙武　洋匡（作家）
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タイムスケジュール

 大会 1日目］　令和 3年 11月 18日（木）

予定時間 内容（次第） 出　演　者 　（敬称略）

10：30〜
11：00

開会式
主催者挨拶

来賓祝辞 厚生労働副大臣、神奈川県知事、鎌倉市議会議長

11：00〜
12：00

基調講演 安心安全なデジタル社会の創成 村井　純（慶應義塾大学教授）

12：00〜
13：30

パネル
ディスカッション
メインテーマ

安心して自分らしく暮らせる
まちをつくるために

コーディネーター 大森　彌（東京大学名誉教授）

発表者

南雲　岳彦
（（一社）スマートシティ・インスティテュート専務理事）

パネリスト 村木　厚子（津田塾大学客員教授）

土生　栄二（厚生労働省老健局長）

13：30〜
14：30

鎌倉の

取組紹介

共感を力に、共に生きる文化を鎌倉から
〜鎌倉海藻ポークの一歩〜

矢野　ふき子（料理教室「鎌倉ダイニング」主宰・
　　鎌倉漁業協同組合食品アドバイザー）

鎌倉リビングラボの挑戦　 
〜産官学民で地域課題から
新しい価値を創り出す〜

秋山　弘子　（東京大学名誉教授・
高齢社会総合研究機構客員教授）

青木　清　（NPO法人タウンサポート
鎌倉今泉台副理事長）

秋山　恵　（（株）イトーキ商品開発本部
先端研究統括部先端技術研究所所長）

共生社会が生み出すwell-being
〜共生社会の実現を目指す鎌倉市の取組より〜

松尾　崇（鎌倉市長）

14：30〜
16：00

パネル
ディスカッション
サブテーマ①

多Pな社会参加で、 
安心して自分らしく
暮らせるまちをつくる

コーディネーター 永田　祐（同志社大学社会学部教授）

浦田　愛（文京区社会福祉協議会地域福祉推進係
地域連携ステーションフミコム係長）

パネリスト
小島　希世子
（（特非）農スクール理事長・（株）えと菜園代表）

又村　あおい
（（一社）全国手をつなぐ育成会連合会常務理事兼事務局長）

オブザーバー
唐木　啓介（厚生労働省社会・援護局

地域福祉課地域共生社会推進室長）

 大会 2日目］　令和 3年 11月 19日（金）

9：30〜
11：00

パネル
ディスカッション
サブテーマ②

ＳＯＳの声とつながり、
社会的孤立を防ぐには

コーディネーター 鈴木　秀洋（日本大学危機管理学部准教授）

鴻巣　麻里香
（KAKECOMI 代表・ソーシャルワーカー）

パネリスト
 星山　麻木 
（明星大学教育学部教授・（一社）こども家族早期発達支援
学会会長・（一社）星と虹色なこどもたち代表）

渡辺　篤（現代美術家）

オブザーバー
和田　幸典（厚生労働省政策統括官 (総合政策担当 )付

政策統括室政策企画官）

11：00〜
12：30

パネル
ディスカッション
サブテーマ③

災害時に
誰一人取り残さないために
〜福祉、防災、
コミュニティの連結〜

コーディネーター
鍵屋　一
（跡見学園女子大学観光コミュニティ学部 
コミュニティデザイン学科教授）

菅野　拓
（大阪市立大学大学院文学研究科准教授）

パネリスト 菅原　健介（（株）ぐるんとびー代表取締役）

村野　淳子
（別府市防災局防災危機管理課防災推進専門員）

オブザーバー
重永　将志（内閣府政策統括官（防災担当）付

参事官（避難生活担当））

12：30〜
13：00

引継式 次回開催市　敦賀市 PR

13：00〜
14：30

特別講演 選択肢を増やそう 乙武　洋匡（作家）
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開 会 式

令和 3年 11月 18日（木）10:30 ～ 11:00

主催者挨拶	 松尾　崇氏
	 鎌倉市長

来賓祝辞	 古賀　篤氏
	 厚生労働副大臣

	 黒岩　祐治氏
	 神奈川県知事

	 中村　聡一郎氏
	 鎌倉市議会議長
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開 会 式

令和 3年 11月 18日（木）10:30 ～ 11:00

主催者挨拶	 松尾　崇氏
	 鎌倉市長

来賓祝辞	 古賀　篤氏
	 厚生労働副大臣

	 黒岩　祐治氏
	 神奈川県知事

	 中村　聡一郎氏
	 鎌倉市議会議長

主催者挨拶

鎌倉市長　松 尾  崇 氏

　皆さん、おはようございます。鎌倉市長の
松尾崇です。本日は「第３回地域共生社会推
進全国サミットinかまくら」にご参加をいた
だきまして、誠にありがとうございます。市
民を代表しまして、皆様を心から歓迎を申し
上げますとともに、本日ここにこうしてサミッ
トが無事に開催できますこと、この開催に当
たりまして、ご尽力をいただきました多くの
皆様方に、まずはこの場をお借りしまして、
心より感謝を申し上げます。
　この全国サミットですけれども、第１回目
は３年前、長久手市で開催をされました。私も
参加をさせていただいたんですけれども、子
供たちが入り口で大勢出迎えてくれまして、
そしてまた大変地域の方々が温かくお出迎え
をしていただいたというのが印象的でござい
ました。そして第２回目は秋田県の湯沢市で
２年前に開催をされました。こちらもまち全体
を挙げて、全国からお客様をおもてなしをす
るという、こういう心意気というものが伝わっ
てまいりまして、本当に楽しい２日間を過ご
させていただいた。またこのサミットでも大
変有意義な講演を聞かせていただきました。
　そして、鎌倉は第３回目に手を挙げさせて
いただいて、本来であれば昨年の10月に開催

をする予定でありましたけれども、ご案内の
とおり、このコロナという状況の中で、１年
延期をさせていただき、またこのオンライン
という形での開催ということになりました。
オンラインということでありますので、現地
に行けなかった、参加できなかった方も、こ
れを機会に多くの方に参加をしていただいて、
このサミットの発信ということを皆さんにお
伝えできる、そういうこの第３回目にできれ
ばなというふうに思っています。
　そして、私ごとにもなりますけれども、こ
のサミットを通じて本当に様々な学びや気づ
きをいただいてまいりました。特に第１回目、
長久手市の吉田一平市長さんのご挨拶や、こ
のサミットの中でですけれども、この吉田市
長も様々信念を持って取り組まれている中で
は、人と人の人付き合いの煩わしいというの
はある。しかしながら、その煩わしさの先に
こそ、本当の幸せがあるということを、この
サミットの中のテーマとしても語られていた
ということをよく覚えております。
　また、行政が進めていく様々な施策がある
けれども、決して近道をするのではなくて、
あえて遠回りをして、多くの人たちを巻き込
んでいくというようなことも、そのメッセー
ジとして発信をされていました。私自身、行
政を進めていく中でも、効率性ですとか、よ
り自分にとって利便性のあるものみたいなこ
とを、自然と選択していた部分もあったなと
いうようなことを気づかせていただくなど、
本当に様々学びをいただいたというところで、
このサミットの有意義な機会を、より多くの
方に知っていただきたいなというふうに感じ
ているところです。
　そうした気づきもある中で、実は鎌倉市と
しましては、２年前に「鎌倉市共生社会の実
現を目指す条例」というものを制定をさせて
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いただきました。こちらは市民一人一人がお
互いを尊重し合い、支え合い、多様性を認め
て自らが望む形で社会との関わり合いを持っ
て、生涯にわたって安心して自分らしく暮ら
せることのできる社会を実現するということ
を目的とした条例であります。言葉で言って
しまえばそうなのかというふうに思うところ
でありますけれども、これを実際に実現をす
るというのは、大変難しいということを感じ
ながら、この条例もつくって終わりというこ
とではなくて、鎌倉としてはまさにこの共生
社会をつくっていくということを日々チャレ
ンジをしているところです。ついつい会話の
中でも、「それって当たり前だよね」「それっ
て普通だよね」という言葉を使ってしまいが
ちですけれども、その当たり前や普通は、そ
の人にとっての当たり前であって、決して万
人にとっての当たり前ではないということを
私自身も常に肝に銘じながら、こうした取組
を進めているというところです。
　そして、鎌倉市としては、この条例を機軸
としまして、新しいテクノロジーなどの取組
も組み合せながら、官民一体が共生社会をつ
くっていく「共創」。共に創る取組というこ
とも進めています。全ての世代が多様性を受
け入れて、心豊かに過ごすことができるwell-
beingのまちへと、さらに変革していくとい
うことを目指しているところです。
　今回、第３回目のサミットのテーマですけ
れども、「いざ、共生・共創～安心して自分ら
しく暮らせるまちをともにつくる～」という
ふうにしました。このコロナ禍を経験した、
まさにこれからの時代においても、誰もが安
心して自分らしく暮らせる社会を共創により
実現していくという、こういう思いを込めて
こういうテーマにさせていただいたところで
す。今回はこのテーマに沿って、各分野にお

いて、制度の縦割りを力強く横断しながら、
新しい価値をつくり出している。こういう講
師の方々をお招きをして、これから議論をし
ていただきたいというふうに考えているとこ
ろです。
　まず、基調講演としてデジタル庁顧問であ
ります村井先生から、「安全・安心なデジタル
社会の創成」と題してお話をいただきます。
令和２年、デジタルの活用により一人一人の
ニーズに合ったサービスを選ぶことができ、
多様な幸せが実現できる社会をビジョンとす
るこのデジタル改革の基本方針が閣議決定さ
れて、誰一人取り残さない、人に優しいデジ
タル化を進めることが確認をされたところで
す。デジタル社会と国の目指す地域共生社会
との将来像というものを論じていただきまし
て、人の暮らしを自然な形で補うテクノロジー
を取り入れながら、共生社会をどのように構
築していけるのか、これからの取組や社会の
在り方を考えるに当たってのヒントをいただ
けます。
　また、その後も様々な分野の第一線で活躍
をされる講師の皆様から、テーマごとにパネ
ルディスカッションで議論を深めていただく
予定としております。
　第１回目、第２回目の全国サミット、本当に
すばらしい内容でしたので、それにまさると
いうのはなかなか難しいかもしれませんけれ
ども、鎌倉のこの第３回目としても、この時代
に合わせた形で、今この日本の共生社会を目
指していくのに必要な講師陣をお招きし、皆
様方により多くの気づきをいただけるのでは
ないかなというふうに思っているところです。
　さて、鎌倉は古都として知られるまちであ
りますけれども、新しいものを積極的に受け
入れて価値を築いてきたという、こういう歴
史も同時に併せ持っているまちでもあります。
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いただきました。こちらは市民一人一人がお
互いを尊重し合い、支え合い、多様性を認め
て自らが望む形で社会との関わり合いを持っ
て、生涯にわたって安心して自分らしく暮ら
せることのできる社会を実現するということ
を目的とした条例であります。言葉で言って
しまえばそうなのかというふうに思うところ
でありますけれども、これを実際に実現をす
るというのは、大変難しいということを感じ
ながら、この条例もつくって終わりというこ
とではなくて、鎌倉としてはまさにこの共生
社会をつくっていくということを日々チャレ
ンジをしているところです。ついつい会話の
中でも、「それって当たり前だよね」「それっ
て普通だよね」という言葉を使ってしまいが
ちですけれども、その当たり前や普通は、そ
の人にとっての当たり前であって、決して万
人にとっての当たり前ではないということを
私自身も常に肝に銘じながら、こうした取組
を進めているというところです。
　そして、鎌倉市としては、この条例を機軸
としまして、新しいテクノロジーなどの取組
も組み合せながら、官民一体が共生社会をつ
くっていく「共創」。共に創る取組というこ
とも進めています。全ての世代が多様性を受
け入れて、心豊かに過ごすことができるwell-
beingのまちへと、さらに変革していくとい
うことを目指しているところです。
　今回、第３回目のサミットのテーマですけ
れども、「いざ、共生・共創～安心して自分ら
しく暮らせるまちをともにつくる～」という
ふうにしました。このコロナ禍を経験した、
まさにこれからの時代においても、誰もが安
心して自分らしく暮らせる社会を共創により
実現していくという、こういう思いを込めて
こういうテーマにさせていただいたところで
す。今回はこのテーマに沿って、各分野にお

いて、制度の縦割りを力強く横断しながら、
新しい価値をつくり出している。こういう講
師の方々をお招きをして、これから議論をし
ていただきたいというふうに考えているとこ
ろです。
　まず、基調講演としてデジタル庁顧問であ
ります村井先生から、「安全・安心なデジタル
社会の創成」と題してお話をいただきます。
令和２年、デジタルの活用により一人一人の
ニーズに合ったサービスを選ぶことができ、
多様な幸せが実現できる社会をビジョンとす
るこのデジタル改革の基本方針が閣議決定さ
れて、誰一人取り残さない、人に優しいデジ
タル化を進めることが確認をされたところで
す。デジタル社会と国の目指す地域共生社会
との将来像というものを論じていただきまし
て、人の暮らしを自然な形で補うテクノロジー
を取り入れながら、共生社会をどのように構
築していけるのか、これからの取組や社会の
在り方を考えるに当たってのヒントをいただ
けます。
　また、その後も様々な分野の第一線で活躍
をされる講師の皆様から、テーマごとにパネ
ルディスカッションで議論を深めていただく
予定としております。
　第１回目、第２回目の全国サミット、本当に
すばらしい内容でしたので、それにまさると
いうのはなかなか難しいかもしれませんけれ
ども、鎌倉のこの第３回目としても、この時代
に合わせた形で、今この日本の共生社会を目
指していくのに必要な講師陣をお招きし、皆
様方により多くの気づきをいただけるのでは
ないかなというふうに思っているところです。
　さて、鎌倉は古都として知られるまちであ
りますけれども、新しいものを積極的に受け
入れて価値を築いてきたという、こういう歴
史も同時に併せ持っているまちでもあります。

具体的には、例えば日本で最初に本格的な禅
を取り入れたのが鎌倉市内にあるお寺の一つ
である建長寺です。日本で初めての本格的な
禅宗道場として、当時においては禅の導入と
いうのは大変革新的でありました。しかしな
がら、それからこの800年の間、引き続き革
新ということを連続させることによって、こ
うした伝統も引き継いできたというふうに言
われています。
　また、夏になりますと、多くの観光客で賑
わう海水浴場というものも持っております。
この海水浴場の歴史も130年以上というもの
がありまして、当時は療養や文化活動を目的
に、長期滞在する、今日で言うところの交流
人口を中心に花開いた別荘文化とともに発展
をしました。当時の目新しさとともに受け入
れられた洋風建築や生活様式、おもてなしの
心は、現在におきましても観光客を魅了し続
けています。それらがこの鎌倉にとっては過
去の遺産ということではなくて、今も生きた
文化としてこの地に残っていること、その背
景に時代ごとの新旧の融合が存在しているこ
とが鎌倉の魅力であるというふうに考えてお
ります。
　本日と明日と２日間にわたりまして、サミッ
ト開催をしてまいります。ぜひ本サミットに
おいて活発な議論が展開され、これからの地
域の在り方について皆さんとともに考える契
機となり、全国における地域共生社会の実現
に向けた取組がより一層邁進されるというこ
とを願っております。鎌倉としましても、そ
の発信源の一つとして、この共生社会への取
組、全力でこれからも取り組んでまいりたい
というふうに考えております。
　最後になりますけれども、ご参加の皆様方
の地域がますます発展をされますこと、そし
て本サミットが成功しますこと、このことを

祈念を申し上げさせていただきまして、冒頭
の私の挨拶とさせていただきます。どうぞ２
日間、よろしくお願いいたします。

来賓祝辞

厚生労働副大臣　古 賀  篤 氏

　皆様、こんにちは。厚生労働副大臣の古賀
篤です。本日「第３回地域共生社会推進全国
サミットinかまくら」が、多くの皆様にご視
聴いただき、盛大に開催されますことを心か
らお喜び申し上げます。また、サミットの主
催者である鎌倉市及び実行委員会の皆様に対
し、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点
から、開催に当たり創意工夫を重ねられたこ
とに、心から敬意を表します。
　我が国の社会福祉に目を向けますと、少子
高齢化が急速に進行し、人口減少に直面する
とともに、単身世帯の増加など家族の在り方
や地域社会も変化する中で、個人や世帯の抱
える課題が複雑化・複合化しています。こう
した中、各地域においては、制度・分野ごと
の縦割りや、支え手・受け手という関係を超
えた創意工夫ある取組が育ってきています。
　鎌倉市においても、平成31年４月に施行し
た鎌倉市共生社会の実現を目指す条例に基づ
き、農業就労体験を通じた社会参加のきっか
けづくりや、地域の課題から物やサービスを
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つくり出す鎌倉リビングラボの取組など、住
民一人一人が主役となり、地域の力で課題解
決を目指した様々な取組が進められていると
伺っております。
　また、厚生労働省においても、市町村の皆
様に地域住民の複雑化・複合化した支援ニー
ズに対応する包括的な支援体制を整備いただ
けるよう、属性を問わない相談支援、多様な
参加支援、地域づくりに向けた支援、この３
つを一体的に実施する重層的支援体制整備事
業を創設し、この４月からスタートしました。
この新たな事業の着実な推進をはじめ、自治
体における包括的な支援体制の構築に向けた
サポートを通じて、子供、高齢者、障害者など、
全ての人々が地域、暮らし、生きがいをとも
につくり、高め合うことができる地域共生社
会の実現を目指してまいります。
　今回のサミットでは「いざ、共生・共創～
安心して自分らしく暮らせるまちをともにつ
くる～」というテーマにふさわしく、福祉分
野以外も含め、多くの分野の方々の参加を得
て、活発な意見交換が行われ、実りある２日
間になるよう期待しています。
　最後になりましたが、大会の成功と本日ご
視聴いただいている皆様のご健勝、ご活躍を
お祈りいたしまして、私の祝辞といたします。
このたびは誠におめでとうございます。

来賓祝辞

神奈川県知事　黒 岩 祐 治 氏

　皆さん、こんにちは。神奈川県知事の黒岩
祐治です。本日「第３回地域共生社会推進全
国サミットinかまくら」が盛大に開催されま
すことを心よりお喜び申し上げます。
　鎌倉市は、平成31年に鎌倉市共生社会の実
現を目指す条例を制定し、共生社会の実現に
向けた取組を進めている自治体であり、ここ
でサミットが開催されることは、大変意義深
いものであると考えています。
　神奈川県では、５年前、県立の障害者支援
施設である津久井やまゆり園で19名もの貴重
な命が奪われるという、大変悲惨な事件が発
生しました。このような事件が二度と繰り返
されないよう、県では神奈川県議会とともに
「ともに生きる社会かながわ憲章」を策定し、
その理念の実現に向けて取り組んでいるとこ
ろです。
　また、私たちは事件を二度と繰り返しては
ならないという思いの中で、障害福祉の在り
方について徹底的に見直し、あるべき姿につ
いて議論してきました。これまで障害者支援
施設での支援は、利用者のためにという安全
を優先した支援者の目線で長時間の身体拘束
などが行われてきました。しかし、当事者と
の対話を重ね、考え続ける中で、これまでは
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つくり出す鎌倉リビングラボの取組など、住
民一人一人が主役となり、地域の力で課題解
決を目指した様々な取組が進められていると
伺っております。
　また、厚生労働省においても、市町村の皆
様に地域住民の複雑化・複合化した支援ニー
ズに対応する包括的な支援体制を整備いただ
けるよう、属性を問わない相談支援、多様な
参加支援、地域づくりに向けた支援、この３
つを一体的に実施する重層的支援体制整備事
業を創設し、この４月からスタートしました。
この新たな事業の着実な推進をはじめ、自治
体における包括的な支援体制の構築に向けた
サポートを通じて、子供、高齢者、障害者など、
全ての人々が地域、暮らし、生きがいをとも
につくり、高め合うことができる地域共生社
会の実現を目指してまいります。
　今回のサミットでは「いざ、共生・共創～
安心して自分らしく暮らせるまちをともにつ
くる～」というテーマにふさわしく、福祉分
野以外も含め、多くの分野の方々の参加を得
て、活発な意見交換が行われ、実りある２日
間になるよう期待しています。
　最後になりましたが、大会の成功と本日ご
視聴いただいている皆様のご健勝、ご活躍を
お祈りいたしまして、私の祝辞といたします。
このたびは誠におめでとうございます。

来賓祝辞

神奈川県知事　黒 岩 祐 治 氏

　皆さん、こんにちは。神奈川県知事の黒岩
祐治です。本日「第３回地域共生社会推進全
国サミットinかまくら」が盛大に開催されま
すことを心よりお喜び申し上げます。
　鎌倉市は、平成31年に鎌倉市共生社会の実
現を目指す条例を制定し、共生社会の実現に
向けた取組を進めている自治体であり、ここ
でサミットが開催されることは、大変意義深
いものであると考えています。
　神奈川県では、５年前、県立の障害者支援
施設である津久井やまゆり園で19名もの貴重
な命が奪われるという、大変悲惨な事件が発
生しました。このような事件が二度と繰り返
されないよう、県では神奈川県議会とともに
「ともに生きる社会かながわ憲章」を策定し、
その理念の実現に向けて取り組んでいるとこ
ろです。
　また、私たちは事件を二度と繰り返しては
ならないという思いの中で、障害福祉の在り
方について徹底的に見直し、あるべき姿につ
いて議論してきました。これまで障害者支援
施設での支援は、利用者のためにという安全
を優先した支援者の目線で長時間の身体拘束
などが行われてきました。しかし、当事者と
の対話を重ね、考え続ける中で、これまでは

当事者目線という発想が欠けていたことに気
づきました。当事者目線とは、一人一人の気
持ちに目を向けて、相手の心の声に耳を傾け
ることではないかと考えています。そして、
今月16日に、こうした私の考えを宣言として
発信したところですが、このサミットにお集
まりの皆様とも、ぜひ共有していきたいと思
い、この場をお借りしてご披露させていただ
きます。
　当事者目線の障害福祉実現宣言。津久井や
まゆり園事件のような悲惨な事件を二度と起
こさないために、私たちはこれまでの障害福
祉の在り方を根本的に見直し、当事者目線の
障害福祉に大転換することを誓います。それ
は、あなたの心の声に耳を傾け、お互いの心
が輝くことを目指す障害福祉です。
　私たちは、虐待は絶対に認めません。強度
の行動障害の方に対して、周りの人や自分を
傷つけるから、音や光などに過敏に反応し過
ぎるから、長時間部屋に閉じ込めておく。車
椅子に縛りつけておく。これまではそんな支
援が当たり前のように行われていました。安
全・安心のために、やむを得ずということで
したが、それは明らかに虐待です。虐待は絶
対に許されることではありません。あなたは
障害者である前に、人間です。人間だから、
人間らしい扱いを受けるのは当然の権利です。
　私たちは部屋に閉じ込められている当事者
ご本人の目線に立って考えます。なぜあなた
は周りの人や自分を傷つけるような行動をし
てしまうのでしょうか。もしかしたら、あな
たは自分の気持ちをうまく表せないだけかも
しれません。自分の気持ちを聞いてほしいと
訴えているに違いないと考えて接すれば、全
然違ったサポートができるはずです。私たち
は、そんなあなたの心の声に全身全霊で耳を
傾けます。あなたの思いを受け止め、工夫を

しながらサポートします。そうすれば、きっ
とあなたは安心してくれるに違いない。それ
が私たちにとっても大きな喜びにつながるは
ずです。それがお互いの心が輝く障害福祉で
す。
　施設は終の住処ではありません。あなたが
地域の仲間たちとのつながりの中で暮らして
いけるよう、一緒に考え、準備をする場です。
そんな支援を実践しているところが実際にあ
ります。別の施設は、部屋に閉じ込められて
いた人が生き生きと働く姿は感動的です。そ
ういった成功事例を多くの関係者が学び、実
践していけば、必ずや当事者目線の障害福祉
は実現できるはずです。どんな障害があって
も、支え合いと思いやりにあふれ、みんなの
命が輝く、共に生きる社会を実現するべく、
全力を尽くすことを誓います。宣言は以上で
す。
　この道のりは簡単ではありませんが、県で
はどんなときも相手の心の声に耳を傾け、思
いを受け止め、皆さんと一緒に命輝く地域共
生社会をつくり上げていきます。
　結びに、本サミットの成功と地域共生社会
の実現に向けた取組が一層推進されますこと
をご祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせてい
ただきます。
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来賓祝辞

鎌倉市議会議長　中 村 聡 一 郎 氏

　皆様、こんにちは。鎌倉市議会議長の中村
でございます。開催地の市議会を代表いたし
まして、一言お祝いのご挨拶を申し上げさせ
ていただきます。
　本日は「第３回地域共生社会推進全国サミッ
トinかまくら」にお招きいただきまして、誠
にありがとうございます。この２年間、新型
コロナウイルスは私たちの生活に大きな影響
をもたらしました。本サミットにおかれまし
ても、昨年の延期を経て、オンラインによる
開催を新たにご準備され、無事開催の日を迎
えられましたこと、心からお喜び申し上げま
す。また、実行委員の皆様をはじめ、各団体
の皆様、そして関係者の皆様には、開催に当
たりまして大変なご尽力をいただきましたこ
と、改めて敬意と感謝の意を表すところでご
ざいます。
　鎌倉市は、共生社会の推進を掲げ、様々な
取組を進めさせていただいているところでご
ざいますが、私ども市議会といった立場から
も、行政とともに、誰もが安心して自分らし
く暮らすことのできる社会をつくるために邁
進をしているところではございますけれども、
今回のサミットを通じて全国の様々な取組を
知り、また新たなつながりを築くことができ

たらと、大いに期待をさせていただいており
ます。そして、今回のサミットが地域共生社
会への理解をますます深め、全ての人が住み
慣れた地域で自分らしく生活できる地域共生
社会の実現に大きく寄与することを期待させ
ていただきたいところでございます。
　最後に、皆様方のご健勝、ご多幸、そして
さらなるご活躍をご祈念申し上げまして、私
からのお祝いのご挨拶とさせていただきます。
本日はおめでとうございました。
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来賓祝辞

鎌倉市議会議長　中 村 聡 一 郎 氏

　皆様、こんにちは。鎌倉市議会議長の中村
でございます。開催地の市議会を代表いたし
まして、一言お祝いのご挨拶を申し上げさせ
ていただきます。
　本日は「第３回地域共生社会推進全国サミッ
トinかまくら」にお招きいただきまして、誠
にありがとうございます。この２年間、新型
コロナウイルスは私たちの生活に大きな影響
をもたらしました。本サミットにおかれまし
ても、昨年の延期を経て、オンラインによる
開催を新たにご準備され、無事開催の日を迎
えられましたこと、心からお喜び申し上げま
す。また、実行委員の皆様をはじめ、各団体
の皆様、そして関係者の皆様には、開催に当
たりまして大変なご尽力をいただきましたこ
と、改めて敬意と感謝の意を表すところでご
ざいます。
　鎌倉市は、共生社会の推進を掲げ、様々な
取組を進めさせていただいているところでご
ざいますが、私ども市議会といった立場から
も、行政とともに、誰もが安心して自分らし
く暮らすことのできる社会をつくるために邁
進をしているところではございますけれども、
今回のサミットを通じて全国の様々な取組を
知り、また新たなつながりを築くことができ

たらと、大いに期待をさせていただいており
ます。そして、今回のサミットが地域共生社
会への理解をますます深め、全ての人が住み
慣れた地域で自分らしく生活できる地域共生
社会の実現に大きく寄与することを期待させ
ていただきたいところでございます。
　最後に、皆様方のご健勝、ご多幸、そして
さらなるご活躍をご祈念申し上げまして、私
からのお祝いのご挨拶とさせていただきます。
本日はおめでとうございました。
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令和 3年 11月 18日（木）11：00～ 12：00

安心安全なデジタル社会の創成
村井　純 氏　慶應義塾大学教授
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基 調 講 演

令和 3年 11月 18日（木）11：00～ 12：00

安心安全なデジタル社会の創成
村井　純 氏　慶應義塾大学教授

　慶応大学の村井です。よろしくお願いいた
します。今日は、「第３回地域共生社会推進全
国サミットinかまくら」に呼んでいただいて
大変感謝をしております。楽しみにしており
ました。よろしくお願いいたします。
　今日の私の講演タイトルは「安心安全なデ
ジタル社会の創成」です。2020年から2021
年にかけて私たち人類は、歴史的な経験を共
有しました。新型コロナウイルス感染症のグ
ローバルパンデミックでさまざまな状況が一
変するなかで、デジタル社会の推進は、一つ
の大きな側面と言えます。日本では2000年
からIT戦略というものを進めてきました。そ
れからちょうど20年経ち、これを見直そう
という準備をしていたところで、私たちは
COVID-19という経験をしました。その中で、
ご存知のように昨年と今年とたくさんの動き
が出てまいりました。デジタル社会というテー
マでも、いろいろな反省も踏まえて、新しい
社会を創成しようという動きが世界中で非常
に大きくなっています。特に日本はDX（デジ
タルトランスフォーメーション）において大
きな進展や動きがあり、体制が整ったという
ことが言えると思いますので、その辺りを中
心に、今日はお話しさせていただきたいと思
います。
　スライドに従って、お話をさせていただき
ます。

　私は、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス
（SFC）に、1990年の創立から30年間務めて
おりました。SFCは藤沢にありますので鎌倉
とは距離も近く、SFCでの活動では、鎌倉と
の関係が大変深くなっております。鎌倉市と
SFCとで包括的な協定を結ばせていただいた
「創造みらい都市かまくら」プロジェクト。産
学官民が協力し鎌倉をまちぐるみで学びの場
にしていく、みんなが創造的にアプローチで
きるということを一緒にやっていこうという
プロジェクトを推進しています。私どもSFC
は社会の中でデジタルテクノロジーがどのよ
うに使われていくのかということを30年間
ずっと研究してきましたが、そういった成果
を生かして、新しい形でのみらい都市をつくっ
ていく。そういったことをSFCの田中浩也さ
んの研究室を中心に展開をしているというこ
とでございます。
　そういう意味でも、鎌倉市には大変お世話
になっておりますが、私からの話は、根本的
な「デジタル社会とは」というところから始
めさせていただきたいと思います。デジタル
という言葉は、指を折る、物を数えるという
意味ですから、デジタル社会というのは、数
字や数値のテクノロジーを背景にした社会と
いうことになります。何か冷たい感じがする
かもしれません。デジタルというと「１と０
なんじゃないの」と言われる方がよくいらっ
しゃいますが、デジタルは「digit」すなわち
数値であるというだけの意味で、１と０しか
ない世界を表しているわけではありません。
デジタルになると、全てのメディアや表現を
数値であらわすことができます。文字や映像、
音声なども数値であらわすことができます。
我々の身の回りにあるCDやスマホ、デジタ
ルカメラがそうですよね。その他にもさまざ
まなものをデジタルで表現することができる
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ようになりました。
　数字になれば計算できるようになりますの
で、計算機、コンピューターが活躍をします。
コンピューターが社会の中で普及して、それ
らをつなぐインターネットも広まりました。
20年前にIT政策を始めたときは、インター
ネットが誰でも使えるような国にしよう、と
いう理念が語られていました。でも今は全て
の人にとってインターネットが使えるのは当
たり前になってきています。それを前提にし
た社会とはなんでしょうか。IT、ICT、デジ
タルといろいろな言葉を使ってはいますが、
その言葉の意味よりも大事なことは、それを
前提にした私たちの生きている社会。人間が
一人一人支え合う社会。その社会がどのよう
なものであるか、ということだと思います。
インターネットが出現して、コンピューター
をつないでデジタルデータが流通するように
なる。これがデジタル社会の技術的な背景で
はありますが、この上には社会ができます。
それは人間の責任ですよね。人間が社会をつ
くっていくのです。まさに今日のテーマでは
ないかと思います。
　インターネットが人類で最初に成就したこ
とがあります。それは全人類が直接つながる
国境のない初めての空間、地球上で一つの空
間をつくったということです。インターネッ
トは英語で「the Internet」と書きます。「the」
という定冠詞と、キャピタライズした「I」、I
が大文字ですよね。つまり固有名詞、地球で
ただ一つということです。ですから、インター
ネットはサービスの名前のような感じもしま
すけれども、本質的なところは人類が歴史上
初めて手にした地球に一つの空間だというこ
とです。一つの空間というのは、物理的には
地球としてあったわけですけれども、私たち
はそこをベースにして話し合ったり、一緒に

活動したり、何かを作り上げたりすることは
できませんでした。でも、インターネットが
できた、いわゆるアフターインターネットの
時代には、これらがすべてできるようになる
のです。
　そんなことが出来るようになれば面白いな
と思っていたのが20年ほど前ですが、実際に
私たちの生きている物理的な空間、実社会と
完全に溶け込んだのは2020年だと思います。
したがって、これからの社会づくりというの
は、デジタルが溶け込んでいることを前提に
する必要があります。溶け込んでいるという
のはどういうことかというと、私たちの社会
に変化があるわけではありませんが、前提と
している技術の一つに、デジタル技術、すな
わちコンピューターやインターネットという
ものがあるということです。それがあること
の一つの大きなインパクトは、グローバル空
間だということだと思います。
　グローバル空間以外に何があったかな、と
想像しますよね。元からあった世界がありま
す。国際空間です。国と国が調整をしながら
動いていく。私たちに一番馴染みの深い空間
です。インターネットがつくるような、グロー
バルに本当につながってしまう空間というの
は、私たちにはまだ馴染みが少ないのです。
今ご覧いただいている国際空間というのは、
それぞれの国の政府がいて、政府と政府が私
たちの代表として調整していく。これが国際
空間で、世界はすべてそれでできています。
一方、グローバル空間では人と人が直接つな
がり、情報にすぐアクセスできます。つまり、
政府が介していないわけです。
　グローバル空間と私たちの実空間が完全に
一体になると、今までと何が違うのでしょう
か。非常に高速にグローバルな国境を越えて、
位置を越えて、いろいろな情報を共有したり
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ようになりました。
　数字になれば計算できるようになりますの
で、計算機、コンピューターが活躍をします。
コンピューターが社会の中で普及して、それ
らをつなぐインターネットも広まりました。
20年前にIT政策を始めたときは、インター
ネットが誰でも使えるような国にしよう、と
いう理念が語られていました。でも今は全て
の人にとってインターネットが使えるのは当
たり前になってきています。それを前提にし
た社会とはなんでしょうか。IT、ICT、デジ
タルといろいろな言葉を使ってはいますが、
その言葉の意味よりも大事なことは、それを
前提にした私たちの生きている社会。人間が
一人一人支え合う社会。その社会がどのよう
なものであるか、ということだと思います。
インターネットが出現して、コンピューター
をつないでデジタルデータが流通するように
なる。これがデジタル社会の技術的な背景で
はありますが、この上には社会ができます。
それは人間の責任ですよね。人間が社会をつ
くっていくのです。まさに今日のテーマでは
ないかと思います。
　インターネットが人類で最初に成就したこ
とがあります。それは全人類が直接つながる
国境のない初めての空間、地球上で一つの空
間をつくったということです。インターネッ
トは英語で「the Internet」と書きます。「the」
という定冠詞と、キャピタライズした「I」、I
が大文字ですよね。つまり固有名詞、地球で
ただ一つということです。ですから、インター
ネットはサービスの名前のような感じもしま
すけれども、本質的なところは人類が歴史上
初めて手にした地球に一つの空間だというこ
とです。一つの空間というのは、物理的には
地球としてあったわけですけれども、私たち
はそこをベースにして話し合ったり、一緒に

活動したり、何かを作り上げたりすることは
できませんでした。でも、インターネットが
できた、いわゆるアフターインターネットの
時代には、これらがすべてできるようになる
のです。
　そんなことが出来るようになれば面白いな
と思っていたのが20年ほど前ですが、実際に
私たちの生きている物理的な空間、実社会と
完全に溶け込んだのは2020年だと思います。
したがって、これからの社会づくりというの
は、デジタルが溶け込んでいることを前提に
する必要があります。溶け込んでいるという
のはどういうことかというと、私たちの社会
に変化があるわけではありませんが、前提と
している技術の一つに、デジタル技術、すな
わちコンピューターやインターネットという
ものがあるということです。それがあること
の一つの大きなインパクトは、グローバル空
間だということだと思います。
　グローバル空間以外に何があったかな、と
想像しますよね。元からあった世界がありま
す。国際空間です。国と国が調整をしながら
動いていく。私たちに一番馴染みの深い空間
です。インターネットがつくるような、グロー
バルに本当につながってしまう空間というの
は、私たちにはまだ馴染みが少ないのです。
今ご覧いただいている国際空間というのは、
それぞれの国の政府がいて、政府と政府が私
たちの代表として調整していく。これが国際
空間で、世界はすべてそれでできています。
一方、グローバル空間では人と人が直接つな
がり、情報にすぐアクセスできます。つまり、
政府が介していないわけです。
　グローバル空間と私たちの実空間が完全に
一体になると、今までと何が違うのでしょう
か。非常に高速にグローバルな国境を越えて、
位置を越えて、いろいろな情報を共有したり

交換したりできる。つまり、インターネット
の世界ということです。
　もう一つだけ背景を先にお話ししておこう
と思います。これが先ほどお話しした2000
年、日本でIT戦略を始めた頃の状況です。右
上に書いてありますように、世界の人口の６％
がインターネットを使っていたという時代で
す。このうち、アジアでの利用人口のほとん
どは日本が占めていました。アメリカと日本
とヨーロッパで、大体のインターネットの空
間をつくっていたというのが、ほんの20年前
なのです。これが今はどうなっているかとい
うと、世界では人口の約70％がインターネッ
トを使っているという状況です。たった20年
での変化です。
　これが80%、90%になるのには、もう５年
もかからないと思います。そして、少なくと
も2030年にはほぼほぼ100％、つまり世界
中全ての人がインターネットにアクセスして
いるということになると思います。日本は既
にほぼ100%という状態になっていますので、
そういう意味では、日本は先導者として、世
界の未来の社会、デジタル社会をどういうふ
うに動かしていくかということに対する責任
や役割があると思います。特にアジアでは、
今の時点でまだ30％以上の人がインターネッ
トにつながっていません。この人たちがつな
がってくるときのために、健康や教育や経済
に参加するための発想を日本で先導してつく
り、より良い社会をつくったときに、世界に
大きく貢献できるのではないでしょうか。こ
れが、デジタル社会の創成という意味で大事
なことだと思います。
　さらもう一つ背景の説明をさせていただき
たいと思います。グローバルなインターネッ
トとは、どういう原理なのかということです。
インターネットがあって、ウェブがあって、

サービスプラットフォームがある。例えばク
レジットカード情報を送っても、暗号化して
安全に相手まで送れますとか、そういうサー
ビスプラットフォームの要素があって、これ
はすべて地球で共通のものです。これを標準
化といいますけれども、技術が標準化されて
いて、誰でも享受できるようになっています。
　もう一つ重要なことは、享受できるだけで
はないということ。専門家の世界では、英語
ではオーバー・ザ・トップと言います。つま
りインターネットがあって、ウェブがあって、
それからその上で安全なコミュニケーション
ができる。今、私たちがLINEで話をしたり、
私がいま自宅から皆さんにお話をさせていた
だいたりしているのがそうです。技術そのも
のは、それぞれ作られているものですけれど
も、ばらばらに作られていません。プラット
フォームの上に乗って提供されているもので
す。今、鎌倉と私の自宅をつなごうとか、あ
るいは、世界のどの地点でもつながる。こう
いうことは、いまやほぼ自由にできるわけで
す。昔だったら、国際電話や、映像を中継す
るには大変なコストがかかりました。でも、
今はもう殆どコストがかからないですよね。
そういう意味では、コストレスになっている
のです。
　つまり、オーバー・ザ・トップ。私はオーバー・
ザ・トップを授業で説明するときは、日本語
で「ただ乗り」と説明しています。つまり、
インターネットはこのように、ユーザーにた
だ乗りをしてもらって、その中で創造性を発
揮してもらう。夢を実現してもらう。問題を
解決してもらう。こういうところが、とても
重要な、言わばオーバー・ザ・トップ、ただ
乗りの理屈なのです。すると、誰もがやりた
いことをできるようになりますから、コラボ
レーションや、縦の社会が横につながること
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もできるし、新しいことを創造することもで
きるのです。そういうような意味で、この絵
をご説明させていただきました。
　では次は具体的に、どのような恩恵がある
のかということをご説明します。グローバル
な標準化というのは、どれだけのインパクト
を持っているのかということをお話ししたい
と思います。私たちは2005年ぐらいからブ
ラウザ、インターネットのウェブのところ
で、ビデオが自由にやり取りできる仕組みを
標準化として組み入れられないかなという努
力をしてきました。ビデオのエンコーディン
グ、デコーディングというのは、もとはそれ
ぞれ技術が全部違っていました。昔からイン
ターネットを使っていた方は覚えてらっしゃ
ると思いますが、プラグインというのをブラ
ウザに入れる必要がありました。要するに、
送信側と受信側でビデオの送信と受信の技術
を作り上げて、それをユーザーにインストー
ルしてもらい、それで初めてつながる。Real 
Videoなどはそういう仕組みでできていまし
た。これを標準化してしまえば、みんなブ
ラウザに組み込まれているわけですから、ビ
デオや音声でサービスをしようという業者が
新たに開発する必要がない。そういう世界を
つくろうという動きを、2000年の頭から始
めていたのです。これらを議論している仲間
たちは、もう技術がどういう方向にいくか分
かっていますので、ビデオ送信のサービス
を、先手を取って始めたわけです。それがこ
こに書いてあるNetflix、YouTube、Appleや
Amazonです。本当の標準化には10年以上の
時間がかかりました。2016年には本当に誰で
もただで使えるという状況になってくるわけ
です。これが標準化の完成でした。
　そうすると、あとは皆さんご存じのとおり
です。今私が使っているZoomや、ここに書

いてあるようなNetflixをはじめとしたビデオ
サービスがはじまりました。この人たちは、
私の口の悪い表現で言うと、ただ乗りです。
よい意味ですよ。もはやビデオを送るための
技術、受けるための技術を作る必要はないの
で、新しい人はどんどん乗って、それを使え
ばいいわけです。みんな標準化できているか
ら、もうコストはかからないのです。これが
プラットフォームのインパクトです。社会の
プラットフォームをできるだけ使い放題にし
ていくというのが、デジタル社会をつくる上
で、大変重要なことだと思います。
　今、ご覧いただいているのは、エミー賞と
いうテレビの賞です。私が代表して、技術・
工学部門を受賞しました。タイトルは「Full　
TV　Experience」。つまり、テレビと同じ経
験をインターネットでできる。この標準化を
つくったということが、評価の対象になりま
した。これはアメリカのテレビ業界の評価の
対象です。これによって、先ほどご覧いただ
いたように、新しい産業が立ち上がったのです。
　先日、ノーベル賞を受賞された真鍋淑郎さ
んが、インタビューに答えていました。その
なかで、どうして日本人なのにアメリカでの
研究生活を選んだのですかという質問があり
ました。真鍋さんはこう答えました。「コン
ピューターは使いたい放題だったんだよ」と。
そうです。使い放題というのは、新しいこと
をやるときにはすごく大事な概念なのです。
　デジタル社会を進めるというときに、いろ
いろな意味での恩恵は、使い放題になる。た
だで使える。安心して使える。そういう社会
をつくっておけば、人々はやりたいことを専
念してできる。こういうことになるだろうと
私は考えていました。
　2000年にIT戦略を始めたときから、20年
間ずっと、私は日本のデジタル政策にかかわ
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もできるし、新しいことを創造することもで
きるのです。そういうような意味で、この絵
をご説明させていただきました。
　では次は具体的に、どのような恩恵がある
のかということをご説明します。グローバル
な標準化というのは、どれだけのインパクト
を持っているのかということをお話ししたい
と思います。私たちは2005年ぐらいからブ
ラウザ、インターネットのウェブのところ
で、ビデオが自由にやり取りできる仕組みを
標準化として組み入れられないかなという努
力をしてきました。ビデオのエンコーディン
グ、デコーディングというのは、もとはそれ
ぞれ技術が全部違っていました。昔からイン
ターネットを使っていた方は覚えてらっしゃ
ると思いますが、プラグインというのをブラ
ウザに入れる必要がありました。要するに、
送信側と受信側でビデオの送信と受信の技術
を作り上げて、それをユーザーにインストー
ルしてもらい、それで初めてつながる。Real 
Videoなどはそういう仕組みでできていまし
た。これを標準化してしまえば、みんなブ
ラウザに組み込まれているわけですから、ビ
デオや音声でサービスをしようという業者が
新たに開発する必要がない。そういう世界を
つくろうという動きを、2000年の頭から始
めていたのです。これらを議論している仲間
たちは、もう技術がどういう方向にいくか分
かっていますので、ビデオ送信のサービス
を、先手を取って始めたわけです。それがこ
こに書いてあるNetflix、YouTube、Appleや
Amazonです。本当の標準化には10年以上の
時間がかかりました。2016年には本当に誰で
もただで使えるという状況になってくるわけ
です。これが標準化の完成でした。
　そうすると、あとは皆さんご存じのとおり
です。今私が使っているZoomや、ここに書

いてあるようなNetflixをはじめとしたビデオ
サービスがはじまりました。この人たちは、
私の口の悪い表現で言うと、ただ乗りです。
よい意味ですよ。もはやビデオを送るための
技術、受けるための技術を作る必要はないの
で、新しい人はどんどん乗って、それを使え
ばいいわけです。みんな標準化できているか
ら、もうコストはかからないのです。これが
プラットフォームのインパクトです。社会の
プラットフォームをできるだけ使い放題にし
ていくというのが、デジタル社会をつくる上
で、大変重要なことだと思います。
　今、ご覧いただいているのは、エミー賞と
いうテレビの賞です。私が代表して、技術・
工学部門を受賞しました。タイトルは「Full　
TV　Experience」。つまり、テレビと同じ経
験をインターネットでできる。この標準化を
つくったということが、評価の対象になりま
した。これはアメリカのテレビ業界の評価の
対象です。これによって、先ほどご覧いただ
いたように、新しい産業が立ち上がったのです。
　先日、ノーベル賞を受賞された真鍋淑郎さ
んが、インタビューに答えていました。その
なかで、どうして日本人なのにアメリカでの
研究生活を選んだのですかという質問があり
ました。真鍋さんはこう答えました。「コン
ピューターは使いたい放題だったんだよ」と。
そうです。使い放題というのは、新しいこと
をやるときにはすごく大事な概念なのです。
　デジタル社会を進めるというときに、いろ
いろな意味での恩恵は、使い放題になる。た
だで使える。安心して使える。そういう社会
をつくっておけば、人々はやりたいことを専
念してできる。こういうことになるだろうと
私は考えていました。
　2000年にIT戦略を始めたときから、20年
間ずっと、私は日本のデジタル政策にかかわ

らせていただいています。その中で、こうい
うふうにしたほうがいいのでないかというこ
とをお話しするときに、私は民間の有識者で
アカデミズムから参加しているのですから、
高い目標を言わないといけないわけです。か
なり取りづらい高めのボールを投げるわけ
です。これを投げ続けて20年なのですが、
2020年に菅政権ができたときに、すべての高
めのボールを受け止められてしまったなとい
う感じが、私はしています。例えば、新しい
省庁をつくって、情報通信関係のことをきち
んと考える役所をつくらないと駄目じゃない
ですか。これ、高いボールですよね。新しい
省庁なんてできるわけないと心の中で思って、
私も投げていたのですけれども。また、全国
津々浦々の情報システムというのがばらばら
に育っていましたので、これを統一するため
の予算も取れるようにする。これもなかなか
高いボールだったと思います。コロナ禍とい
う背景もあったと思いますけれど、何となく
20年を機会に、とても野心的な体制ができた
と思います。
　デジタル改革関連法案の原案の提案もさせ
ていただきました。縦を横につないで、全て
の役所、それから中央と地方が全部共通につ
ながるようなことを、ぜひやっていきたいと
いうもの。そこに私は「置いてきぼりをつく
らない」ということを書きました。デジタル
社会をつくるためには、コンピューターやス
マホなんて表になくたってよくて、裏に隠れ
ていればいいわけです。例えばみかんにして
も、おいしいみかんを作る農家の方の願いを
デジタル技術でより実現できるようにする。
こういうのがデジタル社会のサポートですか
ら、バックエンドにあればいいのです。そう
すれば、置いてきぼりなんて作られるわけが
ないのです。ところが、デジタルやITが苦手

だったり、よく分からなかったりする人がい
るからやめておこうという判断を、いろいろ
な行政がしていたのです。
　したがって、苦手だから困るのではないよ
うな、サービスの作り方をしなきゃだめだよ
ねという意味で、置いてきぼりはつくらない
というのを、2019年ぐらいから提案していま
した。先週私は、年明け１月のワールドエコ
ノミックフォーラムのダボス会議の原案を考
える会議に参加しました。世界中がそういう
考え方をコンセンサスとしてかなり持ってい
ましたので、今度のダボス会議では、そうい
う論調のアジェンダが出てくると思います。
これまでの30年間、世界中どこでも、ここで
分断を作ってしまいました。これが最大の課
題で、貧富の分断を作ったし、そのこと自体
が政治的な不安定を生みますから、ナショナ
リズムの台頭というのも、ここにつながって
きます。経済を追い求めてきましたが、分断
と、それから安全保障上の課題が出てきまし
た。これが世界の状況です。
　この問題は解決しなければいけません。そ
のために何をするのかというと、人を中心に
考える。人を見る。人のために分断を作らな
い。それから人を救う。人を支える。こうい
う行政を世界中の社会で進めなければいけな
い。このような論調になると思うのです。そ
ういう意味では、デジタル庁政策のためのこ
のような方向性というのは、かなり国際的な
方向性にもなるかと思います。ただ、それだ
けだと分かりにくいので、医療・健康・防災・
教育という重点領域を見たほうがいい。この
中で本当にできることをやっていこう。そう
いうことを仕掛けるべきだということを私は
言いました。
　いろいろな地方行政についても提案をしま
した。世界中の人に聞くと、日本は世界一
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安全な国だと言います。私たちもそう思って
いますよね。津々浦々隅々までどうして安心・
安全なのかというと、交番があるからではな
いかと思うのです。それからやはり基礎自治
体が非常にいい。さらに、災害のときを考え
てみると、コミュニティの助ける力があって、
これも日本の誇りを持てる部分だと思います。
　交番が日本中至るところにあるというのは、
当たり前のことですが、何だかすごいことだ
と思いませんか。最近警察の方とお話しする
ことがありましたが、おまわりさんというの
は、いつもアップデートしているのだそうで
す。つまり、体力が落ちてないかとか、新し
い法律がどうなったのかとか、常に勉強して
いただいているのだそうです。OA化が始まっ
たときにも、私は警察の方とご一緒したこと
があるのですが、そういう新しいことも勉強
されているのです。
　そうすると、デジタル化の一つの鍵をおまわ
りさんに担っていただく、デジタル社会を支え
るおまわりさんということを考えていただける
とよいのではないかなと、警察の方に期待をし
ています。同様に、一人も置いてきぼりをつく
らないためには、全国津々浦々、確実に隅々ま
で行かなければいけないので、先ほども触れた
コミュニティや、お助け隊のようなもの、それ
からそういった業務、保険であるとか、郵便な
ど全てのステークホルダーが協力をする体制を
つくらなければいけません。
　私は「置いてきぼりをつくらない」と言っ
ています。しかし、今、デジ庁のホームペー
ジを見ると「誰一人取り残さない」と書いて
あります。誰一人取り残さないというのは、
ご 存 じ の よ う にSDGsの「No　one　left　
behind」の理念からきています。これも大
変良いことだと思うのですけが、私は何とな
く「置いてきぼりをつくらない」ほうがいい

かなと思っています。その理由は、置いてき
ぼりを作らないというのは、置いてきぼりを
中心に見ているじゃないですか。「No　one　
left　behind」というと、取り残しているも
のが後ろ（ビハインド）にあるということは、
後ろの置いて行かれる人のほうを向いていな
いだろうと思うのです。ここにちょっとこだ
わりまして、私は「置いてきぼりをつくらな
い」と提案しましたが、何となくいまは、「誰
一人取り残さない」になってしまったのです。
これはちょっと愚痴みたいなものなのですが、
お話ししておきたいことです。
　やらなければいけないと思うことがいくつ
かあります。まず、霞が関完全デジタル化。
いまの霞が関はすべてがデジタル化できてい
ません。地方行政サービスシステムとの連携、
サイバーセキュリティとの連携、データ社会、
技術標準化の体制、世界との調整などです。
　当時、デジタル改革担当大臣だった平井卓
也さんと一緒にいろいろな準備をして、2020
年９月１日にデジタル庁ができました。ずっ
と努力をされていた平井さんが、菅内閣のも
とで初代デジタル大臣になりましたが、わず
か１か月で政権交代があり、今度の政権では
牧島かれんさんがデジタル大臣になりました。
神奈川の方です。これはその最初の記事です。
この記事を見ると、牧島さんが行政改革と規
制改革も担当しますと書いてあります。デジ
タル社会をつくって、規制改革、行政改革の
両方を担当されるということですから、新し
い社会の仕組みづくりと、行政の仕組みづく
りと改革も担当されるということです。その
ほかにも、個人情報保護、サイバーセキュリ
ティ、それからDFFT（データ・フリー・フロー・
ウィズトラスト＝信頼に基づいた国際データ
流通の提案）も担当されるということです。
つまり関連する政府のアクションをすべて
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安全な国だと言います。私たちもそう思って
いますよね。津々浦々隅々までどうして安心・
安全なのかというと、交番があるからではな
いかと思うのです。それからやはり基礎自治
体が非常にいい。さらに、災害のときを考え
てみると、コミュニティの助ける力があって、
これも日本の誇りを持てる部分だと思います。
　交番が日本中至るところにあるというのは、
当たり前のことですが、何だかすごいことだ
と思いませんか。最近警察の方とお話しする
ことがありましたが、おまわりさんというの
は、いつもアップデートしているのだそうで
す。つまり、体力が落ちてないかとか、新し
い法律がどうなったのかとか、常に勉強して
いただいているのだそうです。OA化が始まっ
たときにも、私は警察の方とご一緒したこと
があるのですが、そういう新しいことも勉強
されているのです。
　そうすると、デジタル化の一つの鍵をおまわ
りさんに担っていただく、デジタル社会を支え
るおまわりさんということを考えていただける
とよいのではないかなと、警察の方に期待をし
ています。同様に、一人も置いてきぼりをつく
らないためには、全国津々浦々、確実に隅々ま
で行かなければいけないので、先ほども触れた
コミュニティや、お助け隊のようなもの、それ
からそういった業務、保険であるとか、郵便な
ど全てのステークホルダーが協力をする体制を
つくらなければいけません。
　私は「置いてきぼりをつくらない」と言っ
ています。しかし、今、デジ庁のホームペー
ジを見ると「誰一人取り残さない」と書いて
あります。誰一人取り残さないというのは、
ご 存 じ の よ う にSDGsの「No　one　left　
behind」の理念からきています。これも大
変良いことだと思うのですけが、私は何とな
く「置いてきぼりをつくらない」ほうがいい

かなと思っています。その理由は、置いてき
ぼりを作らないというのは、置いてきぼりを
中心に見ているじゃないですか。「No　one　
left　behind」というと、取り残しているも
のが後ろ（ビハインド）にあるということは、
後ろの置いて行かれる人のほうを向いていな
いだろうと思うのです。ここにちょっとこだ
わりまして、私は「置いてきぼりをつくらな
い」と提案しましたが、何となくいまは、「誰
一人取り残さない」になってしまったのです。
これはちょっと愚痴みたいなものなのですが、
お話ししておきたいことです。
　やらなければいけないと思うことがいくつ
かあります。まず、霞が関完全デジタル化。
いまの霞が関はすべてがデジタル化できてい
ません。地方行政サービスシステムとの連携、
サイバーセキュリティとの連携、データ社会、
技術標準化の体制、世界との調整などです。
　当時、デジタル改革担当大臣だった平井卓
也さんと一緒にいろいろな準備をして、2020
年９月１日にデジタル庁ができました。ずっ
と努力をされていた平井さんが、菅内閣のも
とで初代デジタル大臣になりましたが、わず
か１か月で政権交代があり、今度の政権では
牧島かれんさんがデジタル大臣になりました。
神奈川の方です。これはその最初の記事です。
この記事を見ると、牧島さんが行政改革と規
制改革も担当しますと書いてあります。デジ
タル社会をつくって、規制改革、行政改革の
両方を担当されるということですから、新し
い社会の仕組みづくりと、行政の仕組みづく
りと改革も担当されるということです。その
ほかにも、個人情報保護、サイバーセキュリ
ティ、それからDFFT（データ・フリー・フロー・
ウィズトラスト＝信頼に基づいた国際データ
流通の提案）も担当されるということです。
つまり関連する政府のアクションをすべて

牧島大臣、小林副大臣、それから山田政務官
で担当されるということです。この横のつな
がりは、これも高いボールの１つで、できれ
ばいいなと思っていたことなのですが、これ
が実現できたということでございます。
　デジタル庁の組織体制図をお見せしていま
すが、右上に書かれているトップの人材に民
間をかなり採用しているということが重要な
点です。デジタル大臣のすぐ下に書いてある、
デジタル監も民間人。それから青いところに
あるCxO（各分野の最高責任者）もすべて民
間人です。かなりいろいろなところに民間人
が入っています。行政のなかで民間人が活躍
するというのはすごく大事なことですけれど
も、特にデジタル社会で技術や経験を持って
いたり、サービスを作っていたりする方は少
ないので、この方たちが行政システムの中に
入るというのはとても大事なことです。これ
を国政レベルでやるのはなかなか大変だった
と思います。初めの法制のところから、この
体制を書いていただきましたが、こういう体
制を作るということはまだ例が少ないので、
とても大変だったと思います。しかし、こう
いった霞が関の官庁において民間主導ででき
るということを、ほかの省庁に広げていくと
いうことも大事なのではないかなと思いまし
た。
　地方に対して、私はいろいろな妄想を持っ
て い ま す。 一 つ め は デ ー タ 納 税。 今 回 の
COVID-19のときに、人流を見るのに携帯電
話会社のプライベートなデータを使っていま
す。テレビで「今日の渋谷の人出」など流れ
ていましたよね。あれは携帯電話で取得した
位置情報から個人情報を取り除いて使ってい
るデータです。ああいうものをパブリックデー
タとして、もうちょっと使えるのではないか
と思うのです。そのためには、民間がデータ

を納品したときに、オープンデータと一緒に
共有できるような仕組みが必要で、インセン
ティブはなければだめだから、例えばデータ
で納税するとかそんなこともできていいので
はないか、なんていうことも言っています。
　さらに、先ほど申し上げたお助け隊をたく
さん作りたいとか、それから避難所について
も考えています。基礎自治体の本当の役割は、
防災にあります。私は、災害が起こるたびに、
その災害地に行ってインターネットがちゃん
とつながるようにしようという活動をずっと
続けています。その際に気が付いたことが、
ここに書いてあります。避難所となり得る施
設はたくさんあるのですが、それぞれ所管す
る行政組織が異なります。すると、業務が縦
割りになってしまいますので、誰が責任持っ
て避難所のインターネットを提供するのかを
考えることが今まですごく難しかったのです。
これを国民目線に立ち、縦割りを廃してどの
ようにインターネットが提供できるのかを考
える。これもデジタル社会をつくっていく上
で、大変大きな課題だと思います。
　そして、地方では教育がとても大事だとい
うこと。後で出てきますけれど、とにかく教
育が東京一極集中を呼び込んでいるのです。
したがって、良い教育がインターネット上で
プロモートできるMOOC（Massive Open 
Online Course）という仕組みを使ったらど
うかということも考えています。
　いろいろな情報システムそのものを根本的
に変えるためのインフラ。これもアプローチ
しなければいけないということで、デジ庁の
ほうでもかなり準備をしています。今まで縦
だったシステムを横につなぐということです。
岸田政権が「デジタル田園都市国家構想」と
いうものを掲げています。それに関してこち
らをご覧ください。真ん中から下は、日本が
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誇るインフラです。光ファイバーが日本中に
行き届いていて、さらにその上に5Gができて
いるところです。これと全く同じような形で、
既存の光ファイバーを使ったインターネット
サービスを、民間のISPと連携して、全国の
自治体のために政府自らが提供する。そうい
うコンセプトで、つながってない地方自治体
はない、つながってない地方自治体の施設は
ない。こういうことを、それこそ、言わばお
金をかけないでつなげることができるように
しなければいけないのではないかというふう
に言っています。
　これに関連して、先週から大きな動きがあ
りました。一つはデジタル田園都市国家構想。
これは若宮大臣が担当になって、とにかく地
方までデジタルテクノロジーの恩恵が行き届
くようにしようということです。これを見て
ください。東京圏への年齢階層別転入超過数
の推移を見ると、明らかに10代と20代が多い
です。これは教育が原因なのです。この東京
一極集中を解決するために、日本のどこにい
てもよい教育が受けられるようにするのが大
事です。それからこちらには、牧島さんが田
園都市国家構想の中に、デジタル庁として何
をやるべきか、というのが書いてあります。
　これは現在の行政イメージです。一般論で
すが、いまは、それぞれのサービスがサービ
スプロバイダーとしての行政業務で分かれて
いますので、窓口がそれぞれで分かれている
とか、書類がそれぞれに分かれるということ
がどうしても起こってしまっています。これ
をデジタルテクノロジーの力で国民、市民に
とって分かりやすい、使いやすいようにしな
ければいけません。
　二つ目はデジタル臨調（デジタル臨時行政
調査会）が一昨日行われました。これはデジ

タル改革、規制改革、それから行政改革をど
ういうふうにするのかという規制改革会議を
中心にした新しいルールベースの課題をどう
やって解くのかというものです。
　デジタル田園都市国家構想とデジタル臨調
の両輪で、日本の社会がデジタル社会として
生まれ変わるということだと思います。
　そろそろまとめに入ります。一番大事なこ
とは、もちろん日本の社会が隅々までよくな
ることですが、そのときに私たちはグローバ
ルな空間と合成された新しい空間にいるとい
うことです。世界との距離は近く、世界のマー
ケットに対してもいろいろな産業を発展させ、
世界に貢献できる。このような意味を持って
います。そして、人間が中心であるというこ
とを考えて進めていくということが、日本の
使命です。また、技術というものは発展すると、
どうしても悪用、濫用するひとが出てきます。
これはインターネットができたころ、あるい
は20年前ともまったく状況が異なります。し
かし、悪用濫用は出てきますが、その逆の正
しい利用、つまり善用ということを考えると、
日本には本当に強い期待を世界中の人が持っ
ているのです。たとえば大災害に見舞われた
ときに、人と人が助けあうとか、きちんと行
列を作るとか、善いことをする社会というの
は、日本の文化じゃないですか。そういう意
味で、日本風に「デジタル道」つまり、次の
世代のためにも恥ずかしくない道、日本のデ
ジタル道とは何だと、いうこと考えてみると、
日本独自のデジタル社会づくりに誇りをもっ
て取り組めるのではないかというふうに思い
ます。
　私からの話は、以上でございます。ご清聴
どうもありがとうございました。
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誇るインフラです。光ファイバーが日本中に
行き届いていて、さらにその上に5Gができて
いるところです。これと全く同じような形で、
既存の光ファイバーを使ったインターネット
サービスを、民間のISPと連携して、全国の
自治体のために政府自らが提供する。そうい
うコンセプトで、つながってない地方自治体
はない、つながってない地方自治体の施設は
ない。こういうことを、それこそ、言わばお
金をかけないでつなげることができるように
しなければいけないのではないかというふう
に言っています。
　これに関連して、先週から大きな動きがあ
りました。一つはデジタル田園都市国家構想。
これは若宮大臣が担当になって、とにかく地
方までデジタルテクノロジーの恩恵が行き届
くようにしようということです。これを見て
ください。東京圏への年齢階層別転入超過数
の推移を見ると、明らかに10代と20代が多い
です。これは教育が原因なのです。この東京
一極集中を解決するために、日本のどこにい
てもよい教育が受けられるようにするのが大
事です。それからこちらには、牧島さんが田
園都市国家構想の中に、デジタル庁として何
をやるべきか、というのが書いてあります。
　これは現在の行政イメージです。一般論で
すが、いまは、それぞれのサービスがサービ
スプロバイダーとしての行政業務で分かれて
いますので、窓口がそれぞれで分かれている
とか、書類がそれぞれに分かれるということ
がどうしても起こってしまっています。これ
をデジタルテクノロジーの力で国民、市民に
とって分かりやすい、使いやすいようにしな
ければいけません。
　二つ目はデジタル臨調（デジタル臨時行政
調査会）が一昨日行われました。これはデジ

タル改革、規制改革、それから行政改革をど
ういうふうにするのかという規制改革会議を
中心にした新しいルールベースの課題をどう
やって解くのかというものです。
　デジタル田園都市国家構想とデジタル臨調
の両輪で、日本の社会がデジタル社会として
生まれ変わるということだと思います。
　そろそろまとめに入ります。一番大事なこ
とは、もちろん日本の社会が隅々までよくな
ることですが、そのときに私たちはグローバ
ルな空間と合成された新しい空間にいるとい
うことです。世界との距離は近く、世界のマー
ケットに対してもいろいろな産業を発展させ、
世界に貢献できる。このような意味を持って
います。そして、人間が中心であるというこ
とを考えて進めていくということが、日本の
使命です。また、技術というものは発展すると、
どうしても悪用、濫用するひとが出てきます。
これはインターネットができたころ、あるい
は20年前ともまったく状況が異なります。し
かし、悪用濫用は出てきますが、その逆の正
しい利用、つまり善用ということを考えると、
日本には本当に強い期待を世界中の人が持っ
ているのです。たとえば大災害に見舞われた
ときに、人と人が助けあうとか、きちんと行
列を作るとか、善いことをする社会というの
は、日本の文化じゃないですか。そういう意
味で、日本風に「デジタル道」つまり、次の
世代のためにも恥ずかしくない道、日本のデ
ジタル道とは何だと、いうこと考えてみると、
日本独自のデジタル社会づくりに誇りをもっ
て取り組めるのではないかというふうに思い
ます。
　私からの話は、以上でございます。ご清聴
どうもありがとうございました。

パネルディスカッション
メインテーマ
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メインテーマ

　安心して自分らしく暮らせる
　まちをつくるために

コーディネーター大森　彌氏
　　　　　　東京大学名誉教授

パネリスト　　　南雲　岳彦氏
　　　　　　　　（一社）スマートシティ・インスティテュート専務理事

　　　村木　厚子氏
　　　　　　　　津田塾大学客員教授

　　土生　栄二氏
　　　　　　厚生労働省老健局長

令和 3年 11月 18日（木）12：00～ 13：30
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メインテーマ

　安心して自分らしく暮らせる
　まちをつくるために

コーディネーター大森　彌氏
　　　　　　東京大学名誉教授

パネリスト　　　南雲　岳彦氏
　　　　　　　　（一社）スマートシティ・インスティテュート専務理事

　　　村木　厚子氏
　　　　　　　　津田塾大学客員教授

　　土生　栄二氏
　　　　　　厚生労働省老健局長

令和 3年 11月 18日（木）12：00～ 13：30

▼大森：第１日目のパネルディスカッション
にご参加の皆さん、こんにちは。ようこそご
参集いただき、ありがとうございます。時節柄、
オンラインで行いますが、不手際があるかも
しれません。お許しいただければと思います。
　テーマは、今、ご紹介ございましたように、
「安心して自分らしく暮らせるまちをつくるた
めに」でございます。この大会の前身は「介
護保険推進全国サミット」でして、18年間続
いていましたが、2019年から名称が変わりま
して、「地域共生社会の全国サミット」となり、
本年で3回目です。
　この鎌倉大会の１つの目玉といいますか特
色は、今まであまり正面から扱ってこなかっ
た、デジタル社会が地域共生社会と、どうい
うふうに結びついていくのか、どういうふう
にデジタルテクノロジーというものを役立て
ることができるのかということを正面から取
り上げている点だと思います。最初の村井純
さんの基調講演もそのテーマでございます。
本日、私どものパネルディスカッションも、
それを受けさせていただいて議論が進められ
ればというふうに考えております。
　本日は、そのために、三人のご登壇といい
ますか、ご発言をお願いしています。最初は、
スマートシティについて熱心に取り組んでお
られます、スマートシティ・インスティテュー
トの専務理事の南雲岳彦さんでございます。

よろしくお願いいたします。それから、現在
は津田塾大学の客員教授をされています村木
厚子さんです。よろしくお願いいたします。
それから、厚生労働省の老健局長の土生栄二
さんでございます。よろしくお願いいたしま
す。この３人で、これからディスカッション
をしていきたいと思います。
　鎌倉市は、皆さん方、既にご存じかもしれ
ませんが、「鎌倉市共生社会の実現を目指す条
例」を定めていますが、それと同時に、現在
はスマートシティ化へ向かって準備を始めて
いると伺っています。そこで、まず、この点
に焦点を絞って、その第一人者として南雲さ
んにご発言いただきます。私は古い世代に属
していまして、スマートシティについては不
案内ですので、今日は私自身も勉強したいな
と思って、ここに参加しております。最初は
南雲さんから、少し説明を丹念にしていただ
くために、20分ほどのご発言をお願いしてあ
ります、その後、お２人から発言いただくこ
とにいたしたいと思います。
　若干、進行についてお願いがございます。
３人のプレゼンが終わりました後、私から気
がついた点について１問ずつ、お三方に質問
いたしますので、お答えいただいた上で、こ
のテーマをめぐって議論を展開したいと思い
ます。最初に、司会のほうから会場から質問
を取るというご説明ございましたけど、持ち
時間が限られていますので、せっかくご質問
いただきながら回答の時間がとれないかもし
れません。この点は、あらかじめご容赦いた
だければと思ってます。よろしくお願いいた
します。
　それでは、最初に南雲さんからご発言いた
だきます。よろしくお願いいたします。
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▼南雲：ご紹介どうもありがとうございまし
た。一般社団法人スマートシティ・インスティ
テュートの南雲でございます。それでは、私
のほうから、スライドを使いまして、少しお
話をさせていただければなというふうに思い
ます。先ほど村井先生から、大きな国家ビジョ
ンといいますか、テクノロジーがもたらす新
たな社会の像について、お話をいただいたと
思います。私のほうから、それが、じゃあ私
たち一人一人にとって、どういう意味をもら
たすのか、共生社会とどういうふうにつながっ
ているのかという点について、お話をさせて
いただければなというふうに思います。
　スマートシティという言葉が出てきていま
す。これは、テクノロジーを使って生活を便
利にしていきましょうという、まちづくりの
ことを指しますけれども、最近は、村井先生
の言葉で言いますと、デジタル田園都市国家
構想と、少し難しい言葉になりますけども、
暮らしの中にデジタルを使うということが大
きな点になっているわけですね。なぜ、そう
いうところに今、日本は差しかかっているの
かという点に、簡単に触れたいと思いますけ
ども、やはり少子高齢化ということがあって、
なかなか一人一人のニーズ、社会保障とか生
活を支えるニーズに対して人手をかけること
が、だんだんと難しくなってきていると。当然、
人口が減ると税金も減りますし、なかなか十

分な人手をかけたサービスができなくなって
いくところを、うまくテクノロジーを使って
カバーしていこうと、こういう発想になって
います。とりわけ、人口が減るのが地域とい
う形になりますので、地域の生活の質が下が
らないようにという知恵の出し方が、まさに
このスマートシティという言葉で表されてい
るということです。
　左側を見ていただきますと、いろんな生活
のシーンが出ていて、それが線でつながって
いますよね。これが実はデジタルでつながっ
ているということを意味しています。皆さん、
生活シーンを少し思い浮かべていただきたい
と思いますけれども、例えば、私の年老いた
母親が、１人で地域に住んでいるとします。
当然、年を取ると、急に体調が悪くなって病
院に行かなければならないというようなこと
が発生するわけですけど、これがもしデジタ
ルでつながっていると、体調の変化というの
をあらかじめ予知して、かかりつけの病院に
デジタルで連絡をする。と同時に、デジタル
の力を使って、タクシーとか配送のための車
を自動で呼ぶことができる。将来これは多分、
自動運転の車になるかもしれません。その車
に乗って、いち早く私の母親は病院に行くこ
とができ、そして病院に着く頃には、もうカ
ルテのデジタルデータが自動的に先生の目の
前に届いている。と同時に、遠くに住んでい
る息子の私のところにも電話がかかってき
て、オンラインで診察の状況が見れるように
なる。診察が終わって、母親がまた、自動配
送されてくる車で帰るときには、キャッシュ
レスでペイメントが終わっていく。例えば、
このようにデジタルでいろんなものをつなげ
ていくことによって、今まで人が全部介在し
なければいけなかったことが解決するように
なるよというのが、デジタルを使った一つの
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▼南雲：ご紹介どうもありがとうございまし
た。一般社団法人スマートシティ・インスティ
テュートの南雲でございます。それでは、私
のほうから、スライドを使いまして、少しお
話をさせていただければなというふうに思い
ます。先ほど村井先生から、大きな国家ビジョ
ンといいますか、テクノロジーがもたらす新
たな社会の像について、お話をいただいたと
思います。私のほうから、それが、じゃあ私
たち一人一人にとって、どういう意味をもら
たすのか、共生社会とどういうふうにつながっ
ているのかという点について、お話をさせて
いただければなというふうに思います。
　スマートシティという言葉が出てきていま
す。これは、テクノロジーを使って生活を便
利にしていきましょうという、まちづくりの
ことを指しますけれども、最近は、村井先生
の言葉で言いますと、デジタル田園都市国家
構想と、少し難しい言葉になりますけども、
暮らしの中にデジタルを使うということが大
きな点になっているわけですね。なぜ、そう
いうところに今、日本は差しかかっているの
かという点に、簡単に触れたいと思いますけ
ども、やはり少子高齢化ということがあって、
なかなか一人一人のニーズ、社会保障とか生
活を支えるニーズに対して人手をかけること
が、だんだんと難しくなってきていると。当然、
人口が減ると税金も減りますし、なかなか十

分な人手をかけたサービスができなくなって
いくところを、うまくテクノロジーを使って
カバーしていこうと、こういう発想になって
います。とりわけ、人口が減るのが地域とい
う形になりますので、地域の生活の質が下が
らないようにという知恵の出し方が、まさに
このスマートシティという言葉で表されてい
るということです。
　左側を見ていただきますと、いろんな生活
のシーンが出ていて、それが線でつながって
いますよね。これが実はデジタルでつながっ
ているということを意味しています。皆さん、
生活シーンを少し思い浮かべていただきたい
と思いますけれども、例えば、私の年老いた
母親が、１人で地域に住んでいるとします。
当然、年を取ると、急に体調が悪くなって病
院に行かなければならないというようなこと
が発生するわけですけど、これがもしデジタ
ルでつながっていると、体調の変化というの
をあらかじめ予知して、かかりつけの病院に
デジタルで連絡をする。と同時に、デジタル
の力を使って、タクシーとか配送のための車
を自動で呼ぶことができる。将来これは多分、
自動運転の車になるかもしれません。その車
に乗って、いち早く私の母親は病院に行くこ
とができ、そして病院に着く頃には、もうカ
ルテのデジタルデータが自動的に先生の目の
前に届いている。と同時に、遠くに住んでい
る息子の私のところにも電話がかかってき
て、オンラインで診察の状況が見れるように
なる。診察が終わって、母親がまた、自動配
送されてくる車で帰るときには、キャッシュ
レスでペイメントが終わっていく。例えば、
このようにデジタルでいろんなものをつなげ
ていくことによって、今まで人が全部介在し
なければいけなかったことが解決するように
なるよというのが、デジタルを使った一つの

共生社会、新たな社会の像なんですね。
　今、そのデジタルテクノロジーを使った、
まちづくりというのが日本津々浦々いろんな
ところで始まっています。国全体のプロジェ
クトの数を数えると200を超えるところまで
来ていまして、本当にいろいろなところで進
んでいます。その幾つかを簡単にご説明をし
たいというふうに思います。
　左上を見ていただきますと、リアル大丸有
という言葉が目に入ってくると思いますけど、
大丸有というのは、大手町、丸の内、有楽町。
東京駅の前の領域を指しますね。ここでは、
デジタルでまちの模型をつくって、今後まち
にはどういうことが起こるのかということを、
あらかじめ察知しようということをやってい
ます。まちというのは一回、つくってしまい
ますと、もう、つくり替えるのはなかなかで
きないので、デジタル上でいろんな模型をつ
くってみようということですね。そうすると、
人の流れがあらかじめ予見できるので、例え
ば、ソーシャルディスタンスを十分取るため
には、どのぐらいの道の幅があったらいいの
かなとか、どこにどんな例えばトイレの設置
の場所とかいうのも含めて、あらかじめいろ
んな計算ができますねというのが、このデジ
タルツインと呼ばれています大丸有の一つの
特徴になっています。
　右側に１個ずれていただきますと、これは、
つくば市ですね。つくば市ですと、モビリ
ティー、移動の手段にいろんな工夫をしてい
こうということで無人運転の車が走ったりし
て、運転手さんがだんだん高齢化でいなくなっ
てきますから、それをカバーしようというこ
ととか、それから車椅子が通れるような道を
用意しようというようなことを、デジタルの
力を使ってやる、それから車椅子自体も、デ
ジタルの力を使って、よりよいものをつくっ

ていくというようなこと。
　もう１個右に行っていただきます。これ札
幌市になりますけども、歩くことが健康にい
いことから、歩けるためのまちづくりという
ことで、歩いたらどういうふうな体にいいこ
とが起こるのかをセンサーを使って測ってみ
ようと。歩くことが楽しくなるように、いろ
んな地域コインを配ったりとか、いろんなイ
ンセンティブをつけていくような、そんなよ
うなことも考えられています。
　下の段、左のほうに行っていただきます。
これは静岡県の藤枝市です。まちの真ん中に、
いろんな都市機能を集めたコンパクトシチィ
のまちのつくり方なんですけども、フィジカ
ルに物理的にまちを真ん中に集めるだけじゃ
なくて、そこにデジタルもくっつけてしまい
ましょうということで、オンデマンドバスと
いうのが来たりとか、それから水位のセンサー
なんていうのも一つの特徴なんですけど、最
近は気候危機で、豪雨が降ったり、川の氾濫
なんかが出てきます。ここに密集して人が住
んでいると、とても危ないんですけども、い
つ逃げたらいいのか、どこに逃げたらいいの
かということを、町内放送の大きなスピーカー
で流すんじゃなくて、皆さんのお手元にある
スマートフォンとかに、それを分かりやすい
形で、「何々さん、どこどこに逃げてください
ね、何時までに行くと安全ですよ。薬は持ち
ましたか」というように一人一人に分かりや
すく伝わるような形のものができてくる。も
し、どこかに行かれるんであるならば、例え
ば「娘さんのところに行かれるんであるなら
ば、連絡してくださいね」と、こういう注意
なんかもここに届くようになってくるでしょ
う。
　右に行っていただきます。これは島根県の
益田市ですね。ルーラルエリアと言われます。
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いわゆる地方都市、小さな都市、町ぐらいの
サイズのところについても、いろんな見守り
機能とか、それから健康の機能とか、さっき
の水位とか、こういったものを使って、人が
いなくても安全・安心なまちづくりができる
ようなというような配慮がなされてきてると。
　もう１個右に行っていただきます。これは
広島県の三次市です。だんだんと人が減って
くると公共交通も使いにくくなってくるんで
すね。運転する人がいなくなるということに
加えて、乗る人が少なくなってくるので経
済合理性がなかなか回らなくなってしまう
と。そこを何とか、既存のバスとかタクシー
とか、そういったものをつないで、移動した
いという人が移動できるように、助け合いの
MaaS(マーズ)というものも計画に入っている
ということです。MaaS(マーズ)というのは、
Mobility as a Serviceといって、好きなとき
に公共の交通機関を乗り継いでいけるように、
デジタルでつないでいきましょうというもの
です。
　それから、１つまた難しい言葉を出して、
大変恐縮ですけども、5Gという言葉が、最近
テレビでもお聞きすることが増えているのか
なというふうに思います。これは通信の速度
がだんだん速くなるということです。インター
ネットをつなげたときに、画面が出てくるの
に時間がかかりますよね、これが、どんどん
どんどん速くなっていくということで、通信
速度が速くなる、大容量のデータの伝送がで
きるようになってくる。たくさんのものが一
遍につながるという形になるということで、
今までできなかったこと、諦めてきたことが、
もっとできるようになるという時代が今、目
の前まで来ているということです。コロナの
影響で、家から働けることができるようにな
りましたよね。これももっと便利になってく

る。それから工事なんていうのも、例えば、
力のない女性の方が、手元のコンピューター
でブルドーザーを動かすようなことができる
ようになってきたりとか、観光も、自分の目
の前に、VR（バーチャルリアリティー）を使っ
て見ることができたりとか、ショッピングも
自動運転の車が来て行けるようになったりと
か、手術の際に、自分の近くのお医者さんで
遠くにいる名医の先生の手術を遠隔治療で受
けるようになってきたりとか。こういった形
で、今まで諦めてきたこと、これができるよ
うになってくるというのが一つの特徴になっ
てきています。
　さて、ところが、テクノロジーのためのま
ちづくりをつくっているのではないというこ
とを、我々はよく理解する必要があるという
ふうに思います。では、何のためにやってい
るのかということですけども、それは、市民
が幸せ、well-beingを実現してくれるまちづ
くりのためにやっているのだということです。
ややもすると、未来都市的なテクノロジーが
ぴかぴかと、目立つようなまちづくりのイメー
ジが先行しがちなんですけども、これはそう
ではないというところに世界中が気づいてい
まして、テクノロジーは道具であって目的で
はない。テクノロジーを使って、今まで手が
届かなかったこと、お金がかかりすぎてでき
なかったこと、人が必要としていてもできな
かったことについても、もっと手軽に、もっ
と安くしましょうというのが一つのゴールに
なっています。この点はとても重要な点なの
で、後でもう一回触れたいと思います。
　それから２つ目ですね。先ほど、村井先
生も置いてきぼりをつくらない、「No　one　
left　behind」という言葉をおっしゃってい
られました。これはSDGsの言葉で、世界中の
合い言葉になっていますけども。デジタルの
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いわゆる地方都市、小さな都市、町ぐらいの
サイズのところについても、いろんな見守り
機能とか、それから健康の機能とか、さっき
の水位とか、こういったものを使って、人が
いなくても安全・安心なまちづくりができる
ようなというような配慮がなされてきてると。
　もう１個右に行っていただきます。これは
広島県の三次市です。だんだんと人が減って
くると公共交通も使いにくくなってくるんで
すね。運転する人がいなくなるということに
加えて、乗る人が少なくなってくるので経
済合理性がなかなか回らなくなってしまう
と。そこを何とか、既存のバスとかタクシー
とか、そういったものをつないで、移動した
いという人が移動できるように、助け合いの
MaaS(マーズ)というものも計画に入っている
ということです。MaaS(マーズ)というのは、
Mobility as a Serviceといって、好きなとき
に公共の交通機関を乗り継いでいけるように、
デジタルでつないでいきましょうというもの
です。
　それから、１つまた難しい言葉を出して、
大変恐縮ですけども、5Gという言葉が、最近
テレビでもお聞きすることが増えているのか
なというふうに思います。これは通信の速度
がだんだん速くなるということです。インター
ネットをつなげたときに、画面が出てくるの
に時間がかかりますよね、これが、どんどん
どんどん速くなっていくということで、通信
速度が速くなる、大容量のデータの伝送がで
きるようになってくる。たくさんのものが一
遍につながるという形になるということで、
今までできなかったこと、諦めてきたことが、
もっとできるようになるという時代が今、目
の前まで来ているということです。コロナの
影響で、家から働けることができるようにな
りましたよね。これももっと便利になってく

る。それから工事なんていうのも、例えば、
力のない女性の方が、手元のコンピューター
でブルドーザーを動かすようなことができる
ようになってきたりとか、観光も、自分の目
の前に、VR（バーチャルリアリティー）を使っ
て見ることができたりとか、ショッピングも
自動運転の車が来て行けるようになったりと
か、手術の際に、自分の近くのお医者さんで
遠くにいる名医の先生の手術を遠隔治療で受
けるようになってきたりとか。こういった形
で、今まで諦めてきたこと、これができるよ
うになってくるというのが一つの特徴になっ
てきています。
　さて、ところが、テクノロジーのためのま
ちづくりをつくっているのではないというこ
とを、我々はよく理解する必要があるという
ふうに思います。では、何のためにやってい
るのかということですけども、それは、市民
が幸せ、well-beingを実現してくれるまちづ
くりのためにやっているのだということです。
ややもすると、未来都市的なテクノロジーが
ぴかぴかと、目立つようなまちづくりのイメー
ジが先行しがちなんですけども、これはそう
ではないというところに世界中が気づいてい
まして、テクノロジーは道具であって目的で
はない。テクノロジーを使って、今まで手が
届かなかったこと、お金がかかりすぎてでき
なかったこと、人が必要としていてもできな
かったことについても、もっと手軽に、もっ
と安くしましょうというのが一つのゴールに
なっています。この点はとても重要な点なの
で、後でもう一回触れたいと思います。
　それから２つ目ですね。先ほど、村井先
生も置いてきぼりをつくらない、「No　one　
left　behind」という言葉をおっしゃってい
られました。これはSDGsの言葉で、世界中の
合い言葉になっていますけども。デジタルの

力を使って、今まで声が届かなかった人の声
も拾っていこうと。デジタルインクルージョ
ンといいます。例えば、私の子供も実は障害
者なんですけども、障害がある人って、なか
なか自分の言葉で自分がどう困っているかと
いうことを発露できないですね。だけども、
センサーを使うとか、いろんなAIを使うとか、
テクノロジーを使うと、今この人はどういう
ニーズがあるのかなということをあらかじめ
理解して、健常の人たちが話すような言葉に
置き換えるようなこともできるようになって
きます。ですので、そういう障害がある人が
一人で町に出ても誰も困らない、ちゃんと行
きたいところに行ける、ちゃんと買いたいも
のが買える。そういったことを実現するいい
チャンスなのですね。なので、デジタルテク
ノロジーを、誰かが一人勝ちするようなため
に使うのではなく、みんなが幸せになれるよ
うなまちづくりのために使っていくデジタル
インクルージョンの考え方、これがとても大
切になってきます。そして日本は、それをや
るのに、とても適した文化や伝統を持った国
かなと、私は思っておりまして、ぜひ、このチャ
ンスにみんなの力でそれを実現するというこ
とが、とても大切かなというふうに思います。
　それから３つ目ですね。信頼性を大切にす
る社会ということが、実はとても大切になっ
てきます。デジタル化が進んだ国々を見てい
きますと、実は信頼性を大切にする国ほど、
デジタル化が進んでいるんですね。例えば、
北欧なんていうのはいい例だと思いますけれ
ども。デンマーク、フィンランド、スウェー
デンとかですね。データを使う社会になって
きますので、自分のデータを誰かに渡す、そ
れが果たして信頼される形で使われるのかと
いうことが、とても大切になってきます。そ
のための法律や規制、条例といったものも準

備する必要がありますし、それから、一旦自
分から手が離れたデータについては、ちゃん
と信頼できるという社会の仕組みを整えてい
くということがとても大切になってきます。
ですので、テクノロジーが進歩するというこ
とは、法律や規制、ルール、慣習というもの
についてもアップデートする必要が出てくる
ことがとても大切になってきます。それによっ
て、不安がなく、誤解がなく、安心してテク
ノロジーを使う社会をつくっていくことがと
ても大切になってきます。
　そのときの考え方として人を中心としたま
ちをつくっていくときに、この玉ねぎのよう
な図がとても便利なんです。真ん中に人がい
ます。例えば私がいます、皆さんがいます。
その外側に地域のコミュニティがあります。
その外にいろんな社会インフラ、制度とか、
道路とか、建物とかがあります。さらに自然
環境がある。こういう玉ねぎみたいになって
いるところを、まず思い浮かべていただきた
いんですけども、今までは、外側のまちとい
うハードウェアをつくる、もしくは法律をつ
くると、中にいる人は幸せになるのではない
かという仮説に基づいて、これをやってきた
ようなところがあります。ところが、これは
必ずしもうまくいったわけではないんですね。
これからは、特にテクノロジーの時代になり
ますから、テクノロジーありきで考えるので
はなくて、まず、真ん中にいる人に何が必要
なのか、どういう状況が幸せなのかというこ
とを考えて、それを実現するために何が必要
なのかということを、中から外に向かって考
えていくということが重要になってきます。
ハイウェイを造ったらみんな幸せになるとい
うことではないですね。ロボットがたくさん
いると幸せになるか。そうではないですね。
自分はもっと自由に動けるようになりたい。
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自分はオンラインで勉強ができるようになり
たい。自分はオンラインで医療のサービスを
受けられるようになりたい。いろんなそうい
うニーズから外側に向かって考えていく。こ
れが一つの重要なポイントになってきます。
それを人間中心主義の社会というふうに呼ん
でいるわけです。
　ここは少し難しいので、ささっといきます
けども、テクノロジーを使うということはデー
タが取れるということなので、皆さんの幸せ
は本当に達成できているのか、皆さんが住ん
でいるまちではニーズが満たされているのか
ということも、データを使って確認をするこ
とができるようになってきます。ですので、
well-being、幸福度とか暮らしやすさ、それ
は医療とか健康、居住環境とかモビリティー、
教育、いろいろありますけど、これを全部、
実際データを取ってみて、当初考えていたと
おりのものができるのかということを検証し
ながら、市民の皆さんが、そうだと思うよう
な形になるようになっているのかということ
を確認しながらやっていくということがとて
も大切になってきます。
　これはそのデータを取ったときの事例なの
で、ぱっと見ていただければ結構なんですけ
ども。データを取ることによって、いろんな
確認ができるということです。
　この図も、ちょっと難しいのですけれども、
左の下を見ていただきますと、いろいろとデ
ジタル化をする対象が書いてあります。デジ
タルガバメントは、これ電子行政のことです。
それから、社会・文化へのつながりとか、防
災とかヘルスケア、交通とか、こういうとこ
ろにデジタル化が入ってくるわけですね。そ
の結果、上に行っていただいて、社会的に、
精神的に、身体的に幸せになったのかという
ことを確認しながら、みんなでワークショッ

プをやったりしながら社会をつくっていきま
しょうと。こういう体系が、これからの社会
の大きなニーズになってくるということです。
　１つだけ海外の例を皆さんにご紹介したい
というふうに思います。これはフィンランド
です。世界で最も幸せな国と言われるフィン
ランドが、どういう発想で、人間中心主義の
デジタル化をやっているかということですけ
ども左側の図を見ていただきますと、真ん中
にひげの生えた男の人がいまして、周りにい
ろんなことがちょっと英語で書いてあります。
これを日本語で説明しますと、真ん中にいる
人が主人公です、この人が幸せになるために
はどんなサービスが必要かということが、そ
の周りにある青いお団子のような図の中に書
いてあります。健康であることが必要だとか、
教育が必要だとか、行政サービスにこんなの
が必要だとか。これをデジタルで覚えさせて、
データベースを作るんですね。
　右側の図に行っていただきますと、女の人
が２人、左端に立っていますけども、一番左
側の肌色の顔をした女性について、デジタル
のデータを使って模型を作るんです。この人
が将来、どういうライフイベント、結婚をし
たり、子供が生まれたり、車の免許を取ったり、
学校に行ったり、就職をしたり、もしくは病
院で入院したりということを、あらかじめこ
のデジタルの模型に経験をさせてみましょう
と。その結果、どんなサービスが本当に必要
になってくるかということが、その人、一人
一人について分かってくるようになってきま
す。例えば、この国で実験されたのは、内気
な女子大生のご両親が突然離婚したら、どん
なサービスがこの人には向いているのかとい
うことを、AIを使って、あらかじめ用意をし
ておきますと。そうすると、困った女子大生
が、自ら行政手続とかをしなくても、向こう
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自分はオンラインで勉強ができるようになり
たい。自分はオンラインで医療のサービスを
受けられるようになりたい。いろんなそうい
うニーズから外側に向かって考えていく。こ
れが一つの重要なポイントになってきます。
それを人間中心主義の社会というふうに呼ん
でいるわけです。
　ここは少し難しいので、ささっといきます
けども、テクノロジーを使うということはデー
タが取れるということなので、皆さんの幸せ
は本当に達成できているのか、皆さんが住ん
でいるまちではニーズが満たされているのか
ということも、データを使って確認をするこ
とができるようになってきます。ですので、
well-being、幸福度とか暮らしやすさ、それ
は医療とか健康、居住環境とかモビリティー、
教育、いろいろありますけど、これを全部、
実際データを取ってみて、当初考えていたと
おりのものができるのかということを検証し
ながら、市民の皆さんが、そうだと思うよう
な形になるようになっているのかということ
を確認しながらやっていくということがとて
も大切になってきます。
　これはそのデータを取ったときの事例なの
で、ぱっと見ていただければ結構なんですけ
ども。データを取ることによって、いろんな
確認ができるということです。
　この図も、ちょっと難しいのですけれども、
左の下を見ていただきますと、いろいろとデ
ジタル化をする対象が書いてあります。デジ
タルガバメントは、これ電子行政のことです。
それから、社会・文化へのつながりとか、防
災とかヘルスケア、交通とか、こういうとこ
ろにデジタル化が入ってくるわけですね。そ
の結果、上に行っていただいて、社会的に、
精神的に、身体的に幸せになったのかという
ことを確認しながら、みんなでワークショッ

プをやったりしながら社会をつくっていきま
しょうと。こういう体系が、これからの社会
の大きなニーズになってくるということです。
　１つだけ海外の例を皆さんにご紹介したい
というふうに思います。これはフィンランド
です。世界で最も幸せな国と言われるフィン
ランドが、どういう発想で、人間中心主義の
デジタル化をやっているかということですけ
ども左側の図を見ていただきますと、真ん中
にひげの生えた男の人がいまして、周りにい
ろんなことがちょっと英語で書いてあります。
これを日本語で説明しますと、真ん中にいる
人が主人公です、この人が幸せになるために
はどんなサービスが必要かということが、そ
の周りにある青いお団子のような図の中に書
いてあります。健康であることが必要だとか、
教育が必要だとか、行政サービスにこんなの
が必要だとか。これをデジタルで覚えさせて、
データベースを作るんですね。
　右側の図に行っていただきますと、女の人
が２人、左端に立っていますけども、一番左
側の肌色の顔をした女性について、デジタル
のデータを使って模型を作るんです。この人
が将来、どういうライフイベント、結婚をし
たり、子供が生まれたり、車の免許を取ったり、
学校に行ったり、就職をしたり、もしくは病
院で入院したりということを、あらかじめこ
のデジタルの模型に経験をさせてみましょう
と。その結果、どんなサービスが本当に必要
になってくるかということが、その人、一人
一人について分かってくるようになってきま
す。例えば、この国で実験されたのは、内気
な女子大生のご両親が突然離婚したら、どん
なサービスがこの人には向いているのかとい
うことを、AIを使って、あらかじめ用意をし
ておきますと。そうすると、困った女子大生
が、自ら行政手続とかをしなくても、向こう

側から、プッシュアウトといいますけども、
サービスのほうが自動的に届いてくるような
社会。手続きがなくても困りごとを解消する。
これ特に、弱者と言われる人たちにとっては、
とてもありがたいサービスになってくる可能
性があります。シングルマザーとか障害があ
る人、事故に遭って思うように肢体が動かせ
ない方という方たちにとって必要なサービス
が、民間も、行政も、向こう側から届いてく
る。だから、自分の時間は自分のために使え
るよと。こういう時代が今、来ようとしてい
ます。こういったことを、みんなでつくって
いく、それがwell-beingかなというふうに思
います。
　これが最後です。先ほど申し上げましたけ
ども、中から外へ、中から外へという形で、
幸せをつくっていくというのが一つのポイン
トです。それから、右側の三角形をご覧になっ
ていただければと思います。これはとても大
切なことで、デジタルテクノロジーというと、
データにどうしても目が奪われがちなんです
けども、データだけでは幸せな社会はつくれ
ません。三角形の下からみていきますと、デー
タを集めたら、みんなで知恵を出し合い社会
の文脈としましょうということを表した図で
す。そうすると、データは、一段上のインフォ
メーション（情報）に変わります。インフォ
メーションになったら、これをいろんな統計
とかAIを使って分析をすると、もう一段上に
行って、ナレッジ（知識）に変わります。ナレッ
ジに、皆さんが持っている生の経験（エクス
ペリエンス）を加えると、これが知恵になり
ます。そういったwell-beingのための知恵が
集まる社会をつくっていきましょう。これが
スマートな社会、スマートシティと言われる
社会です。
　ご清聴ありがとうございました。

【大森】　南雲構想というか、南雲理論を全面
的に、短い時間ですが、簡潔に分かりやすく
ご説明いただきました。全体として、スマー
ト社会がどういう構造になって、どういう仕
組みになっているかということについて、こ
んなに分かりやすい説明を伺ったのは初めて
でした。大変参考になるご発言だったのでは
ないかと思います。
　それでは、あとお２人から、ご用意されて
いる資料に基づいて、ご発言をお願いしましょ
う。村木さん、お願いします。

▼村木：私の話は、今の話とは非常に距離が
あって、共生社会をつくっていくために何が
必要かという中で、たまたま私が今やってい
る、若い女の子たちの支援の現場から見えて
きたことを、少しお話をしたいと思います。
私は、若草プロジェクトというNPO活動、小
さなNPO活動なんですけれども、これをやっ
ているので、少しその話をしたいと思います。
実は、この活動、亡くなられた瀬戸内寂聴さ
んが発起人で、まだ彼女が95歳ぐらいのとき
に、やり残していることは何かしらねという
ことを言ってくださって、女の子のことが心
配だわねということで始まった活動です。
　何で私たちがそう思ったかというと、やは
り日本は、子供の貧困、６人から７人に１人
は相対的貧困の状況に子供たちがある。ひと
り親家庭だと、２世帯に１世帯は貧困状況に
あります。それから、虐待の通報がとても
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増えている。通報が増えること自体は悪いこ
とではないんですけれども、あまり皆さんが
ご覧になることはない数字で、ぜひ見ていた
だきたい数字があります。虐待の通報がある
うち一時保護につながるのが大体二、三万件、
最終的に児童相談所が判断をして、施設や里
親さんのところに行くのは、これまで大体年
間5,000人ぐらいのお子さんなんですね。そ
うすると、それは通報のあったうちの３％程
度で、あとの子供は、結局おうちで暮らして
いるということになる。それから、児童福祉
の世界というのは、18歳までがメインのター
ゲットで、そこを外れると、アフターケアが
非常に弱い世界ということで、厳しい状況に
ある子ども・若者がかなりいる。それから、
我々が見つけられていない虐待もある。つま
り、見つけられていない虐待、見つかっても
親御さんを指導して、何とかおうちで頑張ろ
うねというお子さんがたくさんいて、しかも
18歳でケアを手放すという、こんな形で児童
福祉が行われているので、やはり子供の状況、
実はよくないよね。こういう子たちが、ある
年齢になると、じゃあ、この状況から抜け出
そうということで、１人で頑張ろう、家から
出ようということが始まる。そのときに、社
会の側には、こういう子たちを使って儲けよ
うという悪い人たちもいるし、ネットは今日、
いい面もあるけども、ブラックなところもあ
る。その悪い人たちにネット上で絡めとられ
てしまう。こんなことがあるので、女の子た
ちの支援をしようということで我々の活動は
始まりました。
　活動の柱３つです。つなぐ、学ぶ、広める
ということです。「つなぐ」。まず、女の子た
ちと支援をつなぐということです。今日のテー
マに少し絡めて言うと、我々の女の子たちへ
の相談業務、入り口はLINE相談です。これが

できたことで、非常に女の子たちとうまくつ
ながれるようになりました。電話なんか若い
子はかけないよと言われて、ああ、そうかと
いうふうに思いました。インターネットを使っ
た相談が非常にいいのは、彼女たちに聞くと、
身近な大人っていうのは先生も親も、自分た
ちにとっては、彼らのほうが非常にパワーが
強い。それが、少し距離がある大人、逃げよ
うと思えば逃げられる大人で、でも、信頼が
できる大人とつながれるというのが非常にい
いと言われました。
　それから、もう一つ、やってみて気がつい
たことですが、地方は社会資源が大変少ない。
こういうオンラインの相談があって、初めて
相談とつながれたという若い子たちが非常に
多かったので、これは非常によかったかなと
思います。あと、シェルターや居場所を我々
は持っています。
　このほかに、「つなぐ」という面ではもう一
つ、支援者同士がつながるというのを今、一
生懸命やっています。子供とか女性の支援を
する300以上の施設とゆるくつながっていて、
ここと企業をつなぐという活動をやっていま
す。例えば、ユニクロがお洋服を提供する、
ネスレさんがチョコレートを提供する、ハウ
ス食品さんが災害用の食品提供できる。そん
な形で、企業がこれが提供できるよと登録を
していただくと、皆さんにメールでお知らせ
が行って、eコマースと同じようにそのキャ
ンペーンのページを見てもらって、欲しいも
のを欲しい量だけ各施設が注文をすると物が
届くという仕掛けになっています。ですから、
チャリティーでとてもありがたいけど本当は
いらなかったというものが届かず、必要なもの
が必要な量だけ届いて、かつ、その反応もお
返しできるということで、そんなことも今やっ
ています。
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増えている。通報が増えること自体は悪いこ
とではないんですけれども、あまり皆さんが
ご覧になることはない数字で、ぜひ見ていた
だきたい数字があります。虐待の通報がある
うち一時保護につながるのが大体二、三万件、
最終的に児童相談所が判断をして、施設や里
親さんのところに行くのは、これまで大体年
間5,000人ぐらいのお子さんなんですね。そ
うすると、それは通報のあったうちの３％程
度で、あとの子供は、結局おうちで暮らして
いるということになる。それから、児童福祉
の世界というのは、18歳までがメインのター
ゲットで、そこを外れると、アフターケアが
非常に弱い世界ということで、厳しい状況に
ある子ども・若者がかなりいる。それから、
我々が見つけられていない虐待もある。つま
り、見つけられていない虐待、見つかっても
親御さんを指導して、何とかおうちで頑張ろ
うねというお子さんがたくさんいて、しかも
18歳でケアを手放すという、こんな形で児童
福祉が行われているので、やはり子供の状況、
実はよくないよね。こういう子たちが、ある
年齢になると、じゃあ、この状況から抜け出
そうということで、１人で頑張ろう、家から
出ようということが始まる。そのときに、社
会の側には、こういう子たちを使って儲けよ
うという悪い人たちもいるし、ネットは今日、
いい面もあるけども、ブラックなところもあ
る。その悪い人たちにネット上で絡めとられ
てしまう。こんなことがあるので、女の子た
ちの支援をしようということで我々の活動は
始まりました。
　活動の柱３つです。つなぐ、学ぶ、広める
ということです。「つなぐ」。まず、女の子た
ちと支援をつなぐということです。今日のテー
マに少し絡めて言うと、我々の女の子たちへ
の相談業務、入り口はLINE相談です。これが

できたことで、非常に女の子たちとうまくつ
ながれるようになりました。電話なんか若い
子はかけないよと言われて、ああ、そうかと
いうふうに思いました。インターネットを使っ
た相談が非常にいいのは、彼女たちに聞くと、
身近な大人っていうのは先生も親も、自分た
ちにとっては、彼らのほうが非常にパワーが
強い。それが、少し距離がある大人、逃げよ
うと思えば逃げられる大人で、でも、信頼が
できる大人とつながれるというのが非常にい
いと言われました。
　それから、もう一つ、やってみて気がつい
たことですが、地方は社会資源が大変少ない。
こういうオンラインの相談があって、初めて
相談とつながれたという若い子たちが非常に
多かったので、これは非常によかったかなと
思います。あと、シェルターや居場所を我々
は持っています。
　このほかに、「つなぐ」という面ではもう一
つ、支援者同士がつながるというのを今、一
生懸命やっています。子供とか女性の支援を
する300以上の施設とゆるくつながっていて、
ここと企業をつなぐという活動をやっていま
す。例えば、ユニクロがお洋服を提供する、
ネスレさんがチョコレートを提供する、ハウ
ス食品さんが災害用の食品提供できる。そん
な形で、企業がこれが提供できるよと登録を
していただくと、皆さんにメールでお知らせ
が行って、eコマースと同じようにそのキャ
ンペーンのページを見てもらって、欲しいも
のを欲しい量だけ各施設が注文をすると物が
届くという仕掛けになっています。ですから、
チャリティーでとてもありがたいけど本当は
いらなかったというものが届かず、必要なもの
が必要な量だけ届いて、かつ、その反応もお
返しできるということで、そんなことも今やっ
ています。

　２つ目の柱は「学ぶ」で、これは少女たち
を支援できる、信頼できる大人になるための
講習会とかハンドブックの作成をやっていま
す。ここでも、YouTubeを使って、こういう
ことを勉強していただくためのチャンネルを
設けたところです。これも、つながる、技術
によっていろんな人とつながれたということ
で、大変、我々重宝しています。
　最後の柱が「広める」で、これは女の子たち、
自分で何とかやっていこうという女の子たち
が、例えば家出とか、例えばJKビジネスにつ
ながってしまうということがある。それを見
る世の中の目が大変冷たいということですね。
そうじゃない、あの子たちは悪い子ではなく
て、あの子たちは一人で生きていきたいと思っ
て一人で闘っている子たちで、大人が手助け
をしなきゃいけないということを伝える。こ
の３つの活動を中心に今やっています。
　LINE相談をやってみて、このコロナ、非常
に大きな変化がありました。去年の４月の終
わりぐらいから相談が急増しました。メンタ
ル面の相談がもともと多いんですが、それに
加えて家族の相談が大変増えました。一番相
談が多いのは10代の後半、次いで20代です。
これ、LINE相談の画面ですが、コロナで仕事
が全然入りませんという相談だったり、これ
が典型なんですが、ステイホームで家にいな
ければならず居場所がない、逃げ場がなくなっ
てしまったという相談があったり、死んでし
まいたいという相談があります。
　相談員の弁護士の言葉が大変印象的でした。
もともと彼女たちは、崖のそばに立っていた
子たちだ。それがコロナで、より崖のほうに
押しやられている。さすがにこのままでは崖
から落ちると思って相談につながった。コロ
ナが非常に厳しい状況ではあるけれども、相
談をしようという決断を促した、世の中に問

題を見せた、表に出したという意味で、大変
いい面があったというふうに言ってくれまし
た。どうしても相談をするというのは、非常
にハードルが高いというふうに言われていま
す。大人を信用していいかどうか不安だとか、
みんな、こういう苦労をしているんだから、
私だけが相談してはいけないとか、家庭の親
の悪口を人には言いたくなかったとか、そん
な気持ちを彼女たちは抱えています。
　こういう子たちとオンラインを中心にして、
あるいは居場所をつくりながら、つながって
いるんですが、最後は何の勝負になるかとい
うと、これ、我々相談員の一番の大きなライ
バルはJKビジネスのスカウトのお兄さんだと
言われています。まちに出て、「どこから来た
の、大丈夫、今日御飯は食べた、今日泊まる
ところあるの」。「ない」と言うと、すぐに御
飯食べさせてくれて、すぐに泊まる場所をつ
くってくれる。１日か２日たつと、「うちで働
いてみない？」。働いてみると、「あ、君はい
い子だね、君が来てくれて助かったよ。君は
よく頑張っている」こう言って声をかけてく
れる。これに対抗するには、最後は生きてい
くためのリアルの支援が必要で、安心できる
居場所と味方になれる人と誇りを提供すると
いうことを、しっかりやっていきたいなとい
うふうに思っています。
　日本はどうしても、相談をするということ
が苦手な人が多い。それは、人に迷惑をかけ
てはいけないと子供の頃から教えられている
からでしょうか。若い子たちを見ていて、大
事だと思うのは、自立というのは、依存をし
ないということではなくて、自立というのは、
たくさんのものに少しずつ依存して上手に生
きていくことだ。このことを、女の子たちだ
けではなくて、実は頼るのが苦手なのは中高
年男性だったりするので、こういうことを
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皆さんに言っていきたいなというふうに思っ
ています。
　南雲先生の話を聞きながら、やはりそうだ
と思ったんですが、今までの日本社会はこの
左側、公的なことは、困っている人の支援は
行政がやって、企業はお金もうけをして、第
三セクターが非常に弱いという状況だったん
ですが、これからは、私たちの活動もそうな
んですが、行政の力と、企業さんにも力を借
りて、そしてNPO、NGOという第三セクター
も頑張る。実は、この３つのセクターの構成
員は全員市民であって、市民が市民のために、
自分たちの組織の強みを生かして頑張ってい
く。こういう社会をつくっていきたいという
ふうに思っています。
▼大森：私は、一々うなずいて聞いていまし
た。すてきなフレーズがいっぱい出ていまし
て、後で、できれば南雲さんからも印象やコ
メントがあったら伺いたいなと思って、お聞
きしていました。
　それでは、次は土生さんからお願いします。

▼土生：厚生労働省老健局長の土生です。私
のほうからは、当然といえば当然ですが、今
やっている仕事、介護保険中心に、地域包括
ケアシステムの構築について、現状、今後の
課題について、私の考えるところをお話しさ
せていただきたいと思います。
　まず、地域共生社会の推進ということと、

それから社会保障全体ですね。これは令和元
年５月の厚労省の社会保障・働き方改革推進
本部でまとめられた資料でありますけれども、
最近の地域共生社会推進検討会の中でも引用
されておりますけれども、これから2040年を
展望して、誰もが、より長く元気に活躍でき
る社会、これは地域共生社会と言ってもいい
と思いますけれども、そういう実現を目指し
て、社会保障・働き方改革の全体の視点を、
どう整理をするかということの資料でありま
す。多様な就労社会参加、健康寿命の延伸、
医療・福祉サービスの改革とありまして、そ
の下に、その基盤として、政府の持続可能性
の確保、ここはなかなか難しいところではあ
りますけれども、そういうふうに位置づけを
されております。
　実はちょっと、デジタル化というのが、少
し要素としては入っていますけれども、まだ
ちょっと明示的には入っていないところであ
りますけれども、昨年の厚生労働白書では、
このバージョンアップだと思いますけれども、
デジタル化の推進ということも、こういった
全ての要素を支える基盤として、位置づけら
れているということは申し上げたいと思いま
す。
　左のほうのところに、地域共生、地域の支
え合いとありますが、これは恐らく狭い意味
での地域づくりということで、この社会参加
の要素として位置づけられているのかなとい
うふうに思いますけれども、この点も、全て
の基盤になるものとして位置づけるというこ
とも、広い意味では可能じゃないかなという
ふうに思っております。この３つの要素、今、
私が担当している高齢者中心の保健福祉と
いう面でも相互に関連しているというふうに
思っておりまして、例えば多様な就労という
ところでは、高齢者の就労機会の確保、それ
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皆さんに言っていきたいなというふうに思っ
ています。
　南雲先生の話を聞きながら、やはりそうだ
と思ったんですが、今までの日本社会はこの
左側、公的なことは、困っている人の支援は
行政がやって、企業はお金もうけをして、第
三セクターが非常に弱いという状況だったん
ですが、これからは、私たちの活動もそうな
んですが、行政の力と、企業さんにも力を借
りて、そしてNPO、NGOという第三セクター
も頑張る。実は、この３つのセクターの構成
員は全員市民であって、市民が市民のために、
自分たちの組織の強みを生かして頑張ってい
く。こういう社会をつくっていきたいという
ふうに思っています。
▼大森：私は、一々うなずいて聞いていまし
た。すてきなフレーズがいっぱい出ていまし
て、後で、できれば南雲さんからも印象やコ
メントがあったら伺いたいなと思って、お聞
きしていました。
　それでは、次は土生さんからお願いします。

▼土生：厚生労働省老健局長の土生です。私
のほうからは、当然といえば当然ですが、今
やっている仕事、介護保険中心に、地域包括
ケアシステムの構築について、現状、今後の
課題について、私の考えるところをお話しさ
せていただきたいと思います。
　まず、地域共生社会の推進ということと、

それから社会保障全体ですね。これは令和元
年５月の厚労省の社会保障・働き方改革推進
本部でまとめられた資料でありますけれども、
最近の地域共生社会推進検討会の中でも引用
されておりますけれども、これから2040年を
展望して、誰もが、より長く元気に活躍でき
る社会、これは地域共生社会と言ってもいい
と思いますけれども、そういう実現を目指し
て、社会保障・働き方改革の全体の視点を、
どう整理をするかということの資料でありま
す。多様な就労社会参加、健康寿命の延伸、
医療・福祉サービスの改革とありまして、そ
の下に、その基盤として、政府の持続可能性
の確保、ここはなかなか難しいところではあ
りますけれども、そういうふうに位置づけを
されております。
　実はちょっと、デジタル化というのが、少
し要素としては入っていますけれども、まだ
ちょっと明示的には入っていないところであ
りますけれども、昨年の厚生労働白書では、
このバージョンアップだと思いますけれども、
デジタル化の推進ということも、こういった
全ての要素を支える基盤として、位置づけら
れているということは申し上げたいと思いま
す。
　左のほうのところに、地域共生、地域の支
え合いとありますが、これは恐らく狭い意味
での地域づくりということで、この社会参加
の要素として位置づけられているのかなとい
うふうに思いますけれども、この点も、全て
の基盤になるものとして位置づけるというこ
とも、広い意味では可能じゃないかなという
ふうに思っております。この３つの要素、今、
私が担当している高齢者中心の保健福祉と
いう面でも相互に関連しているというふうに
思っておりまして、例えば多様な就労という
ところでは、高齢者の就労機会の確保、それ

から健康寿命の延伸というところでは、介護
予防、フレイル対策、認知症予防ありますけ
れども。それから、医療・福祉サービス改革
というところでは、デジタル化による生産性
の向上という、もう一つの柱としまして、タ
スクシフトを担う人材の育成、シニア人材の
活用、推進、これはボランティアということ
もあるかもしれませんけれども、高齢者雇用
の推進という側面もあるわけでございまして、
こういう３つの要素をそれぞれ関連させなが
ら推進をしていくということが、地域包括ケ
アの推進につながっていくというふうに考え
ております。
　これは、皆さんの見慣れた図だと思います
けれども、2025年、これは団塊の世代の方が
75歳以上になるということで、ターゲットイ
ヤーというふうに位置づけられているわけで
すけれども、それを目指して、地域包括ケア
システムを構築していこうということであり
ます。医療、介護、予防、住まい、生活支援
が包括的に確保される体制をつくっていくと
いうことでありますけれども、国の役割とい
うのは、制度・事業の整備ですとか、好事例
の横展開、全体の底上げということで、今日は、
一つ一つなかなかお話しできませんけれども、
様々な制度改正の取り組みがなされてきたと
いうことであります。最近では、社会福祉法
と同時改正ということで、重層的支援体制整
備事業の創設ということも行われてきている
ところでございます。
　2025年ということがターゲットになってお
りますので、この辺りで、各市町村がどうい
うふうに取り組んでいただいているのか、進
捗状況というと、ちょっときついかもしれま
せんけれども、現在の状況、今後の課題とい
うことを、全体として各市町村ごとに確認し
ていくということが、まず必要ではないかと

いうふうに思っております。国のほうも、こ
れは要求中の予算ですので、どこまで取れる
か、まだ、とらぬ狸ではありますけれども、
支援体制の充実ということを図っていきたい
というふうに思っております。
　横串の課題として、やはり認知症施策の推
進、認知症のある方、あるいはそのご家族の
方への支援の充実ということは、大きな横串
の課題としてあるのではないかというふうに
思っております。医療、ケア、介護サービス、
介護者の支援ということで、地域においてそ
ういった拠点、支援体制の整備を行っていく
ということと併せまして、④として記載して
おりますけれども、認知症バリアフリー社会
を社会全体として実現をしていくということ
も併せて重要だということでございます。日
本認知症官民協議会ということで、大森先生
にもご尽力を賜りまして、業種ごとの社会で
のバリアフリー社会実現に向けた取り組みと
いうことも進められておりますので、地域と
そういった業界相互の横の連絡といいますか、
そういったものを両面で取り組んでいく必要
があるのではないかというふうに思っており
ます。
　そうした中で、喫緊の課題としましては、
コロナの感染拡大ということがあったわけで
ございます。厚労省としましても、状況に応
じて、介護事業者の方々あるいは関連する支
援者の方々に対する様々な制度・事業による
支援というものを実施してきたということで
ございます。おかげさまで、現時点では、か
なり感染の抑制が、ようやく実現してきてい
るということだと思いますけれども、一つ、
まだ次の波に備えていくということが重要に
なっているわけでございます。
　併せまして、コロナ感染症への対応が、高
齢者の方々も含めた国民の皆様の心身への
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影響というのが懸念されているところでござ
います。左のグラフは、昨年の介護予防の一
環として行われております通いの場の実施状
況ということでございますが、やはり緊急事
態宣言が発令されました４月、５月というと
ころは、かなり多くのところで自粛せざるを
得ないという状況になっていたわけでござい
ます。その後、再開というのも進んできてお
ります。
　高齢者の方々への影響ということで見たの
が右側の図でございますけれども、一部自治
体で追跡調査をしていただいたところ、やは
り外出の機会が減ったというようなこと、あ
るいは鬱状態につながりかねないような状況
が少し拡大してきているという懸念もあるわ
けでございます。
　したがいまして、今後の介護予防の取り組
みということは、こうしたコロナの影響とい
うことを念頭に置いて、安全に感染予防を図
りながら、どのように様々な活動を再開、継
続していくかということが課題になっている
ということでございます。
　15ページは、私どもで作っております特設
ウェブサイトの概要でありますし、16ページ
では、同じくホームページで、各自治体でそ
れぞれ工夫していただいております取り組み
事例などをご紹介しているところでございま
す。
　今後はワクチン検査パッケージの活用とい
うことも社会全体で言われているところもご
ざいます。そういった流れをよく見ながら、
感染予防とそれから健康づくり、生きがい対
策というものが両立するように取り組んでい
く必要があるというふうに思っております。
　それから、もう一つの喫緊の課題は、今回
のサブテーマの一つになっていると聞いてお
りますけれども、災害時の対応ということで

ございます。昨年の夏の九州の豪雨災害とい
うことは、まだ記憶に新しいところでござい
ますけれども、20ページにありますように、
厚労省と国土交通省で共通の検討会を設けま
して、豪雨災害に対する実効性のある避難の
確保ということで、今日、サブテーマの中で
も参加されると聞いております内閣府のご協
力も得ながら検討をしてきたところでござい
ます。次のページにありますとおり、避難の
実効性を高める方策というものを様々検討し
て取りまとめたということでございます。
　それから、地域で暮らしておられる方の避
難をどうするかということも、当然、同様に
重要であるわけでございます。災害対策基本
法が改正になりまして、個別避難計画を今後
つくっていこうということを、市町村中心に
取り組んでいただくということになったわけ
でございます。介護保険の専門職の方も、こ
うしたものに協力できるような枠組み、支援
策が求められているのではないかというふう
に考えております。
　あとの資料は、今回の介護報酬の改定の概
要ということで、個々にはご説明いたしませ
んけれども、25番目の資料だけ見ていただき
ますと、今回の改定の中でも、感染症や災害
への対応力強化ということ、それから、地域
包括ケアシステムの推進。それから、自立支
援・重度化防止の取り組みの推進。介護人材
の確保、介護現場の革新等をテーマに、給付
費分科会で熱心にご議論いただきまして、改
定を行ったということでございます。デジタ
ル化という点では、例えば科学的介護の推進
ということで、データをまだ分析、フィード
バックはこれからだということではあります
けれども、そうした枠組みをつくっていこう
ということ。それから、先ほど南雲先生のお話
にもございましたけれども、人材をどう効率
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影響というのが懸念されているところでござ
います。左のグラフは、昨年の介護予防の一
環として行われております通いの場の実施状
況ということでございますが、やはり緊急事
態宣言が発令されました４月、５月というと
ころは、かなり多くのところで自粛せざるを
得ないという状況になっていたわけでござい
ます。その後、再開というのも進んできてお
ります。
　高齢者の方々への影響ということで見たの
が右側の図でございますけれども、一部自治
体で追跡調査をしていただいたところ、やは
り外出の機会が減ったというようなこと、あ
るいは鬱状態につながりかねないような状況
が少し拡大してきているという懸念もあるわ
けでございます。
　したがいまして、今後の介護予防の取り組
みということは、こうしたコロナの影響とい
うことを念頭に置いて、安全に感染予防を図
りながら、どのように様々な活動を再開、継
続していくかということが課題になっている
ということでございます。
　15ページは、私どもで作っております特設
ウェブサイトの概要でありますし、16ページ
では、同じくホームページで、各自治体でそ
れぞれ工夫していただいております取り組み
事例などをご紹介しているところでございま
す。
　今後はワクチン検査パッケージの活用とい
うことも社会全体で言われているところもご
ざいます。そういった流れをよく見ながら、
感染予防とそれから健康づくり、生きがい対
策というものが両立するように取り組んでい
く必要があるというふうに思っております。
　それから、もう一つの喫緊の課題は、今回
のサブテーマの一つになっていると聞いてお
りますけれども、災害時の対応ということで

ございます。昨年の夏の九州の豪雨災害とい
うことは、まだ記憶に新しいところでござい
ますけれども、20ページにありますように、
厚労省と国土交通省で共通の検討会を設けま
して、豪雨災害に対する実効性のある避難の
確保ということで、今日、サブテーマの中で
も参加されると聞いております内閣府のご協
力も得ながら検討をしてきたところでござい
ます。次のページにありますとおり、避難の
実効性を高める方策というものを様々検討し
て取りまとめたということでございます。
　それから、地域で暮らしておられる方の避
難をどうするかということも、当然、同様に
重要であるわけでございます。災害対策基本
法が改正になりまして、個別避難計画を今後
つくっていこうということを、市町村中心に
取り組んでいただくということになったわけ
でございます。介護保険の専門職の方も、こ
うしたものに協力できるような枠組み、支援
策が求められているのではないかというふう
に考えております。
　あとの資料は、今回の介護報酬の改定の概
要ということで、個々にはご説明いたしませ
んけれども、25番目の資料だけ見ていただき
ますと、今回の改定の中でも、感染症や災害
への対応力強化ということ、それから、地域
包括ケアシステムの推進。それから、自立支
援・重度化防止の取り組みの推進。介護人材
の確保、介護現場の革新等をテーマに、給付
費分科会で熱心にご議論いただきまして、改
定を行ったということでございます。デジタ
ル化という点では、例えば科学的介護の推進
ということで、データをまだ分析、フィード
バックはこれからだということではあります
けれども、そうした枠組みをつくっていこう
ということ。それから、先ほど南雲先生のお話
にもございましたけれども、人材をどう効率

的に専門職の方が専門的な仕事に集中してい
ただくかということで、テクノロジーの活用
ということも、まだ芽出し程度かもしれませ
んけれども、導入をされたということでござ
います。こうした点は、今後よく検証しながら、
介護の質の向上を図りつつ、人材確保をどう
推進していくかということで、引き続き取り
組んでいきたいと思っております。

▼大森：３人から最初のプレゼンがなされま
したので、これから私から、一問一答形式で
お伺いしてまいります。
　南雲さんにお聞きしたいのは、全体として
は、日本の社会全体のイメージが示されてい
るんですけど、こういうテクノロジーを生か
していくためには、初期投資が必要ですね。
それから、更新のお金が必要ですし、運営、
維持管理にもお金が必要で、しかも技術革新
が日進月歩ですから、次から次へと新規のも
のが登場してくるんじゃないか。そうすると、
追われっぱなしになるんじゃないかという危
惧がないわけではありません。まず、全体と
してのかかる費用については、どんなような
感触をお持ちになっているか、簡単にご説明
いただけませんでしょうか（会場から関連質
問あり）。
▼南雲：実は、とても重要で、かつ難しいポ
イントをご質問いただいたかなというふうに
思います。まず最初、テクノロジーのテスト

という形を経ないと、社会実装に至らないん
ですけども、その段階ではやはり公的なお金
が使われるというのが一般的かと思います。
ただし、その後の社会実装をする段階になり
ますと、民間のお金がどうしても必要になっ
てくるということになりますので、産官学民
というふうな言われ方をしますけども、社会
課題を解決するという視点から、民間と公共
と一緒になってビジネスを回していくような
モデルをつくっていくというところに今、差
しかかっています。
　人口が減っているという、とても難しい局
面にあるんですけども、これを乗り越えない
といけないということもあって、何とかこれ
をできないかということで、いろんな試みが
今、始まっているところです。簡単なアプリ
ケーションのようなものに関しては、そんな
に難しくないんですけども、デジタルプラッ
トフォームと言われるもの、これは非常に大
きなデータ基盤を、データを連携する基盤を
つくっていくという形になっていきます。こ
れは世界各国そうですけども、いろんなモデ
ルがありまして、日本の場合も、民間の大企
業を含めた資金と、それから公的な戦略との
組み合わせで、プラットフォームをつくって
いくという形で動いています。そこを乗り越
えられるかどうかというのは、今後の試金石
という形になっていくかなというふうに思い
ます。
▼大森：もう１つよろしいですか。お話の中で、
最終的にはwell-beingが大事だというご指摘
がありましたが、これは、どなたも反対でき
ないことだと思いますけれども、先ほど言い
ましたように、次から次へと新しいテクノロ
ジーが登場しますので、民間の方々の意識と
しては、どうしても新しい可能性と新しいビ
ジネスチャンスというか、あるいは新しい
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利潤が可能になる領域のほうへほうへと行く
可能性があるのではないか、先生がお考えに
なっているように、基本的にはwell-beingと
接続しないといけないということをどうやっ
たら実現できるのか、そういう環境をどうやっ
てマネジメントするのかということは、結構
難しそうに思うんですけど。これから、いろ
んな自治体で実験してきまして、どういう形
になるのかなと思っているんですけど。その
辺のところは、どんなふうにお考えになって
いますでしょうか。
▼南雲：これも、時代の転換点かもしれませ
んけども、乗り越えていくべき課題というの
があるかなというふうに思っておりまして。
今までは、ややもすると、企業の持っている
商品をそのまま買う、その結果、ベンダーロッ
クインという言われ方しますけども、そこか
らもう逃げられなくなってしまって、メンテ
ナンスフィーをずっと払い続けなきゃいけな
くってしまうという現象が続いてきました。
これからは、そういうアプローチではなくて、
市民が何が必要なのかというところから考え
て、シビックエンゲージメントという言われ
方もしますけれども、まず何が必要なのかと
いうところを、シビックセクターとパブリッ
クセクターで考える。それから、お金の使い
方という形で、どの企業に、どういうような
支払いをしていくのか、何を購入するのかと
いうことを決めていくという順番の整理が必
要になってくるというふうに思います。よっ
て、パブリックセクターと、それからシビッ
クセクターで、テクノロジーが分かる人が育っ
ていく必要がありまして、その上で、本当に
最先端のテクノロジーを買わなきゃいけない
のか、もうちょっと安くなったものでもいい
んじゃないかと。全部買わなきゃいけないの
か、それとも、我が町ではこれだけ必要なの

かということについて見極めをしていく。こ
ういった準備が必要になってくるかなという
ふうに思います。
▼大森：この領域の人材というのは、今、育
ちつつあるんでしょうか。相当数。
▼南雲：まさにそれが日本の課題になってい
ますね。DX人材が足りないよという言われ
方していますけども。今までは、どちらかと
いうと、大企業の中にそういうテクノロジー
をやる人たちが集まっていきすぎていて、公
共セクターには全く足りていないという状況
になっていきました。これを、やはり育てて
いくための大学のような専門教育のところと、
それから、そういったテクノロジーの知識を
持った人を、例えば複数の自治体の兼任とい
う形で技能を発揮していただけるような場を
つくるとか、もしくは地域の中に、企業の中
では必ずしも発揮できないような能力の発揮
をする場をつくっていくとかいうことが、だ
んだんと今、始まりつつあるというところな
ので、直ちにできているのかというと、まだ
これからですという答えが正しいところかな
というふうに思います。
▼大森：デジタルの社会の到来というのは、
そんなに遠くない将来でしょうが、どのくら
いのタイムスパンのイメージでしょうか。か
つて未来学って繁盛したことがあるんでが、
途中で、ふっと消えてしまったんですよね。
これも新しい未来学ではないかという印象も
あるんですけど、どのぐらいのタイムスパン
のことでしょうか。さきほど土生局長さんは
ば2040年に言及されましたが、もうちょっと
長いスパンということになるでしょうか。
▼南雲：そうですね、物によっては、一括し
て標準化をしてしまうと、あとはその地域地
域にテクノロジストがいなくても、ある程度
まとめて導入できる類いのものもあったりは
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利潤が可能になる領域のほうへほうへと行く
可能性があるのではないか、先生がお考えに
なっているように、基本的にはwell-beingと
接続しないといけないということをどうやっ
たら実現できるのか、そういう環境をどうやっ
てマネジメントするのかということは、結構
難しそうに思うんですけど。これから、いろ
んな自治体で実験してきまして、どういう形
になるのかなと思っているんですけど。その
辺のところは、どんなふうにお考えになって
いますでしょうか。
▼南雲：これも、時代の転換点かもしれませ
んけども、乗り越えていくべき課題というの
があるかなというふうに思っておりまして。
今までは、ややもすると、企業の持っている
商品をそのまま買う、その結果、ベンダーロッ
クインという言われ方しますけども、そこか
らもう逃げられなくなってしまって、メンテ
ナンスフィーをずっと払い続けなきゃいけな
くってしまうという現象が続いてきました。
これからは、そういうアプローチではなくて、
市民が何が必要なのかというところから考え
て、シビックエンゲージメントという言われ
方もしますけれども、まず何が必要なのかと
いうところを、シビックセクターとパブリッ
クセクターで考える。それから、お金の使い
方という形で、どの企業に、どういうような
支払いをしていくのか、何を購入するのかと
いうことを決めていくという順番の整理が必
要になってくるというふうに思います。よっ
て、パブリックセクターと、それからシビッ
クセクターで、テクノロジーが分かる人が育っ
ていく必要がありまして、その上で、本当に
最先端のテクノロジーを買わなきゃいけない
のか、もうちょっと安くなったものでもいい
んじゃないかと。全部買わなきゃいけないの
か、それとも、我が町ではこれだけ必要なの

かということについて見極めをしていく。こ
ういった準備が必要になってくるかなという
ふうに思います。
▼大森：この領域の人材というのは、今、育
ちつつあるんでしょうか。相当数。
▼南雲：まさにそれが日本の課題になってい
ますね。DX人材が足りないよという言われ
方していますけども。今までは、どちらかと
いうと、大企業の中にそういうテクノロジー
をやる人たちが集まっていきすぎていて、公
共セクターには全く足りていないという状況
になっていきました。これを、やはり育てて
いくための大学のような専門教育のところと、
それから、そういったテクノロジーの知識を
持った人を、例えば複数の自治体の兼任とい
う形で技能を発揮していただけるような場を
つくるとか、もしくは地域の中に、企業の中
では必ずしも発揮できないような能力の発揮
をする場をつくっていくとかいうことが、だ
んだんと今、始まりつつあるというところな
ので、直ちにできているのかというと、まだ
これからですという答えが正しいところかな
というふうに思います。
▼大森：デジタルの社会の到来というのは、
そんなに遠くない将来でしょうが、どのくら
いのタイムスパンのイメージでしょうか。か
つて未来学って繁盛したことがあるんでが、
途中で、ふっと消えてしまったんですよね。
これも新しい未来学ではないかという印象も
あるんですけど、どのぐらいのタイムスパン
のことでしょうか。さきほど土生局長さんは
ば2040年に言及されましたが、もうちょっと
長いスパンということになるでしょうか。
▼南雲：そうですね、物によっては、一括し
て標準化をしてしまうと、あとはその地域地
域にテクノロジストがいなくても、ある程度
まとめて導入できる類いのものもあったりは

しますし、それから、スタートアップが担っ
ていくようなところもあったりもするんです
ね。まだら模様という言い方が、まず目先の
答えになるというふうに思いますけども。こ
れは国際競争力、韓国とかシンガポールも大
変な勢いでこれをやっているわけですけども、
これと肩を並べるとか、かつての日本のよう
な状況になるということになってくると、数
十年単位という物の見方になってくるかなと
いうふうに思います。目先は、やはり2030年
というところまでに、何らかの答えを出さな
いと、だんだんと次の世代へのツケが、どん
どん大きくなっていくということでしょうか
ら、これはやはり国の税金の使い方、それか
ら企業の戦略の立て方も含めて、そこにウエイ
トをかけていくというのが目指すべき、もし
くは自然な流れかなというふうに思いますね。
▼大森：私の関心で１問に限らず何問もわた
りました。恐縮でした。ありがとうございま
した。
　村木さん、今度は１問にいたしますので。
村木さんは、人生の中で思いもかけず事件に
巻き込まれました。そのときに村木さんがおっ
しゃっていたことで私が記憶しているのは、
自分は支えられる側に立ったというか、そう
いう経験をしたんだという、そういうお話を
していたと思うんですけど。若草プロジェク
トに実際に関わっておられて、支える、支え
られるというようなことについて、どんな
ふうにお考えになっているかということを、
ちょっと言葉を重ねてお願いしたいと思うん
で、いかがでしょうか。
▼村木：もう12年ぐらい前になるんですけど、
身に覚えのないことで逮捕をされて、拘置所
に164日ほど閉じ込められるという経験をし
ました。私は、それまで福祉とか、いろんな
こともやっていて、支えるとか支えられると

いうことも、何となく頭では分かっていたつ
もりなんですが、逮捕されて拘置所に入れら
れてみると、あれ、明日から私がやっていた、
あの仕事はどうなるんだろう。家にいる受験
生の娘は誰が世話するんだろう。それが、外
とは連絡も取っちゃいけないと、会えるのは
弁護士さんだけということなので、その弁護
士さんを頼りに、家のことをどうする、仕事
をどうする、自分の裁判どうするということ
を相談しながら生きていくという期間があり
まして、そのときに、本当に恥ずかしながら、
あれ、私は今まで、自分は支える側だと無意
識のうちにきっと思っていたんだなと。自分
で稼いで自分で食べて、仕事もやっているし。
だけど、そういうふうに思っている人間が、
一瞬にして、本当に一夜にして支えられる側
になるんだということを、実感をした。人っ
て誰でも支えられる側になるということを実
感しました。その上で、その後、自分が何と
かそこで頑張ってやらないといけないという
ときに思ったことがありまして、人はそうい
うつらい目に遭ったときに、何が必要かとい
うのを考えたときに、私はやはり２つ支えが
必要だったというふうに振り返って思ってい
ます。
　１つは、やはりプロの支えで、私の場合だっ
たら、弁護士さんなんですけど。きっと多く
の人の場合は、逮捕されることはないんでしょ
うから、お医者さんだったり福祉だったり、
そういうプロの支えというのをどうやって得
ていくかということ。
　もう一つは、家族とか友人とかというイン
フォーマルな支え、ご近所とかも結構大きな
存在でした。そういう人の支えがあるかどう
かってとても大事でいた。社会をつくってい
く上で、その２つの備えというのを、社会が
つくっていかなきゃいけないんじゃないかと
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実感しました。
　その上で、私が最後に思ったのは、それ
でも自分が大丈夫と思えた瞬間というのは、
ちょっと違っていて、そういえば私、娘のた
めに、ちゃんと頑張って最後まで闘わなきゃ、
娘のために自分がやるべきことがあると思っ
た瞬間に、もう私、絶対大丈夫だと思えた。
土生さんは高齢者のお話されたし、私は少女
たちの話をしましたけども、自分も誰かのた
めに何かできるとか、自分も貢献できるとか、
自分がまだやれることがあると思うこととい
うのは、ものすごく大きな支えになるので、
支えをつくると同時に、その支えられる人が、
何かで貢献できる仕掛けを社会の中にしっか
りつくっていくということが忘れてはいけな
いポイントかなというふうに思いました。本
当にひょんなことで遭遇した困難でしたけど、
非常に、そういう意味では発見がたくさんあっ
たというふうに思っています。
▼大森：地域共生社会の実現の理念の中には、
物事を我が事として考えようという、そうい
うフレーズがありますので、そこと結びつい
ていくんじゃないかなと思います。
　老健局長さん、介護保険制度の現状と課題
と、地域包括ケアシステムをどうやって充実
させていくかという話は、今日の参加者の皆
さん方のご関心ですけども、このことと、今
回の大会のテーマであります地域共生社会の
実現といいますのは、全体として社会のあり
方を少しずついいものに変えていこうという
発想ですから。その辺のつながりについて、
つまり地域共生社会と介護保険制度、あるい
は地域包括ケアみたいなものと重なるところ、
その辺の関係について、局長さんはどんなふ
うにお考えになっているかということを、簡
単に伺えますか。
▼土生：私自身の考えということですけれど

も、地域共生社会はかなり広い、社会全体と
いいますか、地域社会のありよう、全体だと
思います。その中で、様々な要素があると思い
ますけれども、支える側、支えられる側が共生
していく、あるいは人と人とのつながり、助
け合いといったような要素があると思います。
　その中で、村木さんからお話あったような
少女の話、児童福祉の話、障害者福祉の話、様々
な方がその社会で暮らしておられるというこ
となんですけれども、やはり、その中で一つ、
高齢者の保健福祉というのは、まずニーズの
規模といいますか、人口の規模としても明ら
かに、かなり日本人の相当な部分を占めるよ
うになってきているということだと思います
し、それから、ある程度、誰しもが生きてい
れば加齢を、よわいを重ねていくわけですか
ら、自分のこととして考えられる、そうした
ニーズの普遍性ということもあるんだと思い
ますけれども、やはり地域共生社会をつくっ
ていく上で大きな柱になる制度・事業という
のが、介護保険とそれに関連する制度ではな
いかというふうに思います。
　そういうことですから、先人、先輩たちの
関係者のご努力によって、介護保険制度とい
うことができて、もう20年以上がたっている
わけでありますし、それから、その後も社会
保障と税の一体改革ということで消費税の引
き上げ財源により、例えば医療介護総合確保
基金が各県に設置をされたり、地域支援事業
の充実ということもなされたということで。
そういう意味で、各市町村、全国津々浦々に
かなりの資金が投入できるという体制が、既
にできているということがあると思いますの
で、やはりこの柱を地域共生社会の実現に活
用していくということは重要な視点ではない
かというふうに思います。
　その際に、制度の垣根を低くしていくとい
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実感しました。
　その上で、私が最後に思ったのは、それ
でも自分が大丈夫と思えた瞬間というのは、
ちょっと違っていて、そういえば私、娘のた
めに、ちゃんと頑張って最後まで闘わなきゃ、
娘のために自分がやるべきことがあると思っ
た瞬間に、もう私、絶対大丈夫だと思えた。
土生さんは高齢者のお話されたし、私は少女
たちの話をしましたけども、自分も誰かのた
めに何かできるとか、自分も貢献できるとか、
自分がまだやれることがあると思うこととい
うのは、ものすごく大きな支えになるので、
支えをつくると同時に、その支えられる人が、
何かで貢献できる仕掛けを社会の中にしっか
りつくっていくということが忘れてはいけな
いポイントかなというふうに思いました。本
当にひょんなことで遭遇した困難でしたけど、
非常に、そういう意味では発見がたくさんあっ
たというふうに思っています。
▼大森：地域共生社会の実現の理念の中には、
物事を我が事として考えようという、そうい
うフレーズがありますので、そこと結びつい
ていくんじゃないかなと思います。
　老健局長さん、介護保険制度の現状と課題
と、地域包括ケアシステムをどうやって充実
させていくかという話は、今日の参加者の皆
さん方のご関心ですけども、このことと、今
回の大会のテーマであります地域共生社会の
実現といいますのは、全体として社会のあり
方を少しずついいものに変えていこうという
発想ですから。その辺のつながりについて、
つまり地域共生社会と介護保険制度、あるい
は地域包括ケアみたいなものと重なるところ、
その辺の関係について、局長さんはどんなふ
うにお考えになっているかということを、簡
単に伺えますか。
▼土生：私自身の考えということですけれど

も、地域共生社会はかなり広い、社会全体と
いいますか、地域社会のありよう、全体だと
思います。その中で、様々な要素があると思い
ますけれども、支える側、支えられる側が共生
していく、あるいは人と人とのつながり、助
け合いといったような要素があると思います。
　その中で、村木さんからお話あったような
少女の話、児童福祉の話、障害者福祉の話、様々
な方がその社会で暮らしておられるというこ
となんですけれども、やはり、その中で一つ、
高齢者の保健福祉というのは、まずニーズの
規模といいますか、人口の規模としても明ら
かに、かなり日本人の相当な部分を占めるよ
うになってきているということだと思います
し、それから、ある程度、誰しもが生きてい
れば加齢を、よわいを重ねていくわけですか
ら、自分のこととして考えられる、そうした
ニーズの普遍性ということもあるんだと思い
ますけれども、やはり地域共生社会をつくっ
ていく上で大きな柱になる制度・事業という
のが、介護保険とそれに関連する制度ではな
いかというふうに思います。
　そういうことですから、先人、先輩たちの
関係者のご努力によって、介護保険制度とい
うことができて、もう20年以上がたっている
わけでありますし、それから、その後も社会
保障と税の一体改革ということで消費税の引
き上げ財源により、例えば医療介護総合確保
基金が各県に設置をされたり、地域支援事業
の充実ということもなされたということで。
そういう意味で、各市町村、全国津々浦々に
かなりの資金が投入できるという体制が、既
にできているということがあると思いますの
で、やはりこの柱を地域共生社会の実現に活
用していくということは重要な視点ではない
かというふうに思います。
　その際に、制度の垣根を低くしていくとい

う方向が一つあると思います。これは重層的
支援体制整備事業ということで、相談・支援
体制の包括化ということにつながっていくこ
とだと思いますし、もう一つは、やはりこの
介護の制度、事業の仕組みそのものを共生型
に要素を取り入れていくということだと思い
ます。先ほど申し上げましたとおり、高齢者
雇用、生きがい対策、健康づくりみたいなも
のは、全部つながっているわけでございます
ので、例えば介護施設の中で、元気な高齢者
の方を介護助手として活用していただくとか、
そういった取り組みも進んできているところ
でありますので、制度の垣根を広げて、本当
の意味での基盤として機能していくというよ
うなことと、制度事業の中身そのものも、共
生社会の実現に資するようなものに変えてい
くということで、一つの柱として機能するの
ではないかというふうに思っております。以
上です。
▼大森：多分、自治体の現場からしますと、
地域共生社会の実現をするためには、やはり
従来の縦割りが大きな障害になっていまして、
今、局長さんのお話の中には、できるだけそ
れも包括化していくということですから、一
般的に、幾つかの施策を同時に解決し、ある
いは相談に応じて解決していくことが必要で
す。自治体の現場で見ると、国の補助金って、
みんな分野別、個別の縦割りになっているん
ですよ。それと会計検査が連動しています。
自治体の現場は、そんなに多くの人手があり
ませんから、１人の職員が複数の仕事をやる
ときに、補助金をどのぐらいの割合で使った
かとよく言われるのです。それを厚労省は何
とかして克服しようと包括化をしていただい
ていますので、これを様々な省庁も、その方
向を目指してほしいなと思うんですよね。自
治体からみますと、大事なご発言だと思いま

す。
▼土生：１点よろしいですか。そういう意味
では、大森先生には、釈迦に説法で恐縮なん
ですが、介護保険って、もともと地方分権の
フロントランナーとして始まったということ
でございます。分権の中で一体改革というの
がありましたけれども、本当の意味では、一
般財源化をすれば、地方、本当に自由に使っ
ていただくということなんですけれども、他
方で、やはり国が補助しないと、なかなか、
その一つ一つの施策が進んでいかないという
ところでありますので、そのバランスをどう
取っていくのかということが、やはり課題と
して残っているのではないかなというふうに
思っております。
▼大森：お立場上、よく分かるご発言です。
先ほど村木さんから、私、重要だと思ったん
ですけど、若い女性たちのLINE相談の大切
さが言われていました。LINE相談の、それ
に対する対応は信頼できる大人がいるんです
ね。これは、南雲さんからもお聞きしたいん
ですけど、このLINE相談に答えるのは、AI
でできるだろうかと、唐突な質問なんですけ
ど。村木さんは先ほど、信頼できる大人がいて、
それでやって、初めていろんなことが分かっ
てくるんですと。南雲さん、どんなふうにお
考えですか。
▼南雲：そうですね、まず、AIが相談の答
えを出すというところの前に、そういった状
況に置かれそうな子供たち、女の子が今回の
対象者だったかと思いますけども。察知する
というところがAIの最初の出番だと思います
ね。なので、状況から見て、この子は危ない
のではないのかというところのレーダーの役
割を果たして、人間につなぐというような形
のAIの使い方が、まず最初に出てくるところ
かなと思います。もちろん、AIによっては、
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そのやり取り、助けを求めるというような問
いに対して大人が答えるというのを、やり取
りを見ることによって学習をして、何らかの、
また次のステップという形で、その次、どん
なサービスが必要になってくるかという先読
み、予測ですね。こんなものもできるように
なる可能性はあるというふうに思いますので。
人をAIが置き換えるというふうにばかり考え
るのではなくて、補完する、共創するという
ような、共創というのはともにつくるという
意味ですけども、そういうような使い方に発
想を向けたほうが、何となくいいのかなとい
うふうには思います。
▼大森：なるほど。村木さんは、どんな感じ
ですか。
▼村木：少女の支援もそうだし、あと私、今、
孤独・孤立の問題も少し関わっているんです
けど。本当に、さっきおっしゃられたように、
孤独・孤立というものも、もし、そのAIがそ
のシグナルを察知できるとすると、ものすご
く大きな武器になるなと思って。これは、誰
にお願いすればいいか分からないんですけど、
そういうところを、うまくキャッチできる仕
組みができたら、とてもいろんな分野に使え
るなというふうに思いました。
　それともう一つは、そういうものをキャッ
チするためには、やはり個人のいろんな情報
をAIが見るということになって、LINE相談
は少女支援もそうですし、生活困窮者の支援
のときにもちょっと議論になったんですけれ
ども、膨大な相談の履歴とか個人情報を、こ
れをどうやって安全に保有をするかというこ
とがあって、そこをもう少し、何ていうか、
パブリックな、共通の、サーバーみたいなも
のとか、そういうことができないかなという
ような話が出ていたんですけど。何か前に進
める方法というのはあるでしょうか。

▼大森：南雲さん、お願いできますか。
▼南雲：まさにそれをやらんとしているのが、
そのsociety5.0ということだと思うんですけ
ども。データに関しては、どういったデータ
がプライバシーに相当するかということから
始まって、誰がそのデータを保管するかとか、
管理するかとかいうところについて、まだま
だ越えていかなければいけないようなバーは
たくさんあります。健常者というか、普通の
方だとオプトインという形で、自分のデータ
を使っていいよということで、都度都度オー
ケーを出すという仕組みがあるんですけども、
緊急事態に関しては、そんなことを言ってい
られないというのがありますよね。ドメス
ティックバイオレンスみたいなものもそうで
しょうし、それから、子供の虐待みたいなも
のもそうでしょうし、それから、大地震が起
こって津波が来ているときに、人流を把握で
きているんだけれど、個人情報だから、この
人に題してアラートを出せないみたいな問題
が出てきてしまうと、本末転倒という問題が
出てきますよね。なので、平常時の場合と緊
急時の場合をどう切り分けていくのかという
ところを含めて、まさにこれから詰めなきゃ
いけないと、こういう段階に入っているとい
う認識を持っています。
▼大森：スマートシティ構想については、南
雲さんが、この領域で頑張っておられて、開
催市の鎌倉市も、スマートシティに向かって
おられますが、様々な試みがここ数年で表に
わっと出てくるような可能性なんでしょうか。
どんなふうに、南雲さんは、お考えになって
いますか。
▼南雲：そうですね。鎌倉市さんは、本当に
頑張っておられる自治体の一つだというふう
に、私は思っていまして。未来共生社会をつ
くるという理念に本当に基づいた形で、テク
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そのやり取り、助けを求めるというような問
いに対して大人が答えるというのを、やり取
りを見ることによって学習をして、何らかの、
また次のステップという形で、その次、どん
なサービスが必要になってくるかという先読
み、予測ですね。こんなものもできるように
なる可能性はあるというふうに思いますので。
人をAIが置き換えるというふうにばかり考え
るのではなくて、補完する、共創するという
ような、共創というのはともにつくるという
意味ですけども、そういうような使い方に発
想を向けたほうが、何となくいいのかなとい
うふうには思います。
▼大森：なるほど。村木さんは、どんな感じ
ですか。
▼村木：少女の支援もそうだし、あと私、今、
孤独・孤立の問題も少し関わっているんです
けど。本当に、さっきおっしゃられたように、
孤独・孤立というものも、もし、そのAIがそ
のシグナルを察知できるとすると、ものすご
く大きな武器になるなと思って。これは、誰
にお願いすればいいか分からないんですけど、
そういうところを、うまくキャッチできる仕
組みができたら、とてもいろんな分野に使え
るなというふうに思いました。
　それともう一つは、そういうものをキャッ
チするためには、やはり個人のいろんな情報
をAIが見るということになって、LINE相談
は少女支援もそうですし、生活困窮者の支援
のときにもちょっと議論になったんですけれ
ども、膨大な相談の履歴とか個人情報を、こ
れをどうやって安全に保有をするかというこ
とがあって、そこをもう少し、何ていうか、
パブリックな、共通の、サーバーみたいなも
のとか、そういうことができないかなという
ような話が出ていたんですけど。何か前に進
める方法というのはあるでしょうか。

▼大森：南雲さん、お願いできますか。
▼南雲：まさにそれをやらんとしているのが、
そのsociety5.0ということだと思うんですけ
ども。データに関しては、どういったデータ
がプライバシーに相当するかということから
始まって、誰がそのデータを保管するかとか、
管理するかとかいうところについて、まだま
だ越えていかなければいけないようなバーは
たくさんあります。健常者というか、普通の
方だとオプトインという形で、自分のデータ
を使っていいよということで、都度都度オー
ケーを出すという仕組みがあるんですけども、
緊急事態に関しては、そんなことを言ってい
られないというのがありますよね。ドメス
ティックバイオレンスみたいなものもそうで
しょうし、それから、子供の虐待みたいなも
のもそうでしょうし、それから、大地震が起
こって津波が来ているときに、人流を把握で
きているんだけれど、個人情報だから、この
人に題してアラートを出せないみたいな問題
が出てきてしまうと、本末転倒という問題が
出てきますよね。なので、平常時の場合と緊
急時の場合をどう切り分けていくのかという
ところを含めて、まさにこれから詰めなきゃ
いけないと、こういう段階に入っているとい
う認識を持っています。
▼大森：スマートシティ構想については、南
雲さんが、この領域で頑張っておられて、開
催市の鎌倉市も、スマートシティに向かって
おられますが、様々な試みがここ数年で表に
わっと出てくるような可能性なんでしょうか。
どんなふうに、南雲さんは、お考えになって
いますか。
▼南雲：そうですね。鎌倉市さんは、本当に
頑張っておられる自治体の一つだというふう
に、私は思っていまして。未来共生社会をつ
くるという理念に本当に基づいた形で、テク

ノロジーを選んで使っていこうという、本当
にそういう考え方、立派な考え方をお持ちで
らっしゃる自治体だというふうに思っていま
す。特に、市民活動が盛んなまちということ
もあって、これにデジタルの議論をどう付加
していくのかということが、次のステップで
はないかなと思っていまして、これができる
ようになってくると、例えばオーバーツーリ
ズムの混雑の問題ですね。それから高齢者の
問題とか移動の問題とか、いろいろともう分
かっている問題があるので、これに対する回
答が出てくると。今、そういう段階を迎えよ
うとしているというふうに思っています。
▼大森：私から何か一方的にお聞きしてきま
したが、お互いにご意見があったり、あるい
はご質問し合うようなことがありますでしょ
うか。お聞きになりたいことがあれば、一、
二でも結構です。南雲さんからお２人に、何
か聞いてみたいようなことがあれば、どうぞ。
▼南雲：じゃあ、ご質問というか、コメント
を１つさせていただければというふうに思い
ます。村木先生のプレゼンテーションの最後
のところにありました、社会システムの変化
という、本当にそのとおりだなと思いまして、
まさにそういう社会を迎えているという、私
も同じことを考えていることをお伝えしたい
かなというふうに思いました。今までは、ど
ちらかというと行政頼みだったりとか、場合
によっては企業に、何ていうんですか、どん
どんどんどんマーケットに、共同体の持って
いた共助の仕組みが塗り替えられていくとい
うような時代もあったわけですけども。今は
もう一回、リバランスをしなきゃいけないと
いう時代に入っていて、企業だけでも駄目、
行政にただただ頼るだけでも駄目、共助、シ
ビックセクターを含めた共助というとこをい
かに太くしていくのかというのが、社会の一

番重要なところになってきていると。その真
ん中には市民がいて、このwell-beingを目指
すよということと、それから、そのためにテ
クノロジーを、ぜひ使えるところに使ってい
きましょうと。多分こういう時代なんだと思
うんですね。ですから、自助・共助・公助と
いいますけども、リバランスの中に、明日の
日本のバランスした豊かさがあるんだろうな
というふうに思いまして、村木先生の図には
本当に共感した次第でございます。
▼大森：村木さん、どうですか。
▼村木：実は、フィランソロピー協会、個人
それから企業の社会貢献をやっているところ
で、ああいう図の社会にしようということを
ずっと言っていて。私も、あれを見たときに、
うん、これだと思ったので、今日、南雲先生
の絵に、やはり市民真ん中に置いた絵があっ
て、すごい勇気づけられました。
　私もコメントになるかもしれませんけど、
少女支援をやっていると、最後、リアルな住
宅をどうする、仕事をどうするとか、その暮
らしをどうするというところがあって、でも、
支援するためには手前に相談があって、実は、
若い子にとっては相談すらハードルが高い。
さらにその手前に人との接点とか居場所とい
うのがあって、そこから初めて相談につながっ
ていく。その、いろんなレベルのところで、
南雲先生のお話聞きながらデジタル技術が使
える部分があるんだなということがすごくよ
く分かったので、また頭やわらかくして、小
さいNPOの活動もそういうものを使うことで
充実できるかなと、とても勇気づけられまし
た。ありがとうございます。
　一方で土生さんのところ、いろいろな問題
やっているときに、支援の仕組みって共通だ
と私はいつも思っていて、自分が逮捕されて
捕まって、欲しかった支援も、社会福祉の
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支援も、すごく共通点がたくさんあると思っ
ています。いろんな場面で、こんな支援の形
をというときに、ロットが一番大きくて普遍
性がある高齢者って、今、立っている木の中
でやはり一番、一番大きな木で、あの木の下
に雨宿りに行きたいなと思うことがすごく多
いので、ぜひ、いろんなところ受け入れてい
ただいて、特に介護をやっている方たちは、
やはり介護だけを見ている方もすごく多いの
で、その人たちがほかの分野とつながれる仕
掛けを、老健局のほうでちょっと積極的につ
くっていただいたら、すごくみんなが助かる
かなと思いながら、今日のお話を聞きました。
▼大森：先輩から後輩へ問いかけがありまし
たけど、土生さん、どうぞ一言。
▼土生：確かに、老健局そのものもやはり、
ウイングを広げてやっていかなきゃいけない
というふうに思っていますので。そういう意
味では、厚労省も何か起こると、すぐ分割だ
みたいな話になるんですけれども、元次官も
いらっしゃる席でありますけれども、やはり
厚生労働省として、しっかりと一体として行
政を進めていくということ。また、そのこと
が他省庁ともきちんと連携していく基盤にな
るということは、何といいますか、そういう
姿勢で頑張っていきたいと思います。
▼大森：今のお話で共助の話が出ました。も
ともと介護保険は、自助・互助の次に共助が
あって、そして公助だと。介護保険と呼ばれ
る社会保険制度は共助の仕組みだというふう
に考えているんですけど。ただ、そういうふ
うに考えられた共助だけではなくて、もう
ちょっと概念としては広がりがあって。ある
個人がある困りごとが起こってるときに、一
つところだけでなくて、様々なところと結び
つきにくい、それをどう克服していくか、そ
の際、どういう社会を築いていくかというこ

とが大切ですね。ちょっとその点に気がつき、
支援の手があれば、ご本人の悩みやつらさが
和らいでいく。全体としては、何というか、
結びついていくというか、連携というか当事
者で言えば、それが時代の一種の言葉、合い
言葉みたいになりかけているんじゃないか。
その意味で言いますと、それを技術的に可能
にするようなことを、どしどしとみんなで慎
重に検討していって、普及させていくという
ことが人々の幸せに通ずるのではないかと思
います。今日の南雲さんのお話で、テクノロ
ジーそのものではなくて、それがどうやって
人々の幸せに結びつくかと、well-beingとい
う思想の中で、全体が位置づけられていると
いうことが、非常に大事なことだったと思い
ます。
　時間が押してきましたけど、最後に一言。
今日の議論を踏まえて、今後を展望するに当
たって、一言いっておきたいということがあ
れば伺って締めたいと思います。それでは、
今度は局長さんからお願いします。
▼土生：今日は、私自身もデジタル化という
ことも含めて、勉強させていただきました。
個人的にもそんなに明るいほうではないんで
すけれども、人を真ん中に置いて、まさに今、
先生おっしゃったように、well-beingを進め
るという道具ということで、きちんと、いい
形で取り入れていくということでしたので、
すごく安心して聞かせていただきましたし、
また、私の仕事の中でも、そういうものがき
ちんと導入されて、介護、福祉につながるよ
うな仕組みづくりというのをやっていきたい
と思いますし、児童福祉ですとか、そういう
ことへの目配りも、障害福祉も含めて、忘れ
ずに取り組んでいきたいと思います。今日は
ありがとうございました。
▼大森：村木さん、一言、お願いします。
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支援も、すごく共通点がたくさんあると思っ
ています。いろんな場面で、こんな支援の形
をというときに、ロットが一番大きくて普遍
性がある高齢者って、今、立っている木の中
でやはり一番、一番大きな木で、あの木の下
に雨宿りに行きたいなと思うことがすごく多
いので、ぜひ、いろんなところ受け入れてい
ただいて、特に介護をやっている方たちは、
やはり介護だけを見ている方もすごく多いの
で、その人たちがほかの分野とつながれる仕
掛けを、老健局のほうでちょっと積極的につ
くっていただいたら、すごくみんなが助かる
かなと思いながら、今日のお話を聞きました。
▼大森：先輩から後輩へ問いかけがありまし
たけど、土生さん、どうぞ一言。
▼土生：確かに、老健局そのものもやはり、
ウイングを広げてやっていかなきゃいけない
というふうに思っていますので。そういう意
味では、厚労省も何か起こると、すぐ分割だ
みたいな話になるんですけれども、元次官も
いらっしゃる席でありますけれども、やはり
厚生労働省として、しっかりと一体として行
政を進めていくということ。また、そのこと
が他省庁ともきちんと連携していく基盤にな
るということは、何といいますか、そういう
姿勢で頑張っていきたいと思います。
▼大森：今のお話で共助の話が出ました。も
ともと介護保険は、自助・互助の次に共助が
あって、そして公助だと。介護保険と呼ばれ
る社会保険制度は共助の仕組みだというふう
に考えているんですけど。ただ、そういうふ
うに考えられた共助だけではなくて、もう
ちょっと概念としては広がりがあって。ある
個人がある困りごとが起こってるときに、一
つところだけでなくて、様々なところと結び
つきにくい、それをどう克服していくか、そ
の際、どういう社会を築いていくかというこ

とが大切ですね。ちょっとその点に気がつき、
支援の手があれば、ご本人の悩みやつらさが
和らいでいく。全体としては、何というか、
結びついていくというか、連携というか当事
者で言えば、それが時代の一種の言葉、合い
言葉みたいになりかけているんじゃないか。
その意味で言いますと、それを技術的に可能
にするようなことを、どしどしとみんなで慎
重に検討していって、普及させていくという
ことが人々の幸せに通ずるのではないかと思
います。今日の南雲さんのお話で、テクノロ
ジーそのものではなくて、それがどうやって
人々の幸せに結びつくかと、well-beingとい
う思想の中で、全体が位置づけられていると
いうことが、非常に大事なことだったと思い
ます。
　時間が押してきましたけど、最後に一言。
今日の議論を踏まえて、今後を展望するに当
たって、一言いっておきたいということがあ
れば伺って締めたいと思います。それでは、
今度は局長さんからお願いします。
▼土生：今日は、私自身もデジタル化という
ことも含めて、勉強させていただきました。
個人的にもそんなに明るいほうではないんで
すけれども、人を真ん中に置いて、まさに今、
先生おっしゃったように、well-beingを進め
るという道具ということで、きちんと、いい
形で取り入れていくということでしたので、
すごく安心して聞かせていただきましたし、
また、私の仕事の中でも、そういうものがき
ちんと導入されて、介護、福祉につながるよ
うな仕組みづくりというのをやっていきたい
と思いますし、児童福祉ですとか、そういう
ことへの目配りも、障害福祉も含めて、忘れ
ずに取り組んでいきたいと思います。今日は
ありがとうございました。
▼大森：村木さん、一言、お願いします。

▼村木：このところ、私、自分の中の勝手な
テーマが「異なるものとつながる」、これが自
分のテーマになっているんですが、今日やは
り、福祉みたいなこととテクノロジーという
のをつなげていくと、どんないいことができ
るかというのが、すごくよく分かって、これ
からちょっと苦手意識をできるだけ捨てて、
そういったことも勉強していきたいと思いま
したし、もう一方で、異なるものとのつなが
りで言うと、障害がある人とか高齢者とか、
少女たちとか、子供とか、そこも接点があると、
これまた、すごく豊かなものが生まれると思
うので、もうしばらく「異なるものとつながる」
をテーマに、皆さんと一緒にやっていきたい
と思いました。
▼大森：役所を辞めた後、引退された後、異
業種というか、自分と異なる方々との結びつ
きが自由にできるって、いいことですよね。
▼村木：ありがたいです。
▼大森：同業者集団からは嫌われるんですよ、
異業種の人と仲がいいと。でも、非常に大事
な問題提起だったと、しみじみ思います。
　最後に南雲さんから、締めていただければ
と思います。
▼南雲：今日は、本当にこういう大変貴重な
機会をいただきまして、誠にありがとうござ
いました。私の立場から最後に一言、言わせ
ていただければと思いますのは、デジタル化
を使ったまちづくりをするときの世界の潮流
の中で、今一番、僕が大切だと思うのは、女
性とか弱者、高齢者とか障害者を含め方のた
めにいいまちをつくると、健常者の方も含め
た、みんなにとっていいまちになるよという
メッセージを最後に述べさせていただければ

なというふうに思います。特に、北欧ではそ
ういう概念が本当に進んでいまして、フェミ
ニンスマートシティなんていう言葉も、随分
出てきているんですけども。やはり、今まで
のまちづくりというのは、どうしても男性の
目で考えられてきたものが多かったのかなと
いうふうに思います。今日も、こちら鎌倉に
参るときに電車に乗って参りましたけども、
乳母車に子供を２人乗せたお母さんが電車を
乗り降りするのに大変苦労されてらっしゃっ
て、その後、階段を降りるときに、１人の子
を下に降ろして手を引っ張りながら、もう１
人の子を抱っこして、大変苦労して降りてらっ
しゃる姿なんかもちょっと見ましたけども。
やはり、そうでなくて、女性、それから障害
のある方、高齢の方にとって、優しいまちづ
くりをする日本であってほしいと思いますし、
そういう地域づくりに、私も一緒になって関
わっていければなというふうに考えておりま
す。今日は本当にどうもありがとうございま
した。
▼大森：令和元年の第2回大会で、大会シンボ
ルが「転ばぬ先の杖」から「こころの向日葵冠」
に変わっています。「こころの向日葵冠」の意
味は次のようになっています。「みんなのひと
つにつながるこころが、新しい時代を明るく
照らす希望の光になるように」。今日は、不十
分だったかもしれませんけど、この「こころ
の向日葵冠」のイメージに少しでも近づける
ような議論ができたとすれば幸いだと思いま
す。皆さん方のご協力で、一応このパネルディ
スカッションを締めることができます。あり
がとうございました。
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鎌倉の取組紹介
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鎌倉の取組紹介

　共感を力に、共に生きる文化を鎌倉から
　～鎌倉海藻ポークの一歩～
　　矢野　ふき子氏　料理教室「鎌倉ダイニング」主宰・鎌倉漁業協同組合食品アドバイザー

　鎌倉リビングラボの挑戦　
　～産官学民で地域課題から新しい価値を創り出す～
　　秋山　弘子氏 　東京大学名誉教授・高齢社会総合研究機構客員教授
　　青木　清氏　NPO法人タウンサポート鎌倉今泉台副理事長
　　秋山　恵氏 　（株)イトーキ商品開発本部先端研究統括部先端技術研究所所長
　共生社会が生み出すwell-being　
　～共生社会の実現を目指す鎌倉市の取組より～
　　松尾　崇氏 　鎌倉市長

令和 3年 11月 18日（木）13：30～ 14：30
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鎌倉の取組紹介

　共感を力に、共に生きる文化を鎌倉から
　～鎌倉海藻ポークの一歩～
　　矢野　ふき子氏　料理教室「鎌倉ダイニング」主宰・鎌倉漁業協同組合食品アドバイザー

　鎌倉リビングラボの挑戦　
　～産官学民で地域課題から新しい価値を創り出す～
　　秋山　弘子氏 　東京大学名誉教授・高齢社会総合研究機構客員教授
　　青木　清氏　NPO法人タウンサポート鎌倉今泉台副理事長
　　秋山　恵氏 　（株)イトーキ商品開発本部先端研究統括部先端技術研究所所長
　共生社会が生み出すwell-being　
　～共生社会の実現を目指す鎌倉市の取組より～
　　松尾　崇氏 　鎌倉市長

令和 3年 11月 18日（木）13：30～ 14：30

【ナレーション】　「共感を力に、共に生きる文
化を鎌倉から～鎌倉海藻ポークの一歩～」相
模湾に面した神奈川県鎌倉市は、歴史ある寺
社と由比ヶ浜をはじめとした美しいビーチを
持つ人気の観光地です。鎌倉の海は豊かで、
天候によっては浜辺に多くの海藻が打ち上げ
られています。けれども、鎌倉近辺では日常
的にカジメやアラメを食べる習慣はなく、ま
してや打ち上げられたものには苦情の原因と
なり、日々廃棄されています。鎌倉在住の料
理家　矢野ふき子さんは、捨てられてしまう
海藻を使って、新たな取組ができないかと考
えました。
　そして、彼女が行き着いたのは、海藻を飼
料にすること。その飼料を豚の餌にし、おい
しい、特色のある鎌倉ブランドの豚肉を生産、
販売することでした。捨てられていた海藻と
いう地域資源を生かし，その海藻を飼料にす
る工程を障害者の方々の仕事にできないかと
考えたのでした。
　幼い頃は引っ込み思案、泣いて、押し入れ
に閉じこもる、そんな矢野さんを変えたのは、
料理との出会いでした。10歳の頃、誕生日に

料理の絵本を買ってもらったことがきっかけ
でした。言葉で伝えられないことも、料理を
通じて自分を表現できると気づいたこと、そ
の経験が矢野さんの料理家の原点だったとい
います。
　そして、自然豊かな鎌倉で料理教室を主宰
し、活動しているうちに、シラス漁で網にか
かったカタクチイワシが市場に出回らず、廃
棄されていることを知り、心を痛めました。
そこで矢野さんは、鎌倉漁協に行きます。
【矢野】　カタクチイワシが捨てられちゃって
いるんだったら、漁協で鎌倉アンチョビにし
て販売すればいいじゃないですかって、言い
に行ったんです。
【インタビュアー】　よく言いに行きましたね。
▼矢野：でも、捨てられちゃってるというの
は、ちょっとやっぱりもったいないし、残念
だし、せっかく漁師さんがとったものなので、
そこはどうにか生かしたいなって思いました。
【ナレーション】　矢野さんが命あるものを大
事にしたいと考えるようになったのは、短大
の卒業論文でした。
▼矢野：卒論です。全ての生き物には神様が
宿っているという考え方を、卒論を通じて知
ることができて、いろんなものをいとおしく
感じる。人の育てたお野菜に関しても、人が
とってきたくれた魚に関しても、育てている
牛や豚、何に関しても、いとおしく感じる。
そこを卒論で学んだような気がします。
【ナレーション】　鎌倉アンチョビをきっかけ
に、鎌倉漁業協同組合の食品アドバイザーに
なった矢野さんは、海辺に行くようになり、

共感を力に、共に生きる文化を鎌倉から
～鎌倉海藻ポークの一歩～
発表者　　矢野　ふき子 氏
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漁師さんとも会話を交わすようになります。
そして、海が荒れた次の日には大量の海藻が
流れ着き、その海藻は廃棄されていることを
知ります。関西や東北では、おかずとされて
いるカジメやアラメといった海藻も、鎌倉で
は食す習慣がありません。
▼矢野：海藻はミネラルが豊富だったり、コ
ンブのように旨味が多かったりしますよね。
例えばイベリコ豚はドングリを食べておいし
くなるし、日本ではお茶っ葉を食べておいしく
なる豚さんもいます。もともと豚は食べるも
のによって肉質が変わるということは知って
いたので、海藻を豚の飼料にしたら肉質とか
味によい影響が出るのではないかなというふ
うに考えたんです。
【ナレーション】　多角的に物事を考える矢野
さん、餌で豚の肉質が変わることは知ってい
ても、飼料のことは全く知らない。自分で海
藻を拾い、干して、さらに低温のオーブンで
焼いて乾燥させ、粉末の飼料を作ることから
始めました。この飼料を持って、神奈川県の
畜産技術センターに行ったところ、厚木市飯
山で養豚業を営む臼井欽一さんをご紹介して
もらったのです。臼井さんは、その地域の誇
りとなるような豚を飼育したいと、常日頃か
ら考えている養豚家でした。臼井さん自身、
過去に海藻の飼料化に取り組んだこともあり、
実際の海藻の飼料を目の前に、即答でご協力
いただけることになったそうです。
▼臼井：同じ白でも、比べてみるといろいろ
違うんですね。ですから、皆さんもスーパー
とか百貨店とか、お肉売り場、お肉屋さんに
行ったときに、肉の油の白さというのを気に
して見ていただくと、いろんなお肉が並んで
いると思いますけれども、白さが違うんです
ね。光線の具合とかもありますけれども、よ
り白い肉のほうが、お肉の雑味は少ないです

ね。お肉って、やっぱり獣臭とかあったりとか、
いろいろ香りがよくも悪くもあるんですけど、
白い油のお肉のほうが、そういう獣臭とか、
そういうのは少ないのは間違いないですね。
　海藻ポークについては、真っ白な油を目指
してやっていますので、その辺は食べるとき
に見ていただけると、すごくありがたいかな
と。100グラムの袋に入っていますけど、そ
の100グラムというのは、乾燥になっていま
すけど、本当は１キロぐらいあるんですね。
ですから、それが100個あると10キロで、海
藻だと100キロということになりますから、
本当に10キロという重みでも、本当に多くの
方がね、もともと100キロですから、その手
間暇かけて持ってきていただいているという
ことは、本当にすごくひしひしと伝わってき
ますね。
【ナレーション】　こうして鎌倉の海藻を餌に
してくれる養豚家は見つかりましたが、もう
一つの問題がありました。それは漁業権です。
海岸に流れ着く海藻であっても、漁業権が存
在します。矢野さんは鎌倉漁協に出向き、相
談しました。
【男性】　寄ったものだけど、一応漁業権があ
る。許可取って拾うんだったら構わないだろ
うってね。
▼矢野：今、1,000円しか持ってなかった。
ごみになっちゃうんですものね。
【男性】　ごみになっちゃう。
▼矢野：もったいないですよね。
【男性】　もったいない。
【ナレーション】　そして、原さんは鎌倉漁業
協同組合から、障害者の方々に海藻の回収許
可証を発行してくれたのでした。海藻の飼料
化でネックになるのは、塩分そして重量です。
工業的な手段で飼料化しようとすると、海藻
に付着している塩分が抜けず、塩辛過ぎて餌
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漁師さんとも会話を交わすようになります。
そして、海が荒れた次の日には大量の海藻が
流れ着き、その海藻は廃棄されていることを
知ります。関西や東北では、おかずとされて
いるカジメやアラメといった海藻も、鎌倉で
は食す習慣がありません。
▼矢野：海藻はミネラルが豊富だったり、コ
ンブのように旨味が多かったりしますよね。
例えばイベリコ豚はドングリを食べておいし
くなるし、日本ではお茶っ葉を食べておいしく
なる豚さんもいます。もともと豚は食べるも
のによって肉質が変わるということは知って
いたので、海藻を豚の飼料にしたら肉質とか
味によい影響が出るのではないかなというふ
うに考えたんです。
【ナレーション】　多角的に物事を考える矢野
さん、餌で豚の肉質が変わることは知ってい
ても、飼料のことは全く知らない。自分で海
藻を拾い、干して、さらに低温のオーブンで
焼いて乾燥させ、粉末の飼料を作ることから
始めました。この飼料を持って、神奈川県の
畜産技術センターに行ったところ、厚木市飯
山で養豚業を営む臼井欽一さんをご紹介して
もらったのです。臼井さんは、その地域の誇
りとなるような豚を飼育したいと、常日頃か
ら考えている養豚家でした。臼井さん自身、
過去に海藻の飼料化に取り組んだこともあり、
実際の海藻の飼料を目の前に、即答でご協力
いただけることになったそうです。
▼臼井：同じ白でも、比べてみるといろいろ
違うんですね。ですから、皆さんもスーパー
とか百貨店とか、お肉売り場、お肉屋さんに
行ったときに、肉の油の白さというのを気に
して見ていただくと、いろんなお肉が並んで
いると思いますけれども、白さが違うんです
ね。光線の具合とかもありますけれども、よ
り白い肉のほうが、お肉の雑味は少ないです

ね。お肉って、やっぱり獣臭とかあったりとか、
いろいろ香りがよくも悪くもあるんですけど、
白い油のお肉のほうが、そういう獣臭とか、
そういうのは少ないのは間違いないですね。
　海藻ポークについては、真っ白な油を目指
してやっていますので、その辺は食べるとき
に見ていただけると、すごくありがたいかな
と。100グラムの袋に入っていますけど、そ
の100グラムというのは、乾燥になっていま
すけど、本当は１キロぐらいあるんですね。
ですから、それが100個あると10キロで、海
藻だと100キロということになりますから、
本当に10キロという重みでも、本当に多くの
方がね、もともと100キロですから、その手
間暇かけて持ってきていただいているという
ことは、本当にすごくひしひしと伝わってき
ますね。
【ナレーション】　こうして鎌倉の海藻を餌に
してくれる養豚家は見つかりましたが、もう
一つの問題がありました。それは漁業権です。
海岸に流れ着く海藻であっても、漁業権が存
在します。矢野さんは鎌倉漁協に出向き、相
談しました。
【男性】　寄ったものだけど、一応漁業権があ
る。許可取って拾うんだったら構わないだろ
うってね。
▼矢野：今、1,000円しか持ってなかった。
ごみになっちゃうんですものね。
【男性】　ごみになっちゃう。
▼矢野：もったいないですよね。
【男性】　もったいない。
【ナレーション】　そして、原さんは鎌倉漁業
協同組合から、障害者の方々に海藻の回収許
可証を発行してくれたのでした。海藻の飼料
化でネックになるのは、塩分そして重量です。
工業的な手段で飼料化しようとすると、海藻
に付着している塩分が抜けず、塩辛過ぎて餌

になりません。海で砂を落とし、さらにそれ
を洗浄し、塩分を真水で洗い流す必要があり
ます。
　そしてもう一つの問題は重さです。水分を
含んだままでは、腐敗するスピードが速く、
仮にそれをすぐに豚の餌にできるとしても、
重量が大き過ぎます。
　そのとき、矢野さんが考えたのは、障害者
の方々のお仕事にならないかということでし
た。活動をするのであれば、その一部を障害
者の方々にお分けしたい。鎌倉アンチョビの
説明書の折る作業を依頼していたこともあり、
早速料理教室の生徒さんを通じて新たに福祉
施設を紹介してもらいました。障害者の方々
は、海藻を回収、洗浄、干し、粉砕をして、
その鎌倉海藻飼料を臼井農産鎌倉事業所に販
売します。布袋に入れた乾燥海藻を、車椅子
の車輪で細かくしたり、手回しシュレッダー
で細かくしたり、金づちで叩いて細かくした
り、コーヒーミルで細かくする方もいます。
参加施設は徐々に増え、今では鎌倉の４つの
福祉施設が鎌倉海藻飼料の活動をしています。
障害者の方々の活動に加えて、2021年の３月
からは老人ホームの方々もボランティアで加
わりました。
　鎌倉の障害者の方々や老人ホームの方々の
協力を得て飼料化された海藻を食べて育った
豚は、鎌倉海藻ポークのブランド名で販売さ
れるようになりました。精肉の販売は個人会
員が中心で、約100名の方々がお客様となっ
ています。今年の11月からは、鎌倉市のふる
さと寄附金の返礼品にもなりました。
▼矢野：やはり鎌倉の人たちがみんなで築き
上げて、それで水産、鎌倉の事業者たちもいて、
これがどこに、どなたのお手元に届いたとし
ても、鎌倉を感じてもらえたらなと思ってい
ます。

【ナレーション】　しかし、流れ着く海藻は全
くないときもあれば、回収しきれないぐらい
大量に流れ着いているときもあります。障害
者の方々や老人ホームの方々の働きを無駄に
しないためにも、効率的な豚の飼育が必要に
なってきます。そのために、臼井農産鎌倉事
業所では、毎月決まった頭数を育て、お客様
に販売する計画飼育という手段をとっていま
す。
　お客様の中には、無印良品を経営する株式
会社良品計画もあります。鎌倉に2020年春
に誕生したホテルメトロポリタン鎌倉内にあ
るCafe&MealMUJIでは、鎌倉海藻ポークを
使ったメニューのために、毎月２回、４頭の
豚を購入してくださっているそうです。
▼木村：まず、この海藻ポークを使わせてい
ただいて、一番感じた違うところは、やはり
豚の臭みが全くないというところですね。実
際に当店では豚汁とかにも使わせていただい
ているんですが、あくを取る際に油が本当に
黄色くない、ほんと透明な、澄んだ油という
のがすごくこの豚の特徴だなというふうに
思っています。
▼松木：Cafe&MealMUJIという屋号で出店
するに当たって、やはり地域でずっと根ざし
た、20年、30年続くレストランをつくりたい
なという思いでオープンをしました。そのと
きに、やっぱり僕たちは食を伝えるお仕事で
すので、その食のプロダクトとして、商品、
食材自体にちゃんと意味のあるもの、こういっ
たものを使いたいなというふうに思っていた
ので、海藻ポークという取組を聞いて、これ
は我々が取り組むことで鎌倉市全体、ひいて
は全国に広がっていく取組になればいいなと
思って、導入を決めました。
▼永尾：すごく個人的な思いにはなるんです
けれども、私自身、家族に、障害を持ってい
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る妹がいまして、そういう障害者福祉の分野
に何か少しでも力になれないかという思いを
持って、この会社に入った経緯がありまして、
その中でこの矢野さんのやっていらっしゃる
活動というものにすごく共感しまして、僕は
ぜひ一緒にやりたい。何か応援したいとか、
偉そうなことではなくて、私自身、矢野さん
から勉強させていただきたいというふうな気
持ちで、松木と一緒に海藻を拾いに行かせて
いただいたり、砕く作業を見に行かせていた
だいたりみたいなことをさせていただく中で、
ああ、やっぱりこれはやってよかったなと、
すごく、一番多分鎌倉の店で誇らしい商品だ
なと、物販を含めて思っているので。
【ナレーション】　鎌倉海藻ポークという
食材の持つ意味を深く理解している鎌倉の
Cafe&MealMUJI、メニューに加わったこと
によって、鎌倉市民、観光客の鎌倉での食の
体験は深まります。お客様にはこの味を楽し
んでいただきたいと、矢野さんはうれしそう
に話します。
▼矢野：この鎌倉海藻ポーク、すごく面白い
と思うんです。捨てられてしまっている海藻
を活用して、障害者の人たちがいてくれて、
それを県内の食材で豚を育てたいと思う臼井
さんがいて、それで無印さんがご契約してく
ださって。関係者がいっぱいいて、福祉だけ
をメインに着目して、これを発信してしまう
と、鎌倉海藻ポークの面白みが伝わりきらな
い。なので、いろんな面から、皆さんにも理
解してほしいし、私もいろんな面から発信し
たいなというふうに考えています。
【インタビュアー】　今では、矢野さんと、あ
と臼井さんをはじめ、畜産の方、水産の方、
漁師さんを含め、あと自治体と、あとムジさん、
サービス業、観光の面まで、すごい一大プロ
ジェクトになりましたよね。

▼矢野：なっちゃいましたよね。臼井さんの
この鎌倉海藻ポークは、農林水産省の６次産
業化の認定を取っているんですけど、水・福・
畜連携というのに注目していただいたという
こともあって、そういうふうな事業って、今
までなかったですよね。水産と福祉と畜産が
つながって何かを目指すということはなかっ
たです。そういう意味で、すごく面白い。皆
さんのおかげで、面白い取組になったかなと
いうふうに思います。
【インタビュアー】　それは当初から想定して
いたことだったんですか。
▼矢野：どんどん広がっていると思います。
老人ホームの方なんて、ちらっとも思ってな
かったし。私がいなくなっても、この事業が
進むぐらいに、鎌倉に定着すればいいなとい
うふうに思っています。
【ナレーション】　鎌倉の海岸に流れ着き、廃
棄されていた海藻が、１人の料理家の発想と
行動で、障害者の方々、そして老人ホームの
方々を含めた共生社会をつくり出しました。
共感を力に、共に生きる文化を鎌倉から。
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る妹がいまして、そういう障害者福祉の分野
に何か少しでも力になれないかという思いを
持って、この会社に入った経緯がありまして、
その中でこの矢野さんのやっていらっしゃる
活動というものにすごく共感しまして、僕は
ぜひ一緒にやりたい。何か応援したいとか、
偉そうなことではなくて、私自身、矢野さん
から勉強させていただきたいというふうな気
持ちで、松木と一緒に海藻を拾いに行かせて
いただいたり、砕く作業を見に行かせていた
だいたりみたいなことをさせていただく中で、
ああ、やっぱりこれはやってよかったなと、
すごく、一番多分鎌倉の店で誇らしい商品だ
なと、物販を含めて思っているので。
【ナレーション】　鎌倉海藻ポークという
食材の持つ意味を深く理解している鎌倉の
Cafe&MealMUJI、メニューに加わったこと
によって、鎌倉市民、観光客の鎌倉での食の
体験は深まります。お客様にはこの味を楽し
んでいただきたいと、矢野さんはうれしそう
に話します。
▼矢野：この鎌倉海藻ポーク、すごく面白い
と思うんです。捨てられてしまっている海藻
を活用して、障害者の人たちがいてくれて、
それを県内の食材で豚を育てたいと思う臼井
さんがいて、それで無印さんがご契約してく
ださって。関係者がいっぱいいて、福祉だけ
をメインに着目して、これを発信してしまう
と、鎌倉海藻ポークの面白みが伝わりきらな
い。なので、いろんな面から、皆さんにも理
解してほしいし、私もいろんな面から発信し
たいなというふうに考えています。
【インタビュアー】　今では、矢野さんと、あ
と臼井さんをはじめ、畜産の方、水産の方、
漁師さんを含め、あと自治体と、あとムジさん、
サービス業、観光の面まで、すごい一大プロ
ジェクトになりましたよね。

▼矢野：なっちゃいましたよね。臼井さんの
この鎌倉海藻ポークは、農林水産省の６次産
業化の認定を取っているんですけど、水・福・
畜連携というのに注目していただいたという
こともあって、そういうふうな事業って、今
までなかったですよね。水産と福祉と畜産が
つながって何かを目指すということはなかっ
たです。そういう意味で、すごく面白い。皆
さんのおかげで、面白い取組になったかなと
いうふうに思います。
【インタビュアー】　それは当初から想定して
いたことだったんですか。
▼矢野：どんどん広がっていると思います。
老人ホームの方なんて、ちらっとも思ってな
かったし。私がいなくなっても、この事業が
進むぐらいに、鎌倉に定着すればいいなとい
うふうに思っています。
【ナレーション】　鎌倉の海岸に流れ着き、廃
棄されていた海藻が、１人の料理家の発想と
行動で、障害者の方々、そして老人ホームの
方々を含めた共生社会をつくり出しました。
共感を力に、共に生きる文化を鎌倉から。

▼比留間：皆様こんにちは。鎌倉市共生共創
部の比留間です。今回、地域共生社会推進全
国サミットにおいて、鎌倉リビングラボを紹
介させていただけることを非常にうれしく思
います。鎌倉リビングラボは、市民の皆さん
が主役となり、産官学が連携し、「だったらい
いな」の暮らしや地域をつくり上げる活動を
行っています。本日はここにいる産・官・学・
民のメンバーで説明していきますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。
　それでは、早速鎌倉リビングラボのコーディ
ネーター役を務めている東京大学から、秋山
先生、よろしくお願いします。

▼秋山（弘）：比留間さん、ありがとうござい
ます。皆さん、こんにちは。東京大学の秋山
です。鎌倉リビングラボについてを話してい
きたいと思いますが、まずは本日ご紹介する
テレワーク家具開発の取組についての紹介動
画がございますので、ご覧ください。

▼田島：この住宅地は鎌倉市でも一、二を争
う高齢化率ですね。将来的に人口も減るとか、
この住宅地が生き残ることは一体どうしたら
いいのか、このまちで子育て、環境のよい場
所で暮らしていく。働き方の改革に伴って生
き残れる可能性は十分にあるというふうに信
じています。
▼吉田：リビングラボは産・学・官・民とい
う４者がとても絶妙なバランスで入ってやる
ところになっておりまして、多様な参加者が
参加できるオープンイノベーションのプラッ
トフォームというふうになります。産学官民
それぞれがその強みを生かすときに、自分ご
ととして捉えて意見を出したり、対等に、フ
ラットにお話しできるということがうまく
いっている秘訣なのではないかと思います。
▼藤本：まずニーズがあるのかどうか、あと、
そこに我々が解決できる課題があるのかどう
か。ヒアリングを行いました。我々が持って
いた仮説が間違っていたこともよく分かって、
また皆さんが持っている課題というのも見え
てきたので、じゃあテレワーク家具、実際に
つくろうかと。
▼柴田：いや、今でも覚えているけど、びっ
くりした。だって、段ボール職人だもの。段ボー
ルですからね。段ボールであそこまで思い描
いていたものをちゃんとやって、可動部分が
動くんです。地域住民が何かをニーズを引き
出して開発するというのは、形をつくってみ
ると、メーカー側のプロダクトアウトではな
かなか発想ができないことで、それがマーケッ
トインで普通に来るのとも、やっぱりちょっと

鎌倉リビングラボの挑戦
～産官学民で地域課題から新しい価値を創り出す～
発表者　　秋山　弘子 氏・青木　清 氏・秋山　恵 氏
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違うと思うんですよね。
▼平山：すごく気楽に、言いたいことだけ言っ
て、できてきて、ああ、すごいですねといって、
またこうやって、またイトーキさん、上げて
くださっていたんですよね。
▼青木：やっているうちに皆さんが単なる参
加者じゃなくて、開発者の一員になっている
んですね。自分の意見がどういう形になるか、
それは一番のモチベーションなんです。企業
だけでは出てこない意見、住民主体の生活者
の意見、これを酌み取れるというのは、非常
に大きなリビングラボの価値だと思いますね。
▼吉田：いろんな企業に入ってきていただい
て、本当に必要なものを、それぞれの強みを
持って作ってくことができるというのが、こ
れからの展開になっていくのかなと思ってい
ます。
▼秋山（弘）：ご存じのように、少子高齢化や
人口減少には課題が山積しています。と同時
に、人生100年と言われる長寿社会には、私
たちの祖父母の世代には想像もできなかった
新たな可能性が多くあります。解決すべき課
題と新たな可能性が多いということは、イノ
ベーションの宝庫とも言えます。リビングラ
ボは生活者を核として、産・官・学・民が共
に取り組むオープンイノベーションの場です。
鎌倉リビングラボは、地域住民がまちの課題
や望むまちの未来やライフスタイル像をワー
クショップなどの対話から抽出します。それ
をかなえる物やサービスを企業や行政、大学
とともに試作し、それを日常生活の場で使っ
てテストして、住民の真のニーズを引き出す
ことによって、生活者目線に立った物やサー
ビスの開発・改善、また望ましい社会の仕組
みづくりにつなげる活動です。
　４年前に高齢化が市内でも進んでいる郊外
型の住宅地である今泉台地域をフィールドに

取組がスタートしました。取組は大きく、住
民課題、行政課題、企業課題のそれぞれが出
発点となって、３種類の活動が行われており
ます。今日はそのうち２つの事例をご紹介し
ます。
　また、平成30年にはリビングラボ活動が盛
んな北欧のスウェーデンと共同研究を行って
いた経緯もあり、スウェーデンの国王ご夫妻
が今泉台に視察にお越しくださり、国際的に
も注目されている取組となっております。
　私からは、鎌倉リビングラボの概要につい
て、ごく簡単に紹介させていただきましたが、
具体的な取組をイトーキ株式会社の秋山さん、
藤本さんからお話しいただきたいと思います。
秋山さん、藤本さん、よろしくお願いいたし
ます。

▼秋山（恵）：秋山先生、ありがとうございま
す。私たちイトーキの秋山と藤本です。私た
ちからは、鎌倉リビングラボで取り組みまし
たテレワーク家具の開発のプロジェクトと、
今後の展開についてお話しさせていただきま
す。
▼藤本：株式会社イトーキの藤本です。私ど
もの取組は、「様々な世代に優しいまちへ」と
いう地域課題を出発点にしてスタートいたし
ました。活動拠点として選んだまちは、駅か
ら大分時間のかかるエリアでありまして、テ
レワーク家具を開発することで、住んでいる
まちの中で働くことができる、そのような地
域を目指してこの取組をスタートしてまいり
ました。
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違うと思うんですよね。
▼平山：すごく気楽に、言いたいことだけ言っ
て、できてきて、ああ、すごいですねといって、
またこうやって、またイトーキさん、上げて
くださっていたんですよね。
▼青木：やっているうちに皆さんが単なる参
加者じゃなくて、開発者の一員になっている
んですね。自分の意見がどういう形になるか、
それは一番のモチベーションなんです。企業
だけでは出てこない意見、住民主体の生活者
の意見、これを酌み取れるというのは、非常
に大きなリビングラボの価値だと思いますね。
▼吉田：いろんな企業に入ってきていただい
て、本当に必要なものを、それぞれの強みを
持って作ってくことができるというのが、こ
れからの展開になっていくのかなと思ってい
ます。
▼秋山（弘）：ご存じのように、少子高齢化や
人口減少には課題が山積しています。と同時
に、人生100年と言われる長寿社会には、私
たちの祖父母の世代には想像もできなかった
新たな可能性が多くあります。解決すべき課
題と新たな可能性が多いということは、イノ
ベーションの宝庫とも言えます。リビングラ
ボは生活者を核として、産・官・学・民が共
に取り組むオープンイノベーションの場です。
鎌倉リビングラボは、地域住民がまちの課題
や望むまちの未来やライフスタイル像をワー
クショップなどの対話から抽出します。それ
をかなえる物やサービスを企業や行政、大学
とともに試作し、それを日常生活の場で使っ
てテストして、住民の真のニーズを引き出す
ことによって、生活者目線に立った物やサー
ビスの開発・改善、また望ましい社会の仕組
みづくりにつなげる活動です。
　４年前に高齢化が市内でも進んでいる郊外
型の住宅地である今泉台地域をフィールドに

取組がスタートしました。取組は大きく、住
民課題、行政課題、企業課題のそれぞれが出
発点となって、３種類の活動が行われており
ます。今日はそのうち２つの事例をご紹介し
ます。
　また、平成30年にはリビングラボ活動が盛
んな北欧のスウェーデンと共同研究を行って
いた経緯もあり、スウェーデンの国王ご夫妻
が今泉台に視察にお越しくださり、国際的に
も注目されている取組となっております。
　私からは、鎌倉リビングラボの概要につい
て、ごく簡単に紹介させていただきましたが、
具体的な取組をイトーキ株式会社の秋山さん、
藤本さんからお話しいただきたいと思います。
秋山さん、藤本さん、よろしくお願いいたし
ます。

▼秋山（恵）：秋山先生、ありがとうございま
す。私たちイトーキの秋山と藤本です。私た
ちからは、鎌倉リビングラボで取り組みまし
たテレワーク家具の開発のプロジェクトと、
今後の展開についてお話しさせていただきま
す。
▼藤本：株式会社イトーキの藤本です。私ど
もの取組は、「様々な世代に優しいまちへ」と
いう地域課題を出発点にしてスタートいたし
ました。活動拠点として選んだまちは、駅か
ら大分時間のかかるエリアでありまして、テ
レワーク家具を開発することで、住んでいる
まちの中で働くことができる、そのような地
域を目指してこの取組をスタートしてまいり
ました。

　今回この取組では、子育て世代や実際にテ
レワークをしている現役世代の方、またはひ
とり暮らしの若者といった、様々な環境の住
民の方にご参加いただき、複数回のワーク
ショップを経て、その中からの対話によって、
ニーズや価値観を深掘りして、それらを反映
させた家具を開発いたしました。
　このように、皆さんの対話から生まれた、
このテレワーク家具が発売されたという取組
は、日本におけるリビングラボ活動の初の事
例で、商品化第１号となっております。テレ
ワーク家具が開発されてから、さらにその先
に新しい働き方を模索する、わくわくワーク
プロジェクトが始まっておりますので、そち
らについては秋山よりご紹介させていただき
ます。
▼秋山（恵）：イトーキの秋山です。テレワー
ク家具の開発を通じまして、自宅や会社から
外に飛び出すということに価値を覚えており
ます。現在は新しい、わくわくする働き方に
ついて、わくわくワークプロジェクトで模索
を行っています。リビングラボでは住民が開
発者となって、自らの「働く」や「暮らす」
の中での価値観や経験に伴った様々な意見や
アイデアがオンラインの中でもワークショッ
プでユニークなものがたくさん出てくるとい
うのが印象的でした。
　次は、実際に住民目線でのお話を青木さん
から伺いたいと思います。青木さん、よろし
くお願いいたします。

▼青木：秋山さん、ありがとうございます。
NPO法人タウンサポート鎌倉今泉台で鎌倉リ
ビングラボを担当している青木です。鎌倉リ
ビングラボに参加した方から話を伺うと、自
分の生活だとか意見とかアイデアが実現され
ていくところに、非常に楽しい感じを持った
みたいですね。このイトーキさんのテレワー
ク家具開発でも、試作品が完成し、実際に目
の前に現れたとき、皆さんから思わず「おう」
という声が出ましたが、自分たちのアイデア
が現実の形になるということが大きな喜びに
なっているようです。
　そして、自分がこの地域課題の解決だとか、
あとは社会への貢献、役に立つ、そういうと
ころに非常にやりがいを感じているという方
は多いですね。こういう方々が楽しいと感じ
ていただけるためには、自分たちが出した意
見やアイデアのフォローアップだとかフィー
ドバック、これがとても重要になってくると
思います。「ジブンゴト化」するということは、
自分の意見やアイデアがきちんと実現してい
くというか、どんなふうになっているんだろ
うというところを、きちんと示してあげると
いうことがポイントかなと感じています。こ
れがないと役に立っているという実感が薄く、
これからも続けていこうという気持ちが失わ
れていくようです。まちには多様な価値観や
環境で暮らしていて、そのような方々が主役
となって、どんな人でも輝ける場がこのリビ
ングラボだと考えています。自分たちででき
ることがある。自分たちでしか解決できない
こともある。それができて、それが「ジブン
ゴト化」なんですけれども、それができたら
非常にまちはよくなると感じています。
　これまで今泉台での物の開発についてお話
ししてきましたが、鎌倉市では政策というサー
ビスを住民目線で立案する取組もチャレンジ
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されているようなので、鎌倉市の比留間さん
からお話しをいただけますか。
▼比留間：はい、青木さん、ありがとうござ
います。鎌倉市では、我が国がこれから迎え
るsociety5.0の社会、誰一人取り残すことな
く、そこから生まれる価値を皆が享受できる
よう、デジタルリテラシーの格差解消を課題
として捉えています。
　今、新型コロナウイルスの流行で様々な行
動が制約を受け、さらに格差が広がる傾向に
あります。このため、様々な年代がデジタル
機器を通じてつながり、支え合う環境づくり、
特に高齢者の方々を中心とするデジタルデバ
イドを解消し、コミュニティーの再構築、さ
らには人々の暮らしをより豊かにしていくこ
とを目指した取組をスタートしています。
　具体的な取組については、実際に地域に入っ
て住民の方々と一緒に取り組んでいる本多よ
り紹介いたします。
▼本多：皆さん、こんにちは。鎌倉市政策創
造課の本多です。このプロジェクトでは「玉
縄台でデジタルライフを楽しむ」をテーマに、
鎌倉リビングラボの拠点を広げる第一歩とし
て、玉縄台という地域をフィールドに活動し、
住民の皆さんが主役になって、大学と行政が
一緒にデジタル機器と楽しく付き合う方法を
模索してきました。
　その結果、実際の生活ではなじみづらく、
どうしてもその場の一過性のものになって
しまうという課題があったスマホやパソコン
の教室を開催するという方法ではなく、困っ
たときやちょっとしたときに身近な人に聞く
ことができる地域コミュニティーでの教え合
いへの関心が高いことが分かりました。
　そこで、まずは地域のキーとなる住民メン
バーがオンライン会議などを通じて少しずつ
デジタル機器を覚え、使いこなしていき、メ

ンバー間で教え合うことで、今となってはオ
ンライン会議を当たり前のように使いこなし
ています。そして、そのメンバーたちが主体
となり、広く地域住民に対してデジタル機器
の楽しさや利便性を地域生活の中で広め、教
え合っていく自主企画がスタートしています。
　このプロジェクトでは、年齢に関係なく、
デジタル機器との楽しい付き合い方を地域全
体で考え、取り組むことで、コロナの影響に
より毎年恒例のイベントやお祭りができない
という大きな制約を受けている中、地域活動
の歩みを止めないという課題解決にもつな
がっています。鎌倉市としては、このような
リビングラボのプロセスを通じて、地域住民
の声からつくり上げた取組をさらに質を高め、
地域の誰もがデジタル機器を楽しく使いこな
すための政策として、様々な地域にも展開し
ていきたいと考えています。
▼比留間：本多からは、玉縄台地域でのデジ
タルデバイドをテーマにした取組を紹介しま
したが、鎌倉市では地域の課題を地域で考え、
解決していく共生社会を共創する。この鎌倉
リビングラボの取組を全市に広げていきたい
と思います。近年これまで豊かさの指標と
されてきたGDPにかわる指標として、well-
beingという表現が使われています。この
well-beingを高めるには、個人の満足度とと
もに地域の豊かさ、地域との関わりが重要と
言われています。地域の「だったらいいな」
を実現し、その過程に自らが関わる鎌倉リビ
ングラボは、まさに市民のwell-beingを高め
る活動ということができます。鎌倉リビング
ラボの活動を通じて、市民・地域の幸福度を
高めていきたいと考えています。
▼秋山（弘）：比留間さん、ありがとうござい
ました。これまで鎌倉リビングラボの取組の
うち代表的な事例について紹介してきました
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されているようなので、鎌倉市の比留間さん
からお話しをいただけますか。
▼比留間：はい、青木さん、ありがとうござ
います。鎌倉市では、我が国がこれから迎え
るsociety5.0の社会、誰一人取り残すことな
く、そこから生まれる価値を皆が享受できる
よう、デジタルリテラシーの格差解消を課題
として捉えています。
　今、新型コロナウイルスの流行で様々な行
動が制約を受け、さらに格差が広がる傾向に
あります。このため、様々な年代がデジタル
機器を通じてつながり、支え合う環境づくり、
特に高齢者の方々を中心とするデジタルデバ
イドを解消し、コミュニティーの再構築、さ
らには人々の暮らしをより豊かにしていくこ
とを目指した取組をスタートしています。
　具体的な取組については、実際に地域に入っ
て住民の方々と一緒に取り組んでいる本多よ
り紹介いたします。
▼本多：皆さん、こんにちは。鎌倉市政策創
造課の本多です。このプロジェクトでは「玉
縄台でデジタルライフを楽しむ」をテーマに、
鎌倉リビングラボの拠点を広げる第一歩とし
て、玉縄台という地域をフィールドに活動し、
住民の皆さんが主役になって、大学と行政が
一緒にデジタル機器と楽しく付き合う方法を
模索してきました。
　その結果、実際の生活ではなじみづらく、
どうしてもその場の一過性のものになって
しまうという課題があったスマホやパソコン
の教室を開催するという方法ではなく、困っ
たときやちょっとしたときに身近な人に聞く
ことができる地域コミュニティーでの教え合
いへの関心が高いことが分かりました。
　そこで、まずは地域のキーとなる住民メン
バーがオンライン会議などを通じて少しずつ
デジタル機器を覚え、使いこなしていき、メ

ンバー間で教え合うことで、今となってはオ
ンライン会議を当たり前のように使いこなし
ています。そして、そのメンバーたちが主体
となり、広く地域住民に対してデジタル機器
の楽しさや利便性を地域生活の中で広め、教
え合っていく自主企画がスタートしています。
　このプロジェクトでは、年齢に関係なく、
デジタル機器との楽しい付き合い方を地域全
体で考え、取り組むことで、コロナの影響に
より毎年恒例のイベントやお祭りができない
という大きな制約を受けている中、地域活動
の歩みを止めないという課題解決にもつな
がっています。鎌倉市としては、このような
リビングラボのプロセスを通じて、地域住民
の声からつくり上げた取組をさらに質を高め、
地域の誰もがデジタル機器を楽しく使いこな
すための政策として、様々な地域にも展開し
ていきたいと考えています。
▼比留間：本多からは、玉縄台地域でのデジ
タルデバイドをテーマにした取組を紹介しま
したが、鎌倉市では地域の課題を地域で考え、
解決していく共生社会を共創する。この鎌倉
リビングラボの取組を全市に広げていきたい
と思います。近年これまで豊かさの指標と
されてきたGDPにかわる指標として、well-
beingという表現が使われています。この
well-beingを高めるには、個人の満足度とと
もに地域の豊かさ、地域との関わりが重要と
言われています。地域の「だったらいいな」
を実現し、その過程に自らが関わる鎌倉リビ
ングラボは、まさに市民のwell-beingを高め
る活動ということができます。鎌倉リビング
ラボの活動を通じて、市民・地域の幸福度を
高めていきたいと考えています。
▼秋山（弘）：比留間さん、ありがとうござい
ました。これまで鎌倉リビングラボの取組の
うち代表的な事例について紹介してきました

けれども、最後は全員で地域課題を解決しな
がら未来社会、新しい社会をつくっていくた
めの今後のチャレンジをテーマに話し合って
いきたいと思います。
　今回のサミットは、地域共生がテーマです
が、鎌倉市としてはいかがですか。
【比留間】　鎌倉市は、誰もが安心して自分ら
しく暮らすことができる共生社会を目指して
います。多様な価値観や課題を持った方々、
男性・女性、年齢、障害の有無、個人の立場
に関係なく、誰もが暮らしやすいまちを鎌倉
リビングラボ活動を通じてつくっていきたい
と思っています。様々な人たちが参画し、議
論を重ねるプロセスは、個人個人の価値観の
違いなど、新たな気づきを得るきっかけにな
ります。市民一人一人がそれぞれ主役となり、
輝くことができる社会を目指し、今後も挑戦
し続けてまいります。
▼秋山（弘）：比留間さん、ありがとうござい
ます。青木さんは住民として当事者の立場で
もご参加いただいていますが、住民が自然と
参加しているのは、どのような理由があるの
でしょうか。
▼青木：楽しく参加ということが一番大きい
ですね。住民一人一人の価値観やアイデアが
反映されたものは、やはりうれしいですね。
そして、楽しく参加した住民が地域の課題を
「ジブンゴト化」するというのが一番のポイン
トで、高齢者だけでなく、子育て世代や子供、
障害を持った方といった、いろいろな人の課
題を地域全体で考えていくことで、この地域
はもっとよくなっていくと思います。そこか
ら、きっと自分たちはこの地域で何ができる
んだろうと考えるきっかけになるのではない
かと思いますが、鎌倉リビングラボのプロセ
スを通じて、自ら動き出す住民を増やしてい
くことが本当に目指したいことだし、今後の

チャレンジですね。
▼秋山（弘）：青木さん、ありがとうございま
す。住民が開発者となることで、主体的な参
加が見られていますが、イトーキさんとして
はこの鎌倉リビングラボに参加して、いかが
でしたでしょうか。
▼藤本：これまでの商品開発というのは、主
に会社の中で行われてきました。会社から一
歩外に飛び出して、地域の方と一緒にニーズ
とかコンセプトを考えてくると、今まで得ら
れなかったような気づきとか可能性を多く、
本当に感じることができました。社会課題の
解決に取り組んでいくということは、これか
ら企業が社会から必要とされるためには、と
ても大切なことであると、そのように考えて
おります。
▼秋山（恵）：働くと暮らす、学ぶが近くなっ
ていく中で、生活の場で主役である住民の方
と一緒に考えていくことで、いろいろなアイ
デアが出てくると考えています。また、自分
らしく働ける環境はどのようなものなのか、
皆さんが望んでいる暮らしや生活はどんなも
のなのか、これらを一緒に考え、実践してい
くことは、ありたい未来社会の実現にもつな
がっていくということでもありますし、新し
い働き方、新しい価値を生み出すものにもつ
ながっていくと考えています。
　一つの企業で解決できることは少なくなっ
てくる中で、産・官・学、複数の企業と連携
することで解決していける可能性を大きく感
じております。
▼秋山（弘）：藤本さん、秋山さん、ありがと
うございます。鎌倉リビングラボは、住民が
望む未来社会を様々なステークホルダーが一緒
になって生み出していく取組です。社会や地域
には様々な人が暮らしており、その人の数だけ
多様な課題があります。その課題をみんなで
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協力して解決し、誰もが暮らしやすい社会を
つくり出していきたいと願っております。
　本来であれば、産・官・学・民が立場を超えて、
みんなでわいわい楽しくアイデアを出し合っ
て進めたいのが本音です。１年以上、コロナ
禍で直接会えず、オンライン中心の状況が続
いていますが、またこの写真のように、みん
なで集まれる日を楽しみにしています。
　私たちの紹介は以上です。本日は動画での
ご紹介でしたが、いつか皆さんとお会いでき
ることを願っております。ご視聴いただきま
して、ありがとうございました。
【一同】　ありがとうございました。
【司会】　秋山弘子様、秋山恵様、そして青木
清様、ありがとうございました。
　最後の取組紹介は、「共生社会が生み出す
well-being~共生社会の実現を目指す鎌倉市
の取組より～」と題して、鎌倉市　松尾崇市
長が発表します。松尾市長、よろしくお願い
します。
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協力して解決し、誰もが暮らしやすい社会を
つくり出していきたいと願っております。
　本来であれば、産・官・学・民が立場を超えて、
みんなでわいわい楽しくアイデアを出し合っ
て進めたいのが本音です。１年以上、コロナ
禍で直接会えず、オンライン中心の状況が続
いていますが、またこの写真のように、みん
なで集まれる日を楽しみにしています。
　私たちの紹介は以上です。本日は動画での
ご紹介でしたが、いつか皆さんとお会いでき
ることを願っております。ご視聴いただきま
して、ありがとうございました。
【一同】　ありがとうございました。
【司会】　秋山弘子様、秋山恵様、そして青木
清様、ありがとうございました。
　最後の取組紹介は、「共生社会が生み出す
well-being~共生社会の実現を目指す鎌倉市
の取組より～」と題して、鎌倉市　松尾崇市
長が発表します。松尾市長、よろしくお願い
します。

▼松尾：鎌倉市長の松尾です。よろしくお願
いいたします。鎌倉市の取組の紹介、最後あ
と16分ぐらいですけれども、お付き合いいた
だければというふうに思います。よろしくお
願いいたします。それでは早速始めます。
　共生社会が生み出すwell-beingということ
で、大きくは３つ取組を紹介させていただき
ます。
　まず１つ目です。「鎌倉市共生社会の実現を
目指す条例」についてです。これは先ほどお
昼前に流したプロモーション動画でもご紹介
しましたので、QRコードで、改めて見ていた
だければというふうに思っております。それ
では、共生社会の実現を目指す条例です。２
年前、この条例を制定したわけなんですけれ
ども、きっかけの一つは、冒頭、神奈川県の
黒岩知事のお話の中にもありましたけれども、
神奈川県で起きました津久井やまゆり園の戦
後最悪と言われた殺傷事件であります。こう
した事件の中では、優生思想というようなも
のが議論として語られた部分ではありますけ
れども、そうした社会を決してつくってはい
けない。鎌倉からそうした発信もしていきた
いということが、一つこの条例をつくる大き

な理由にもなりました。
　大切にしたい理念というのは、ここに書い
てあります自分らしく生きる、支え合って生
きる、自らが望むかたちで社会参画しながら
生きるというものです。この前文に思いとい
うものをかなり込めていますけれども、人に
とっての普通や当たり前というのは、他人に
とっての普通や当たり前とは違うということ
などを盛り込んでいます。この市役所の仕事
を進めていく中でも、常に共生社会の実現を
目指す条例に立ち戻って、様々なものを確認
してもらいたいというふうに私は職員に対し
てよく話をしています。
　今日のテーマにもありますけれども、デジ
タル、スーパーシティですとか、デジタルト
ランスフォーメーションといったようなこと
が、今この日本の中で取組が進められるわけ
ではありますけれども、これらは全て手段で
あって、決してデジタルトランスフォーメー
ションをやること自体が目的ではないわけで
す。我々が手段として取り組んでいること、
その目的は何かといえば、この共生社会の実
現を目指すことです。そのために私たちはあ
らゆるもの、それはステークホルダーという
ふうに先ほどの動画の中でもありましたが、
産・官・学・民という、こういう連携ですとか、
新たなテクノロジー、技術、こういうものを
どんどんと取り入れながら、共生社会の実現
を目指していきたいというふうに考えていま
す。
　実現を目指す条例の中で、具体的な取組と
いうところです。一番上の共生の意識づくりは、

共生社会が生み出すwell-being
～共生社会の実現を目指す鎌倉市の取組より～

発表者　　松尾　崇 氏
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まさにこうした全国サミットも一つではあり
ますけれども、市民講座や職員研修というよ
うなことなどに取り組んでいるところです。
　共生社会とは、改めて全ての人に配慮のあ
る社会、対話による調整ができる社会、支援
する人、される人を固定しない社会というふ
うに位置づけています。先ほどお話にもあり
ましたけれども、支援する人、される人、こ
れは一日にして、一晩にして変わる可能性も
あります。昨日まで元気だったかもしれない
けれども、病気になって、明日からは支援さ
れる人になるかもしれません。そういうとこ
ろから、こうした考え方を固定化しない社会
というところも我々としては一つ目指してい
る姿でもあります。
　それから、地域に必要なことというところ
です。困っている方が、困っているというこ
とをなかなか声が上げられない。それが日本
人としての特徴の一つでもあるのかもしれま
せんけれども、こうした困りごとということ
を見える化、可視化するということが地域に
とって必要なことであるというふうにも考え
ております。
　それから、昨今、ヤングケアラーですとか
老々介護、また障害者を家族に持つ方の支援
というようなことなどもクローズアップされ
る部分でありますが、ケアラー支援というと
ころにつきましても、大変重要だというふう
に思っています。本人の支援だけではなくて、
家族丸ごと支援をしていくという視点とか、
また誰でも地域の新たな戦力になるという、
こういう認識も同じです。
　鎌倉市では、くらしと福祉の相談窓口を開
設しました。これはどんなお困りごと、どん
なことでも、まずはこの窓口に来てお話をし
ていただきたい。その中で、ここで受けた相
談ごとをこの市役所の中にきちんとおつなぎ

をする、そういう取組をしました。この相談
窓口を開設することによって、昨年と比較し
て５倍の相談が増えたというようなことがあ
ります。もちろん全ての課題が解決できるわ
けではありませんけれども、まずは相談を受
け止めるということで、市役所としての課題
の把握、それから政策づくりということにつ
なげているところです。
　目指したい地域の姿というところは、困っ
ているということを気軽に言い合える、そう
した環境づくりとともに、この地域資源の共
有、暮らしを支える新たな地域のつながりの
構築というところがあります。鎌倉市として
は、今、地域共生プラットフォーム、仮称で
すけれども、こうした取組ということをして
いきたいというふうに思っています。支援で
きる人が支援できるときに支援する、そうい
う仕組みづくりということを、より一層進め
ていきたいというふうに考えています。具体
的には、例えば障害児をお持ちのお母さん方
が、自分がその子を育てた経験というのは大
変だったけれども、それを同じ失敗を繰り返
さないでほしい。だから、今度障害児を育て
る、そういうお母さんの力になりたい。そん
なことを発案されて、学校の中に、もしくは
保育園の中にサポーターとして入っていきた
い。こんなことを発議をしていただいて、実
際に仕組み化してきたというようなことなど
もあります。そうしたことを様々な分野で広
げていって、それを地域共生プラットフォー
ムということで、支援することを可視化して
いくことによって、あ、これだったら今の自
分にちょっと手伝えるかもしれない。そうい
うニーズも掘り起こしながら、お互い支え合
える、そういうまちを目指していきたいとい
うふうに考えております。
　２番目です。新型コロナウイルスの中での
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まさにこうした全国サミットも一つではあり
ますけれども、市民講座や職員研修というよ
うなことなどに取り組んでいるところです。
　共生社会とは、改めて全ての人に配慮のあ
る社会、対話による調整ができる社会、支援
する人、される人を固定しない社会というふ
うに位置づけています。先ほどお話にもあり
ましたけれども、支援する人、される人、こ
れは一日にして、一晩にして変わる可能性も
あります。昨日まで元気だったかもしれない
けれども、病気になって、明日からは支援さ
れる人になるかもしれません。そういうとこ
ろから、こうした考え方を固定化しない社会
というところも我々としては一つ目指してい
る姿でもあります。
　それから、地域に必要なことというところ
です。困っている方が、困っているというこ
とをなかなか声が上げられない。それが日本
人としての特徴の一つでもあるのかもしれま
せんけれども、こうした困りごとということ
を見える化、可視化するということが地域に
とって必要なことであるというふうにも考え
ております。
　それから、昨今、ヤングケアラーですとか
老々介護、また障害者を家族に持つ方の支援
というようなことなどもクローズアップされ
る部分でありますが、ケアラー支援というと
ころにつきましても、大変重要だというふう
に思っています。本人の支援だけではなくて、
家族丸ごと支援をしていくという視点とか、
また誰でも地域の新たな戦力になるという、
こういう認識も同じです。
　鎌倉市では、くらしと福祉の相談窓口を開
設しました。これはどんなお困りごと、どん
なことでも、まずはこの窓口に来てお話をし
ていただきたい。その中で、ここで受けた相
談ごとをこの市役所の中にきちんとおつなぎ

をする、そういう取組をしました。この相談
窓口を開設することによって、昨年と比較し
て５倍の相談が増えたというようなことがあ
ります。もちろん全ての課題が解決できるわ
けではありませんけれども、まずは相談を受
け止めるということで、市役所としての課題
の把握、それから政策づくりということにつ
なげているところです。
　目指したい地域の姿というところは、困っ
ているということを気軽に言い合える、そう
した環境づくりとともに、この地域資源の共
有、暮らしを支える新たな地域のつながりの
構築というところがあります。鎌倉市として
は、今、地域共生プラットフォーム、仮称で
すけれども、こうした取組ということをして
いきたいというふうに思っています。支援で
きる人が支援できるときに支援する、そうい
う仕組みづくりということを、より一層進め
ていきたいというふうに考えています。具体
的には、例えば障害児をお持ちのお母さん方
が、自分がその子を育てた経験というのは大
変だったけれども、それを同じ失敗を繰り返
さないでほしい。だから、今度障害児を育て
る、そういうお母さんの力になりたい。そん
なことを発案されて、学校の中に、もしくは
保育園の中にサポーターとして入っていきた
い。こんなことを発議をしていただいて、実
際に仕組み化してきたというようなことなど
もあります。そうしたことを様々な分野で広
げていって、それを地域共生プラットフォー
ムということで、支援することを可視化して
いくことによって、あ、これだったら今の自
分にちょっと手伝えるかもしれない。そうい
うニーズも掘り起こしながら、お互い支え合
える、そういうまちを目指していきたいとい
うふうに考えております。
　２番目です。新型コロナウイルスの中での

影響と対応ということで、これはどのまちも
いろいろな取組をされているというふうに認
識をしておりますが、鎌倉市の取組の一端を
ちょっとご紹介をさせていただきたいという
ふうに思います。
　このコロナ禍において、先ほどの相談窓口
に寄せられた相談の特徴というところにつき
ましては、世帯全体の課題を相談する場所が
見当たらないということや、孤独感、社会的
な孤立、つながりを求める過程での生じる
怒りなどがあります。
　集約していくと、やはりこのコロナ禍で明
らかになっていった不安という気持ちです。
目に見えないことへの不安、また知らないこ
とへの不安、情報が集まりにくいことへの不
安、そういう不安ということが積み重なると
いうことによって、その人自身が様々な健康
の課題ということを抱えたり、またコロナの
中で収入、住むところ、人間関係、こういう
ところに課題が生まれてきたというところ。
こうした課題に直面していくと、人に対して
の寛容さということも失われて、攻撃的になっ
ていくなんていうこともあったというふうに
思っています。
　市としては、そうした不安や批判、思い込
みが人を傷つけることがありますということ
を書きながら、そうした気持ちということを
決して人を攻撃するということにつなげない
で、いたわりや思いやりの心を持ちましょう
という、こういうポスターを作成をしまして、
市内様々なところに掲示をさせていただきま
した。これは各教育機関なども、とても協力
をしていただいて、うちにもこのポスター貼
りたいからちょうだいなんていうお声もたく
さんいただいたところです。
　また、観光客の方には「何々しなさい」と
いうようなことよりも、「こうしましょう」と

いうような、少しやわらかいメッセージで鎌
倉に来た方に少し感染予防のマナーを徹底を
していただくなんていう取組もさせていただ
きました。
　コロナワクチン接種につきましては、鎌倉
の場合はタクシー券の助成ということをさせ
ていただきました。65歳以上の方にこれをお
出ししたんですけれども、実際に使われたの
は25％ぐらいでした。裏を返すと75％の方は
使わなくて、自分で会場等に行かれたという
ところがあるんですけれども、実際本当に必
要だというような方には、お使いいただいた
という取組でもあります。
　それから、国民１人に10万円という支給が
ありましたけれども、そのときにおなかの中
にいた赤ちゃんにはこの10万円が支給されな
かったということなどもありまして、また妊
婦さん、もしくは新生児を持つお母さん方の
このコロナの中でも不安というのは大変大き
なものがありました。そうした方々に対して
の給付ということを鎌倉市独自で行いました。
　それから、大変困窮している世帯が増えて
いるというところで、そうした方々を支援す
る団体に対しての寄附ということを、このガ
バメントクラウドファンディングを使って募
集したところ、想定よりも２倍以上のお金が
寄附していただいたということがありました。
　それから、これは実際直接にお店の支援で
す。鎌倉は特に飲食店が多いわけなんですけ
れども、緊急事態宣言という中では、当初大
変経営に苦労されたということがありまして、
そういうところを市民の人たちが支援をした
いということで、これは行政も側面からの支
援をしましたけれども、市民の皆さんが特に
中心になって、こうした取組ということも行っ
ていただいたところです。こちらの宅配マッ
プというところも作成をして、事業者の支援
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というところにつなげました。
　それから、これは市の独自で、縁むすびカー
ドというものを作成をしまして、市民１人当
たり5,000円のカードで使えるというものを
お配りをさせていただきました。これは市民
の方が市内の事業者を支援をするということ
で、市内の大きな店舗では使えないんですけ
れども、小さな店舗で使えるということで、
これまでなかなか行かなかったようなお店や、
自分が支援したいという、そういうお店で使っ
ていただいたりということで、双方から大変
好評をいただいた取組でもありました。
　最後になります。鎌倉の共生社会の実現に
向けた共創の取組ということを具体的に紹介
させていただきます。１つは、障害者2,000
人雇用という取組です。これは先輩の取組と
いいますか、私たちが大変参考にさせていた
だいたのは、岡山県の総社市の障がい者千人
雇用という取組で、今は千五百人雇用という
ふうに名前を変えておりますが、こうした取
組、鎌倉市でも一緒になって取組をさせてい
ただきたいということで進めています。当初
1,400人ぐらい働いているというところの推
計ですけれども、今、1,600人ぐらいに増え
てきているということで、目標の2,000人に
向けて、さらなる取組を進めているところです。
　農業就労体験セミナー、これはこの後のシ
ンポジウムで、えと菜園の小島さんに事業と
しては実施をしていただいているものですけ
れども、実際に昨年、会社勤めの方が鬱病に
なって、会社を辞めて、どうしようかという
ときに、この農業体験に来ていただきました。
最初は大変元気がなかったんですけれども、
この農業ということに出会うことによって、
自分はこの道をやりたいというふうになって、
結果的に今年は藤沢市になりますけれども、
農家さんに就職できたという、こんな取組に

もつながっているものです。
　それから、鎌倉市の海水浴場では、バリア
フリー対応ということでの海水浴場という取
組もしています。800メートルのボードウォー
クなどがあることによって、こうしたこれま
で海水浴をしたことがないという方が海水浴
場を楽しめるという、こういう環境をつくっ
ているところです。
　これは先ほどの動画にも出ましたが、無印
良品さん、様々な形で取組を支援していただ
いています。「いろんなカタチ」という、こう
した新聞を市内のNPOの方々が作って、それ
を情報発信の場として、こうした無印良品さ
んが協力をしていただいたりということもあ
ります。海藻ポークの取組は、先ほどの動画
のとおりでございます。
　スマイルフードプロジェクトというのは、
先ほどのクラウドファンディングとも重なる
部分があるんですけれども、鎌倉市内で生活
が大変困窮しているという方に、月に今、１
回程度、この食料を配布をするという取組を
やっています。この食料については、鎌倉市
内の農家さんですとかお店の方が大変な協力
をしていただいて、寄附をしていただいたも
のを、こうした困窮した市民の皆さんにお配
りをさせていただくと。これは、ただ配るだ
けということではなくて、取りに来た方々に
どういう生活の今、お困りごとがあるか、も
しくは働く場が求めているのか、そういうこ
とをお伺いする中で、支援につなげていくと
いう、こんな取組をしているところです。
　それから、まちの中では、本当にいろいろ
な取組を市民の方々が自発的にやっていただ
いているということがたくさんあります。鎌
倉リビングラボの取組も先ほどの動画で見て
いただいたとおりです。
　Fab　Cityという、ファブラボという取組
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倉
の
取
組
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介
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というところにつなげました。
　それから、これは市の独自で、縁むすびカー
ドというものを作成をしまして、市民１人当
たり5,000円のカードで使えるというものを
お配りをさせていただきました。これは市民
の方が市内の事業者を支援をするということ
で、市内の大きな店舗では使えないんですけ
れども、小さな店舗で使えるということで、
これまでなかなか行かなかったようなお店や、
自分が支援したいという、そういうお店で使っ
ていただいたりということで、双方から大変
好評をいただいた取組でもありました。
　最後になります。鎌倉の共生社会の実現に
向けた共創の取組ということを具体的に紹介
させていただきます。１つは、障害者2,000
人雇用という取組です。これは先輩の取組と
いいますか、私たちが大変参考にさせていた
だいたのは、岡山県の総社市の障がい者千人
雇用という取組で、今は千五百人雇用という
ふうに名前を変えておりますが、こうした取
組、鎌倉市でも一緒になって取組をさせてい
ただきたいということで進めています。当初
1,400人ぐらい働いているというところの推
計ですけれども、今、1,600人ぐらいに増え
てきているということで、目標の2,000人に
向けて、さらなる取組を進めているところです。
　農業就労体験セミナー、これはこの後のシ
ンポジウムで、えと菜園の小島さんに事業と
しては実施をしていただいているものですけ
れども、実際に昨年、会社勤めの方が鬱病に
なって、会社を辞めて、どうしようかという
ときに、この農業体験に来ていただきました。
最初は大変元気がなかったんですけれども、
この農業ということに出会うことによって、
自分はこの道をやりたいというふうになって、
結果的に今年は藤沢市になりますけれども、
農家さんに就職できたという、こんな取組に

もつながっているものです。
　それから、鎌倉市の海水浴場では、バリア
フリー対応ということでの海水浴場という取
組もしています。800メートルのボードウォー
クなどがあることによって、こうしたこれま
で海水浴をしたことがないという方が海水浴
場を楽しめるという、こういう環境をつくっ
ているところです。
　これは先ほどの動画にも出ましたが、無印
良品さん、様々な形で取組を支援していただ
いています。「いろんなカタチ」という、こう
した新聞を市内のNPOの方々が作って、それ
を情報発信の場として、こうした無印良品さ
んが協力をしていただいたりということもあ
ります。海藻ポークの取組は、先ほどの動画
のとおりでございます。
　スマイルフードプロジェクトというのは、
先ほどのクラウドファンディングとも重なる
部分があるんですけれども、鎌倉市内で生活
が大変困窮しているという方に、月に今、１
回程度、この食料を配布をするという取組を
やっています。この食料については、鎌倉市
内の農家さんですとかお店の方が大変な協力
をしていただいて、寄附をしていただいたも
のを、こうした困窮した市民の皆さんにお配
りをさせていただくと。これは、ただ配るだ
けということではなくて、取りに来た方々に
どういう生活の今、お困りごとがあるか、も
しくは働く場が求めているのか、そういうこ
とをお伺いする中で、支援につなげていくと
いう、こんな取組をしているところです。
　それから、まちの中では、本当にいろいろ
な取組を市民の方々が自発的にやっていただ
いているということがたくさんあります。鎌
倉リビングラボの取組も先ほどの動画で見て
いただいたとおりです。
　Fab　Cityという、ファブラボという取組

なんですけれども、3Dプリンターなどを使っ
て地域の課題を解決する、こんな取組があり
ます。これは既にリタイアしたお年寄りの方
が、非常にこの3Dプリンターを上手に使い
こなせる方がいらっしゃって、そこには子供
たちが本当に目を輝かせながら、そのおじい
ちゃんに使い方を習いに来るなんていう光景
があったりします。
　カマコンは、実はこの会場を使ってこれま
でやってきているんですけれども、鎌倉の
中で何かやりたいという方がプレゼンをして、
それをみんなで応援するという、こんな取組
も市民で自発的に行われています。
　まちの社員食堂、こういうところがまちの
中でどんどんと広がっているというのも、一
つ鎌倉の取組です。
　これも鎌倉らしい働き方ということで、右
下の写真は建長寺で「寺ワーク」なんていう
名称でテレワークをやる場所を開放してい
ただいたりしています。建長寺でこうした
ZEN2.0ということで、新しいこうした禅と
いう文化を鎌倉から発信していく取組、これ
も市民の方たちが中心になって行っている取
組です。
　こうしたシーンが当たり前にある鎌倉を目
指したいということで、鎌倉の取組を紹介を
させていただきました。ご清聴、誠にありが
とうございました。
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サブテーマ①

 多様な社会参加で、
 安心して自分らしく暮らせるまちをつくる

コーディネーター	永田　祐氏
　　　　　　同志社大学社会学部教授

パネリスト　　　浦田　愛氏
　　　　　　　　文京区社会福祉協議会地域福祉推進係
　　　　　　　　地域連携ステーションフミコム係長

　　　小島　希世子氏
　　　　　　　　（特非）農スクール理事長・㈱えと菜園代表

　　　又村　あおい氏
　　　　　　　　（一社）全国手をつなぐ育成会連合会常務理事兼事務局長

オブザーバー　　唐木　啓介氏
　　　　　　　　厚生労働省社会・援護局地域福祉課地域共生社会推進室長

令和 3年 11月 18日（木）14：30～ 16：00
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サブテーマ①

 多様な社会参加で、
 安心して自分らしく暮らせるまちをつくる

コーディネーター	永田　祐氏
　　　　　　同志社大学社会学部教授

パネリスト　　　浦田　愛氏
　　　　　　　　文京区社会福祉協議会地域福祉推進係
　　　　　　　　地域連携ステーションフミコム係長

　　　小島　希世子氏
　　　　　　　　（特非）農スクール理事長・㈱えと菜園代表

　　　又村　あおい氏
　　　　　　　　（一社）全国手をつなぐ育成会連合会常務理事兼事務局長

オブザーバー　　唐木　啓介氏
　　　　　　　　厚生労働省社会・援護局地域福祉課地域共生社会推進室長

令和 3年 11月 18日（木）14：30～ 16：00

▼永田：これからパネルディスカッション「多
様な社会参加で、安心して自分らしく暮らせ
るまちをつくる」を始めたいと思います。私
は本分科会のコーディネーターを務めさせて
いただきます、同志社大学の永田でございま
す。どうぞよろしくお願いいたします。
　それでは、本分科会の出演者の皆様をご紹
介したいと思います。まず一般社団法人全国
手をつなぐ育成会連合会常務理事兼事務局長
の又村あおいさんです。又村さんは行政でお
仕事をされていたご経験もあり、地域と協働
したＣ型就労という考え方を提唱され、推進
をされています。Ｃ型のＣはcommunityの
Ｃを指しています。次に、文京区社会福祉協
議会地域福祉推進係地域連携ステーションフ
ミコム係長の浦田愛さんです。文京区社会福
祉協議会は地縁型の地域の力も生かしながら、
多様な居場所づくりを進めてきたことで、全
国的にも注目されている社会福祉協議会です。
そして特定非営利活動法人農スクール理事長
で、株式会社えと菜園の代表でもある、小島
希世子さんです。小島さんは農業者として人
手不足に悩む農業と、ホームレスやひきこも
り者を結びつけられないかと活動をしてこら
れました。最後にオブザーバーとして厚生労
働省社会・援護局地域福祉課地域共生社会推
進室長の唐木啓介さんです。唐木さんは本サ
ミットの全体のテーマでもある地域共生社会
の推進、またそれを具体化するための様々な

事業の司令塔に当たる方ですので、今日は国
としてどういう取組を推進されようとしてい
るのか、その点をお話ししていただきたいと
思っております。皆様の正確な年齢は存じ上
げませんけれども、本パネルディスカッショ
ンでは地域では比較的若手というか、中堅の
様々な新しい活動を切り開いている皆様にご
議論いただいて、これからの新しい社会参加
の形を考えてまいりたいと思っております。
　それでは、次にパネルディスカッションの
テーマ設定の意図、進行方法についてご説明
をいたします。まず、パネルディスカッショ
ンのテーマ設定の意図についてお話をいたし
ます。近年家族や地域社会、安定した雇用と
うまく結びつくことが難しい方々の問題が、
社会的孤立とか社会的つながりの弱い方の課
題として顕在化しています。共生社会という
コンセプトは助ける、助けられる関係を超え
て、地域の中で、あなたがいてくれてうれし
いという存在承認と、あなたがいてくれない
と困るという役割創造が可能な、多様な参加
の場をつくり出していこう。そういう考え方
だと私は理解しています。他者に依存できる
ことも含めて自立として捉え、様々な形で社
会とつながる方法をどのようにつくり出して
いくことができるのか。パネリストの皆さん
と豊かで新しいつながりの形、多様な社会参
加の可能性を考えてまいりたいと思っていま
す。
　次に、進行方法についてもご説明いたしま
す。この後、唐木さんからは、国が地域共生
社会の実現に向けてどのような施策を展開し
ているのか、簡単にご紹介をいただきます。
その後、又村さん、浦田さん、小島さんの順番
で、それぞれの実践やお考えについてご報告
をいただきます。その後、私とパネリストの
皆さんディスカッションを行い、パネリスト
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の皆さんには、視聴者の皆様からのご質問に
も答えていただきます。時間の関係で全ての
ご質問に答えていただくことは難しいかと思
いますけれども、その点あらかじめご了承い
ただければと思います。
　それでは早速、唐木さんのご報告からスター
トしたいと思います。唐木さん、よろしくお
願いいたします。

▼唐木：それでは私のほうから、地域共生社
会の推進についてということで、お話をさせ
ていただきたいと思います。
　我が国ではかつて地域の相互扶助や家族同
士の助け合いなど、地域、家庭、職場といっ
た人々の生活の様々な場面において支え合い
の機能が存在しました。社会保障制度はこれ
まで社会の様々な変化が生じる渦中で、地域
や家庭が果たしてきた役割の一部を代替する
必要性が高まったことに対応しまして、高齢
者、障害者、子供などの対象者ごと、生活に
必要な機能ごとに充実が図られてきました。
しかしながら現在では高齢化、人口減少が進
み、地域、家庭、職場という人々の生活領域
における支え合いの基盤が弱まっております。
社会的孤立を抱える方も増えてきております。
　真ん中のところにありますけれども、暮ら
しにおける人と人とのつながりが弱まる中、
関係性を再構築することにより、人生におけ
る様々な困難に直面した場面でも、誰もが役
割を持ち、互いに配慮し、存在を認め合い、

そして時に支え合うことで、その人らしい生
活を送ることができるような社会をつくって
いくことが求められております。それには地
域住民の気にかけ合う関係性により生まれる
つながりや支え合いと、専門職による伴走型
支援とも言われる、寄り添い型の支援による、
人と人とのつながりをつくっていくことが重
要です。こうしたセーフティネットが地域に
重層的につくられていくことにより、今回の
テーマでもあります、多様な社会参加が生ま
れ、安心して自分らしく暮らせるまちづくり
が進められていくきっかけとなるのではない
かというふうに考えております。
　地域においては、住民一人一人の暮らしが
あり、農林、漁業、環境、商工業、交通など、
様々な社会経済活動が営まれております。高
齢、障害者や子供、生活上の困難を抱える方、
誰もが地域において自立した生活を送ること
ができるよう、地域住民による支え合いと公
的支援を連動した、重層的なセーフティネッ
トをつくることが社会参加のきっかけとなり
ます。人口減少の波は多くの地域で社会経済
の担い手の減少を招き、それを背景に耕作放
棄地や空き家、商店街の空き店舗など、様々
な課題が顕在化しています。地域社会の存続
への危機感が生まれる中で、人口減少を乗り
越え、社会保障や産業などの領域を超えてつ
ながり、地域社会全体を支えていくことが、
これまでにも増して重要となっております。
　こうした課題は高齢者や障害者、生活困窮者
などの就労や社会参加の機会を提供する機会
でもあります。社会経済活動の基盤でもある
地域において、社会保障、産業などの領域を
超えてつながり、人々の多様なニーズに応え
ると同時に、資源の有効活用や活性化を実現
していくという循環を生み出していくことで、
人々の暮らしと地域社会、双方が支えられる
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の皆さんには、視聴者の皆様からのご質問に
も答えていただきます。時間の関係で全ての
ご質問に答えていただくことは難しいかと思
いますけれども、その点あらかじめご了承い
ただければと思います。
　それでは早速、唐木さんのご報告からスター
トしたいと思います。唐木さん、よろしくお
願いいたします。

▼唐木：それでは私のほうから、地域共生社
会の推進についてということで、お話をさせ
ていただきたいと思います。
　我が国ではかつて地域の相互扶助や家族同
士の助け合いなど、地域、家庭、職場といっ
た人々の生活の様々な場面において支え合い
の機能が存在しました。社会保障制度はこれ
まで社会の様々な変化が生じる渦中で、地域
や家庭が果たしてきた役割の一部を代替する
必要性が高まったことに対応しまして、高齢
者、障害者、子供などの対象者ごと、生活に
必要な機能ごとに充実が図られてきました。
しかしながら現在では高齢化、人口減少が進
み、地域、家庭、職場という人々の生活領域
における支え合いの基盤が弱まっております。
社会的孤立を抱える方も増えてきております。
　真ん中のところにありますけれども、暮ら
しにおける人と人とのつながりが弱まる中、
関係性を再構築することにより、人生におけ
る様々な困難に直面した場面でも、誰もが役
割を持ち、互いに配慮し、存在を認め合い、

そして時に支え合うことで、その人らしい生
活を送ることができるような社会をつくって
いくことが求められております。それには地
域住民の気にかけ合う関係性により生まれる
つながりや支え合いと、専門職による伴走型
支援とも言われる、寄り添い型の支援による、
人と人とのつながりをつくっていくことが重
要です。こうしたセーフティネットが地域に
重層的につくられていくことにより、今回の
テーマでもあります、多様な社会参加が生ま
れ、安心して自分らしく暮らせるまちづくり
が進められていくきっかけとなるのではない
かというふうに考えております。
　地域においては、住民一人一人の暮らしが
あり、農林、漁業、環境、商工業、交通など、
様々な社会経済活動が営まれております。高
齢、障害者や子供、生活上の困難を抱える方、
誰もが地域において自立した生活を送ること
ができるよう、地域住民による支え合いと公
的支援を連動した、重層的なセーフティネッ
トをつくることが社会参加のきっかけとなり
ます。人口減少の波は多くの地域で社会経済
の担い手の減少を招き、それを背景に耕作放
棄地や空き家、商店街の空き店舗など、様々
な課題が顕在化しています。地域社会の存続
への危機感が生まれる中で、人口減少を乗り
越え、社会保障や産業などの領域を超えてつ
ながり、地域社会全体を支えていくことが、
これまでにも増して重要となっております。
　こうした課題は高齢者や障害者、生活困窮者
などの就労や社会参加の機会を提供する機会
でもあります。社会経済活動の基盤でもある
地域において、社会保障、産業などの領域を
超えてつながり、人々の多様なニーズに応え
ると同時に、資源の有効活用や活性化を実現
していくという循環を生み出していくことで、
人々の暮らしと地域社会、双方が支えられる

というような形になります。こうした循環に
よりまして、我が国に暮らす一人一人が、生
活における楽しみや生きがいを見出し、様々
な困難を抱えた場面でも社会から孤立せず、
安心してその人らしい生活を送ることができ
る社会、誰もが役割を持てる地域社会につくっ
ていくことというのが、重要ではないかとい
うふうに考えております。
▼永田：唐木室長、ありがとうございました。
まず国が目指す地域共生社会の方向性につい
てお示しをいただきました。こうした方向性
を踏まえて、又村さんからは、障害のある人
の暮らしという視点から、この地域共生社会
という方向性をどのように捉えていくべきか、
ご提起をいただきたいと思います。又村さん。
よろしくお願いいたします。

▼又村：はい、ありがとうございます。全国
手をつなぐ育成会連合会という、知的障害の
ある人のご家族や支援者で構成される障害者
団体の事務局をしております、又村と申しま
す。よろしくお願いします。といっても実は
私、この仕事に転職したのは去年の４月でし
て、それまでは何をしていたかというと、今
日の会場は鎌倉なのですが、同じ県内に平塚
市というところがあって、そこでずっと市の
職員をしていました。最後の仕事は地域福祉
ということで、今日のこの地域共生社会の本
当にど真ん中のテーマなものですから、今日
はお声がけをいただきましてありがとうござ

います。資料が非常に多いので、ダイジェス
ト版で少しお話をすることになりますが、ご
容赦ください。
　では、障害のある人の暮らしということで、
地域共生社会でよく言われる、「我が事・丸ご
と」ですね、こういったことの関係性をもう
少しお話しできればと思います。
　地域共生社会における重要なキーワードと
いうのは、新たな地域のつながりかなと思っ
ています。今、室長さんからもお話があった
ように、個人単位でのつながりはもちろんの
こと、地域全体の相互援助力。いわゆる役割
の入れ替わりが重要かなというふうに考えて
います。
　この地域共生社会、これは国のほうの資料
をそのまま抜いてきたんですが、「我が事・丸
ごと」とよく言われるんですが、この「我が事・
丸ごと」の「丸ごと」というのは制度の総合化、
「我が事」というのは地域の中で自分ごととし
て困り事を捉える、こういうふうによく整理
されるわけです。しかし実は、「我が事」の中
にも市町村レベルの行政や、あるいはこの後
にご発表もありますけど、社協さんが仕組み
としていろいろなものを整えていくという段
取りと、それからまさに住民の方にお願いを
したい住民主体の状況の、この２つがあると
いうこと。ここの緑の点線と赤い枠のところ
は、国の資料だと両方「我が事」になっちゃ
うんですが、「我が事」の中にも「丸ごと」と
「我が事」があるというのをちょっと整理して
いただければということでスライドをご用意
しました。
　というわけで、「我が事・丸ごと」、いわゆ
る地域共生社会の在り方を考えるときに、「我
が事」という地域の在り方というのはどうし
ても時間がかかります。なぜかというと、住
民の方が自ら、よしやろうと思って一歩踏み

11/18
木

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
①

75第3回 地域共生社会推進全国サミット in かまくら 記録集  ●　



11/18
木

11/19
金

開
会
式

引
継
式

基
調
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

メ
イ
ン
テ
ー
マ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ま
と
め

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
①

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
②

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
③

特
別
講
演

鎌
倉
の
取
組
紹
介

出すというところが重要だからですね。一方、
「丸ごと」のほうは、これは行政内の縦割りの
解消とか、あるいはワンストップの窓口を置
くといったようなことなので、今日言って明
日できるとは言いませんが、かなりすぐでき
る要素がある。もっと言うと、この「丸ごと」
のほうを先にやらないと、「我が事」の実現に
はたどり着きにくいです。住民の方々の支え
合いはあくまで補完的なもの、あるいは自主
的・能動的なものであって、それを支えるた
めの仕組みがないと、福祉の丸投げになっちゃ
うんですね。これは避けなければいけないと
いうのは、ぜひ押さえていただければという
ふうに思います。
　私はよく地域共生社会の説明をするときに、
高齢部門で先行している地域包括ケアシステ
ムという考え方、それから障害福祉の分野で
理念的に重視されている共生社会。このサミッ
トで、先ほどからずっとビデオの中でも、「共
生社会の実現」と繰り返し流れていましたが、
あの考え方が合わさると地域共生社会になる
んだなというふうにいつも思っています。
　では、その新しい地域のつながりをつくっ
ていくためにはどうすればいいかということ
なんですが、どうやら地域のつながりをつくっ
ていく活動には、活動主体の違いに応じた特
徴があるんだなということが感じられます。
そのお話を少ししたいと思います。
　この新しい地域のつながりが必要な理由は
このスライドのとおりですね。以前は農漁村
がありました。そして高度経済成長期に行政
主体の福祉が進みました。しかしもうそれは
期待できなくなりました。2025年型の公助を
中心にしながらも互助、それから自助、あと
共助ですね。こういったものが混ざり合った
状態を再構築していかなければいけないとい
うことなんだと思います。

　この新しい地域のつながりをつくっていく
ために、昔の時代には戻れないので、今の時
代に合った新しい地域のつながり、あるいは
新しい相互援助力、役割の入れ替わりをつくっ
ていくことが必要なんですね。この役割の入
れ替わりというのは、あなたはサービスを利
用する人、私は支援者といったような、一方
的に固定化されたものではなくて、日頃は支
援を受ける人かもしれないし、サービスの利
用者かもしれないけど、場面に応じては地域
に不可欠な存在になる。そんなイメージを持っ
ていただけるといいと思うんですね。このセッ
ションの前に、鎌倉海藻ポークのビデオが流
れましたけども、あの取組なんてもう典型的
ですよね。海藻を採る障害のある人がいなけ
れば、あのかまくら海藻ポークは、存在しな
いわけですよね。あの障害のある人は、海藻
を採る事業所のサービスを使ってるという意
味では利用者なわけです。しかし鎌倉海藻ポー
クを作るためにはなくてはならない人なんで
すね。ここは役割が入れ替わってますよね。
こういうところが地域で豊かになっていくと
いいかなと思います。
　ただし、こういうことは必要ですよと言っ
たら自動的に発生するものではないので、何
らかの仕掛けが必要になってくる。この仕掛
けの部分を考えるのが、多分市町村の重要な
お仕事になってくると思うんですが。例えば
ボランティアグループとかNPOのような、地
縁が後退する中で相対的に発展してきた縁。
私これ、「課題縁」と呼んでるんですが、この
課題縁の団体がある。こういった課題縁の団
体と地縁の団体がどのようにコラボレーショ
ンするかというのは考えていく必要があるん
じゃないかなと思っています。
　じゃあその具体例ということで、今、私ども、
私だけじゃなく、小田さんという方や岩上さん
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出すというところが重要だからですね。一方、
「丸ごと」のほうは、これは行政内の縦割りの
解消とか、あるいはワンストップの窓口を置
くといったようなことなので、今日言って明
日できるとは言いませんが、かなりすぐでき
る要素がある。もっと言うと、この「丸ごと」
のほうを先にやらないと、「我が事」の実現に
はたどり着きにくいです。住民の方々の支え
合いはあくまで補完的なもの、あるいは自主
的・能動的なものであって、それを支えるた
めの仕組みがないと、福祉の丸投げになっちゃ
うんですね。これは避けなければいけないと
いうのは、ぜひ押さえていただければという
ふうに思います。
　私はよく地域共生社会の説明をするときに、
高齢部門で先行している地域包括ケアシステ
ムという考え方、それから障害福祉の分野で
理念的に重視されている共生社会。このサミッ
トで、先ほどからずっとビデオの中でも、「共
生社会の実現」と繰り返し流れていましたが、
あの考え方が合わさると地域共生社会になる
んだなというふうにいつも思っています。
　では、その新しい地域のつながりをつくっ
ていくためにはどうすればいいかということ
なんですが、どうやら地域のつながりをつくっ
ていく活動には、活動主体の違いに応じた特
徴があるんだなということが感じられます。
そのお話を少ししたいと思います。
　この新しい地域のつながりが必要な理由は
このスライドのとおりですね。以前は農漁村
がありました。そして高度経済成長期に行政
主体の福祉が進みました。しかしもうそれは
期待できなくなりました。2025年型の公助を
中心にしながらも互助、それから自助、あと
共助ですね。こういったものが混ざり合った
状態を再構築していかなければいけないとい
うことなんだと思います。

　この新しい地域のつながりをつくっていく
ために、昔の時代には戻れないので、今の時
代に合った新しい地域のつながり、あるいは
新しい相互援助力、役割の入れ替わりをつくっ
ていくことが必要なんですね。この役割の入
れ替わりというのは、あなたはサービスを利
用する人、私は支援者といったような、一方
的に固定化されたものではなくて、日頃は支
援を受ける人かもしれないし、サービスの利
用者かもしれないけど、場面に応じては地域
に不可欠な存在になる。そんなイメージを持っ
ていただけるといいと思うんですね。このセッ
ションの前に、鎌倉海藻ポークのビデオが流
れましたけども、あの取組なんてもう典型的
ですよね。海藻を採る障害のある人がいなけ
れば、あのかまくら海藻ポークは、存在しな
いわけですよね。あの障害のある人は、海藻
を採る事業所のサービスを使ってるという意
味では利用者なわけです。しかし鎌倉海藻ポー
クを作るためにはなくてはならない人なんで
すね。ここは役割が入れ替わってますよね。
こういうところが地域で豊かになっていくと
いいかなと思います。
　ただし、こういうことは必要ですよと言っ
たら自動的に発生するものではないので、何
らかの仕掛けが必要になってくる。この仕掛
けの部分を考えるのが、多分市町村の重要な
お仕事になってくると思うんですが。例えば
ボランティアグループとかNPOのような、地
縁が後退する中で相対的に発展してきた縁。
私これ、「課題縁」と呼んでるんですが、この
課題縁の団体がある。こういった課題縁の団
体と地縁の団体がどのようにコラボレーショ
ンするかというのは考えていく必要があるん
じゃないかなと思っています。
　じゃあその具体例ということで、今、私ども、
私だけじゃなく、小田さんという方や岩上さん

という方と一緒に、Ｃ型就労という考え方を
提唱しています。
　Ｃ型就労というのは法律で事業化されたも
のではございません。物の考え方だと思って
ください。どういう物の考え方かというと、
障害のある人の福祉サービス、特に就労系の
サービスは、就職、賃金、工賃といったよう
なことで評価されやすいわけですが、他方、
地域に根差して、地域を元気にする役割とい
うのもあるはずです。つまり地域コミュニティ
ですね。そのコミュニティのＣを取ってＣ型
という考え方を提唱しています。
　このスライドは、実はこのＣ型を展開して
いる楽笑さんという、愛知県の蒲郡市にある
事業所を説明するものです。この事業所が障
害者支援事業所を立ち上げようとしたら、地
域の方からちょっとネガティブな反応があっ
たんですね。治安が悪くなるんじゃないかと
かですね。これ、三谷という地域でやってい
るんです。三の谷って書いて「みや」と読む
んですけど、三谷に障害者はいないとか、誰
が責任取るんだみたいに言われて、とどめの
一言が、障害者だけが大変なんじゃないんだっ
ていうふうに言われちゃうわけですね。これ
でこの楽笑の理事長をやってる小田さんとい
う方がそのときに考えたのは、なるほどと。
我々は確かに障害のある人の支援のために事
業をやってるけれども、どこに根差して事業
を展開するのか。それは蒲郡市の三谷ってい
う地域なんじゃないかと。ここのまちづくり
に参画することなくして、障害のある人の生
活だけを守るというのが本当にあるべき姿な
のかというところに立ち戻ってたわけです。
　そこで地域の思いを知るということで、様々
な主体に小田さんは困りごとを聞いて回るわ
けです。その結果、地域の中で必要とされる
ことが見えてくるわけですね。

　結果、楽笑の方は何を変えたかというと、
福祉を中心に考えるんじゃなくて、地域を中
心に考えよう。もうちょっとストレートに言
うと、障害のある人ができる作業をやるんじゃ
なくて、障害のある人が活躍できるような地
域の困りごとの解決にコミットしようという
ふうに発想を変えたんです。これをしたこと
によって、楽笑は地域の中で、困ってること
に何かしら関わる、これを障害のある人と一
緒にやるということに舵を切ったわけですね。
　この結果、何が起こったかというと、楽笑
の活動が大きく変わって、障害のある人が地
域の中で確かな存在感を発揮するようになる
んです。これ、何でかというと、地域の在り
方を中心に据えたからなんですね。何が起こっ
たかを整理すると、課題縁が中心の楽笑が、
三谷という地域の地縁に着目したところに、
すごい特徴があると、私は思っているんです。
これをすることによって、一定の組織を持っ
ている団体が地域にアプローチできるという
ところがあるんじゃないかなと思います。様々
な可能性があるということで、障害のある人
の考え方というのがＣ型というのが重要です
ね。
　他方、居場所の展開は多様ですから、主催
者については、NPOのような組織がある団
体がやっている居場所と、住民の方がやって
いる主体のサロンのような場所がある。両方
ともこれ居場所と呼ばれているんですね。実
は居場所には、ちょっと表現がよくないけ
ど、種類がある。このことをきちんと認識す
ることが必要で、具体的な支援の在り方とし
て、場と人がセットになってることとか、あ
とはやっぱり成果を定量化することが困難だ
ということに気づいていただく。そして、特
にNPO型は様々な公的な支援に当たるものを
ちょっとずつ展開していることが多いので、
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それを市町村がどうやって柔軟に解釈するか
というところ。居場所の取組みが公的な支援
に結びつきにくいということをどうやって理
解するかというのが重要かなというふうに思
います。
　最後に、次のスライド以降では、私たちが
できることということで、これ、幾つか後で
お読みいただければと思いますが、重要なこ
とはやっぱり自分に引きつけて考えるという
ことです。最後にですね、ケアマネージャー
とか相談支援の専門員の方の仕事。28番のス
ライドですね。今の福祉は左側です。福祉サー
ビスが利用者を抱え込んでいる状態です。こ
れが今の状態。地域の住民は大変だなと見て
るだけ。右側はそうではなくて、住民の方や
障害のある人や高齢者が相互に役割を交換す
ることを福祉サービスが下支えする絵。これ
が重要かなと思っています。そのときのコー
ディネーターとして求められるのは、やっぱ
りケアマネージャーとか障害者相談支援の人。
特に福祉の資格としては、この２つの資格職
が重要かなと思うので、その立場の方にも意
識を持っていただければと思います。
▼永田：又村さん、ありがとうございました。
私たちが多様な参加を論じていくに当たって
大切なポイントを押さえていただいたのでは
ないかなと思います。前提として行政がしっ
かり受け止める公助の体制をつくる。これは
地域共生社会を議論していくに当たって押さ
えておきたいと思います。その上で又村さん
がご提起をされた、地縁と課題縁がクロスオー
バーした新たな地域の取組の可能性としての
Ｃ型就労という考え方。これについては後ほ
ど議論を深めていきたいと思います。
　それでは次に、文京区社会福祉協議会の取
組について、浦田さんのほうからご発表いた
だきます。よろしくお願いいたします。　

▼浦田：文京区社会福祉協議会の浦田と申し
ます。よろしくお願いいたします。私のほう
は地域福祉コーディネーターの役割と多様な
居場所ということで、お話しさせていただき
ます。
　肩書のところを見ていただくと、社会福祉
協議会の職員で地域福祉推進係という、これ
からお話しする地域福祉コーディネーターが
いる部署の係長と、もう一つ、いわゆる市民
活動センターですね、地域連携ステーション
フミコムという、こちらも社協の一つの部署
でして、こちらの２つの係の係長を兼務して
務めております。
　まず文京区についてなんですけれども、人口
は22万人から23万人と、右肩上がりで増えて
おります。マンションの増加とかそういった
ほかの地域とも似ているところがあると思う
んですけれども、特徴的なところとして、この
小さなエリアで端から端まで自転車で行ける
ような、そんなところなんですけど、19もの
大学があるようなところが特徴です。高齢化
率も20％ぐらいで推移していて、若い方がど
んどん地域に入ってきていますね。教育に熱
心な方とかが地域に入ってくるところですね。
　その中で、地域福祉コーディネーターとい
うものを平成24年度から配置しています。今
までですと、社会福祉協議会に困ったことが
あったら来てくださいっていうスタイルだっ
たんですね。でも、それではなかなか来れな
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それを市町村がどうやって柔軟に解釈するか
というところ。居場所の取組みが公的な支援
に結びつきにくいということをどうやって理
解するかというのが重要かなというふうに思
います。
　最後に、次のスライド以降では、私たちが
できることということで、これ、幾つか後で
お読みいただければと思いますが、重要なこ
とはやっぱり自分に引きつけて考えるという
ことです。最後にですね、ケアマネージャー
とか相談支援の専門員の方の仕事。28番のス
ライドですね。今の福祉は左側です。福祉サー
ビスが利用者を抱え込んでいる状態です。こ
れが今の状態。地域の住民は大変だなと見て
るだけ。右側はそうではなくて、住民の方や
障害のある人や高齢者が相互に役割を交換す
ることを福祉サービスが下支えする絵。これ
が重要かなと思っています。そのときのコー
ディネーターとして求められるのは、やっぱ
りケアマネージャーとか障害者相談支援の人。
特に福祉の資格としては、この２つの資格職
が重要かなと思うので、その立場の方にも意
識を持っていただければと思います。
▼永田：又村さん、ありがとうございました。
私たちが多様な参加を論じていくに当たって
大切なポイントを押さえていただいたのでは
ないかなと思います。前提として行政がしっ
かり受け止める公助の体制をつくる。これは
地域共生社会を議論していくに当たって押さ
えておきたいと思います。その上で又村さん
がご提起をされた、地縁と課題縁がクロスオー
バーした新たな地域の取組の可能性としての
Ｃ型就労という考え方。これについては後ほ
ど議論を深めていきたいと思います。
　それでは次に、文京区社会福祉協議会の取
組について、浦田さんのほうからご発表いた
だきます。よろしくお願いいたします。　

▼浦田：文京区社会福祉協議会の浦田と申し
ます。よろしくお願いいたします。私のほう
は地域福祉コーディネーターの役割と多様な
居場所ということで、お話しさせていただき
ます。
　肩書のところを見ていただくと、社会福祉
協議会の職員で地域福祉推進係という、これ
からお話しする地域福祉コーディネーターが
いる部署の係長と、もう一つ、いわゆる市民
活動センターですね、地域連携ステーション
フミコムという、こちらも社協の一つの部署
でして、こちらの２つの係の係長を兼務して
務めております。
　まず文京区についてなんですけれども、人口
は22万人から23万人と、右肩上がりで増えて
おります。マンションの増加とかそういった
ほかの地域とも似ているところがあると思う
んですけれども、特徴的なところとして、この
小さなエリアで端から端まで自転車で行ける
ような、そんなところなんですけど、19もの
大学があるようなところが特徴です。高齢化
率も20％ぐらいで推移していて、若い方がど
んどん地域に入ってきていますね。教育に熱
心な方とかが地域に入ってくるところですね。
　その中で、地域福祉コーディネーターとい
うものを平成24年度から配置しています。今
までですと、社会福祉協議会に困ったことが
あったら来てくださいっていうスタイルだっ
たんですね。でも、それではなかなか来れな

い方が多いということで、自分たちから地域
の中に入って行って、困り事を探していこう
ということで、平成24年度から地域福祉コー
ディネーターを、配置して、現在10名のコー
ディネーターがおります。一つ前のスライド
に戻っていただきますと、写真が写ってます
けど、みんな若いスタッフで、朝から自転車
で出かけて行って、帰ってくるのが夕方みた
いな、営業職みたいな生活をしています。文
京区を４つに分けた地域に、２人とか３人と
かずつ配置しまして、あと全域担当というこ
とで10名配置しております。
　主な役割は２つございまして、個人の方へ
の支援と地域の支援と、これ、両方やる形に
なっています。個人の方への支援は、いわゆ
るごみ屋敷みたいな、なかなか制度に簡単に
つながらないようなご相談を受けたりします。
具体的に言うと、例えば62歳男性。急に働け
なくなってしまって家にいる。困った状態な
んですけど、障害はない。貯金はちょっとあ
るとか、生活保護に行くほどではない。３か
月ひきこもりで動けない、働けないみたいな。
何の制度でどういうふうに支援していこうか
分からないような相談というのが、巡り巡っ
て地域福祉コーディネーターのほうに、いろ
んな地域の方から入ってくるようなことがあ
ります。
　そういったご相談を受けますと、行政やほ
かの専門職や住民の方と一緒に、課題に向け
て支援していくんですけども、ご本人が課題
を解決したいとかもなかなか思われないこと
もあるので、一緒にご本人と向き合いながら
問題を整理して、一緒に肩を並べて課題に向
き合っていくということをしていきます。そ
の中でサービスや制度につないだり、住民活
動につなげたり、そういう住民活動がなけれ
ばつなげ先をつくっていくような支援もして

いきます。
　住民活動としては、最近はこの２つ目の、
居場所づくりをしたいというニーズが、この
10年で文京区ではとてもありまして、力を入
れてきたところになります。
　ただ居場所といっても様々な居場所があり
ます。毎日やっている場所から、月に１回の
居場所まで。それを私たちのほうで整理して、
施策や事業と結びつけやすいようにしていま
す。多機能な居場所と言われる、週に３回も
４回もやっている、誰でもどうぞというよう
な居場所を中心に、中機能、単機能の居場所
づくりをセットに考えて、文京区で９か所の
こういうセットをつくっていくイメージを
コーディネーターが持って地域の中に入って
いきます。
　代表的なのがこちらの「こまじいのうち」
というところです。平成25年から立ち上げて
いまして、常設型の民家の中で皆さんが一緒
に実行委員会をつくって、主体的に運営して
きたところです。子ども食堂ですとか、若い
お母さんたちが遊びに来たり、高齢者の方た
ちがお茶しに来るような、ふらっと寄れるよ
うな場所です。民家なので実家に帰ってきた
みたいな感じっていうふうによく言われます。
　最初からこういった40人の実行委員会でこ
の場をつくってきました。だんだん住民の方
による事務局的な組織、コアスタッフという
組織もつくって、現在ではこのコアスタッフ
が中心に直営し、年に１回程度この実行委員
会と呼ばれる全体会を開催するようなイメー
ジです。
　居場所づくりといっても、ただ交流してい
るだけではなくて、やっぱり住民の方のいろ
んな愚痴のようなものというんですかね、困っ
てるとか、例えばちょっと認知症が進んでる
かもみたいなことがあれば、それを地域福祉

11/18
木

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
①

79第3回 地域共生社会推進全国サミット in かまくら 記録集  ●　



11/18
木

11/19
金

開
会
式

引
継
式

基
調
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

メ
イ
ン
テ
ー
マ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ま
と
め

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
①

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
②

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
③

特
別
講
演

鎌
倉
の
取
組
紹
介

コーディネーターのほうに言っていただいて、
私たちがいろんな専門職につなげるというこ
とをしています。
　こういうキーベースの仕事部屋みたいなプ
ログラムもやっていまして、障害の方と地域
の方と混じって、使用済み切手の整理みたい
な、みんなで内職しようみたいなこともプロ
グラムとしてあります。
　隣の家も空き家になって、こちらでは「こ
まぴよのおうち」という、子育ての方たちが
遊びに来るような地域子育て支援拠点事業と
いうのもやっております。
　ほかにもいろんな居場所があって、今日
ちょっと時間があれで紹介しきれないぐらい
あるんですけど。これは長屋の１階部分を改
修してつくった居場所づくりで、こちらも実
行委員会に町会の方や、あと企業の方ですと
か建築家の方たちも入って修繕からやってい
きました。
　こちらはお米屋さんを改修してつくった地
域の居場所ですね。
　このスライドは子ども食堂です。子ども食
堂なんですけど、高齢者の方も来ている、い
わゆる地域食堂という形のものもあります。
現在ではこういう子ども食堂、テイクアウト
型でコロナの中でもやっていらっしゃいます。
　このスライドはちょっと変わりまして、不
登校の子たちって、最初の段階だとやっぱり
なかなかオープンな場所で集まることが苦手
だったりするので、NPO法人と連携した若者
の居場所ということもやっています。好きな
こと、ゲームとかですね、好きなことからつ
ながっていこう。１人でゲームしないでみん
なでやろうということで、NPO法人と社協で
連携してやっています。
　こちらは介護予防の取組です。私がやりた
い介護予防みたいなコンセプトで、みんなで

つくられた「かよい～の」というプログラムで、
現在区内に26団体ありますけれども。男性は
やはりゲーム性があるものに参加しやすいと
かいろんな傾向があるんですけども、こういっ
たところのプログラムも、こちらの活動にか
かわるコーディネーターは特に生活支援コー
ディネーターも兼務しているので、その側面
でお手伝いしています。
　こういった地域の居場所づくり、ちょっと
細かくて見えづらいんですけども、上のほう
の円というのがいわゆる地域側というんです
かね。そこに居場所を拠点として地域の方た
ちのネットワークをつくっていくということ
をやっています。一方で、下にあるのが専門
職とかというところなんですけど、その間を
つなぐのが地域福祉コーディネーターの役割
と考えていて、居場所の中で様々な課題を拾っ
て、それを住民の方ではなかなか解決できづ
らい部分というのを、下の専門職のネットワー
クにつなげていく。その方をまた地域の居場
所とか、いろんな活動のほうにつなげていく
と。その中心的な地域の拠点を担っているの
が、常設型である多機能な居場所。こういう
ようなイメージをつくって、文京区のほうで
行政と社協と住民の方と協働してつくってい
るのが、この10年やってきた実践になります。
▼永田：浦田さん、ありがとうございました。
様々な居場所を通じて、多様なつながりを生
み出していくと同時に、それを支援するコー
ディネーターの役割についても教えていただ
いたのではないかと思います。多機能型の拠
点を持続的にしていく条件など、また改めて
議論をしていければと思います。
　それでは、次に小島さんのほうからご報告
をいただきたいと思います。小島さん、よろ
しくお願いいたします。
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コーディネーターのほうに言っていただいて、
私たちがいろんな専門職につなげるというこ
とをしています。
　こういうキーベースの仕事部屋みたいなプ
ログラムもやっていまして、障害の方と地域
の方と混じって、使用済み切手の整理みたい
な、みんなで内職しようみたいなこともプロ
グラムとしてあります。
　隣の家も空き家になって、こちらでは「こ
まぴよのおうち」という、子育ての方たちが
遊びに来るような地域子育て支援拠点事業と
いうのもやっております。
　ほかにもいろんな居場所があって、今日
ちょっと時間があれで紹介しきれないぐらい
あるんですけど。これは長屋の１階部分を改
修してつくった居場所づくりで、こちらも実
行委員会に町会の方や、あと企業の方ですと
か建築家の方たちも入って修繕からやってい
きました。
　こちらはお米屋さんを改修してつくった地
域の居場所ですね。
　このスライドは子ども食堂です。子ども食
堂なんですけど、高齢者の方も来ている、い
わゆる地域食堂という形のものもあります。
現在ではこういう子ども食堂、テイクアウト
型でコロナの中でもやっていらっしゃいます。
　このスライドはちょっと変わりまして、不
登校の子たちって、最初の段階だとやっぱり
なかなかオープンな場所で集まることが苦手
だったりするので、NPO法人と連携した若者
の居場所ということもやっています。好きな
こと、ゲームとかですね、好きなことからつ
ながっていこう。１人でゲームしないでみん
なでやろうということで、NPO法人と社協で
連携してやっています。
　こちらは介護予防の取組です。私がやりた
い介護予防みたいなコンセプトで、みんなで

つくられた「かよい～の」というプログラムで、
現在区内に26団体ありますけれども。男性は
やはりゲーム性があるものに参加しやすいと
かいろんな傾向があるんですけども、こういっ
たところのプログラムも、こちらの活動にか
かわるコーディネーターは特に生活支援コー
ディネーターも兼務しているので、その側面
でお手伝いしています。
　こういった地域の居場所づくり、ちょっと
細かくて見えづらいんですけども、上のほう
の円というのがいわゆる地域側というんです
かね。そこに居場所を拠点として地域の方た
ちのネットワークをつくっていくということ
をやっています。一方で、下にあるのが専門
職とかというところなんですけど、その間を
つなぐのが地域福祉コーディネーターの役割
と考えていて、居場所の中で様々な課題を拾っ
て、それを住民の方ではなかなか解決できづ
らい部分というのを、下の専門職のネットワー
クにつなげていく。その方をまた地域の居場
所とか、いろんな活動のほうにつなげていく
と。その中心的な地域の拠点を担っているの
が、常設型である多機能な居場所。こういう
ようなイメージをつくって、文京区のほうで
行政と社協と住民の方と協働してつくってい
るのが、この10年やってきた実践になります。
▼永田：浦田さん、ありがとうございました。
様々な居場所を通じて、多様なつながりを生
み出していくと同時に、それを支援するコー
ディネーターの役割についても教えていただ
いたのではないかと思います。多機能型の拠
点を持続的にしていく条件など、また改めて
議論をしていければと思います。
　それでは、次に小島さんのほうからご報告
をいただきたいと思います。小島さん、よろ
しくお願いいたします。

▼小島：よろしくお願いいたします。皆さん、
はじめまして。NPO農スクールの小島希世子
と申します。
　NPO農スクールの活動を紹介する前に、最
初に、少し自己紹介をさせてください。私の
本業は、えと菜園という小っちゃい農園をやっ
ている、神奈川県藤沢市の野菜農家になりま
す。農家なのでふだんは野菜作ったりだとか、
あと生まれが熊本県なので、熊本県の16軒
の農家さんと一緒に、農家直送のオンライン
ショップを運営したり、あと神奈川県で農業
体験サービスを提供したりしてます。
　神奈川県藤沢市でやってる農業体験サービ
スでは、小さなお子様連れのご家族の方だっ
たりだとか、あと定年退職された方など、大
体０歳児から、もうほんと80代の方まで、市
民の方が野菜作りを楽しみにご来園くださっ
ています。藤沢市民の方が多いんですけれど
も、横浜とか、東京からも、あと鎌倉からも
ご来園くださるような農園で、週末はすごく
賑わっていて、大体年間延べ１万人以上の方
がご来園くださっています。こういった農家
としての活動をしながら、NPO農スクールを
運営しています。
　皆さん、ここでこちらのスライドの数字を
見て何を想像されますか。現在日本の農業界
は農業者が約136万人、平均年齢が67.8歳と、
高齢化や担い手不足が進んで危機的な状況で
す。その一方で、ホームレス状態の方だった

りだとか、生活保護受給者の方、ひきこもり
の方など、働きづらさを抱える方が、合計す
ると330万人存在していると言われています。
この330万人の方の中には、病気などの事情
で働けない状態の方もいますが、中には働き
たいけど仕事がないっていう方だったり、心
理的なちょっとした一歩が進めれば、ちょっ
としたチャンスがあれば働くことができる方
というのも多数存在します。
　農スクールでは、働きたいけど仕事がない
方と、人手不足の農業界をつなぐという取組
をしています。具体的には２つの取組をして
います。１つ目は自社農場での農業プログラ
ムの提供。２つ目は農家実習。農家インター
ンという農家実習を通じて、適材適所を発見
し、農家に就職して日本の農業界を支える人
材になっていただくというような取組になり
ます。
　このプログラムはトータルで半年間なんで
すけれども、農家インターンに参加した人の
約44％の方が正社員だったりアルバイトなど
の就職に到達しています。2020年、農林水産
省さんのモデル事業で、藤沢地区、藤沢モデ
ルという形でプログラムを提供させていただ
いたときにいたっては、83.6％の方が就職し
ていきました。
　なぜ私がこの農業に関わる取組をしている
かといいますと、ちょっと幼少期に遡るんで
すけれども、私、熊本県の合志市という農村
地帯で生まれ育ちました。農家を目指すきっ
かけとなったのが、小学校のときに見たドキュ
メンタリー番組です。どういう番組かという
と、世界には食糧不足で死んでいく子供たち
がいるという飢餓の番組で、私、住んでたの
が農村地帯だったので、畑にたくさん食べ物
あるのに、冷蔵庫を開ければ食べ物があるの
にっていうので、将来は自分が現地で農家に
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なって、食糧を生産して、世界の食糧難をな
くす仕事がしたいっていうふうに思うように
なりました。大学進学で、熊本県から神奈川
県に出てきたんですけれども、国際協力とか
食糧問題が学べる学部に進学して、そのとき
にちょっと衝撃を受けたことがありまして、
それは駅で寝ているホームレスの方の存在で
す。日本にもまだ住む家とか食糧に困ってい
る人がいるっていうのを見て、すごく衝撃を
受けました。農村に行けば空き家がたくさん
あります。また農業界は慢性的な人手不足で
す。農村で農家という職業に就けば、住む家
も食糧も一気に手に入れられる。そんな仕組
みがつくれないかなというので、農業系の会
社に就職した後、独立して取組を始めました。
　まず最初に、横浜で畑を始めたんですけれ
ども、畑を借りてホームレスの人たちと一緒
に野菜作りを取り組むところから始めました。
このときに意外な発見があったんです。皆さ
ん、こちらのスライドの図を見て何を想像さ
れますか。これ、建築現場の様子だと思う方
もいれば、中には農業の現場だって思った方
もいらっしゃったかと思います。そうなんで
す。建築現場の機械と農業現場の機械、割と
同じなんです。当時ホームレスの方たちって
いうのが、もともとは建築現場で日雇いの仕
事をばりばりやってた方たちだったんですが、
リーマンショックで仕事を失って路上に出て
しまった、ホームレス状態になってしまった
というような状態でした。なので、ホームレ
スのおじさんたちは、既に農業界で即戦力に
なれるスキルと体力を持っていました。この
とき、適材適所に丁寧にマッチングすれば、
働く側も雇う側もお互いハッピーになれると
いうふうに実感した瞬間でした。その後いろ
いろあったんですが、実際にホームレスの方
で農家になる人が出てくるようになりました。

最初50代の元ホームレスの方が農家になった
ことで、続いて60代の方、40代の方も農家に
なっていきました。
　そうすると、今度はひきこもり支援の団体
さんがちょっと参加してみたいということで、
ひきこもりの方も参加するようになり、農家
の正社員になる方が出てきて、農業経営者に
なり、ご自分で農園を経営している方まで出
てくるようになりました。卒業生は、全国各
地で農家になり、日本の農業界を支える人材
として活躍してる方たちもいます。今日聞い
てらっしゃる方も、卒業生が作った農作物を
どこかで食べてるかもしれません。
　現在、就農支援プログラムという形で、我々
のプログラムを提供しているんですが、どう
いうプログラムかといいますと、農作業を細
分化して３つの系統に分け、目的にひもづけ
することで、長所を発見したり、発見した長
所を伸ばしていくプログラムになっています。
ざっくり一言で言いますと、野菜を育てなが
ら自己肯定感を育て、適材適所を発見するプ
ログラムになってます。人は１つ以上の長所
を必ず持っています。自分への自信を取り戻
すことで一歩踏み出す勇気が湧いてきます。
そして長所で適材適所を極めていけば、今働
けない状態の方とか、就労困難者と呼ばれる
方でも、生き生きと働くことができる可能性
が高いというふうに私は考えています。
　こちらの写真は、実際のプログラムの様子
の写真なんですけれども、こちら、ホームレ
スの方もひきこもりの方も一緒に作業をして
いる様子です。多分、福祉の現場だと、当事
者の方によってサポート内容が分かれるため、
ひきこもりの方はひきこもり支援、ホームレ
スの方はホームレスの支援、障害の方は障害
の支援だけっていうふうに分かれている現場
も多いかとは思うんですけれども、農スクール
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なって、食糧を生産して、世界の食糧難をな
くす仕事がしたいっていうふうに思うように
なりました。大学進学で、熊本県から神奈川
県に出てきたんですけれども、国際協力とか
食糧問題が学べる学部に進学して、そのとき
にちょっと衝撃を受けたことがありまして、
それは駅で寝ているホームレスの方の存在で
す。日本にもまだ住む家とか食糧に困ってい
る人がいるっていうのを見て、すごく衝撃を
受けました。農村に行けば空き家がたくさん
あります。また農業界は慢性的な人手不足で
す。農村で農家という職業に就けば、住む家
も食糧も一気に手に入れられる。そんな仕組
みがつくれないかなというので、農業系の会
社に就職した後、独立して取組を始めました。
　まず最初に、横浜で畑を始めたんですけれ
ども、畑を借りてホームレスの人たちと一緒
に野菜作りを取り組むところから始めました。
このときに意外な発見があったんです。皆さ
ん、こちらのスライドの図を見て何を想像さ
れますか。これ、建築現場の様子だと思う方
もいれば、中には農業の現場だって思った方
もいらっしゃったかと思います。そうなんで
す。建築現場の機械と農業現場の機械、割と
同じなんです。当時ホームレスの方たちって
いうのが、もともとは建築現場で日雇いの仕
事をばりばりやってた方たちだったんですが、
リーマンショックで仕事を失って路上に出て
しまった、ホームレス状態になってしまった
というような状態でした。なので、ホームレ
スのおじさんたちは、既に農業界で即戦力に
なれるスキルと体力を持っていました。この
とき、適材適所に丁寧にマッチングすれば、
働く側も雇う側もお互いハッピーになれると
いうふうに実感した瞬間でした。その後いろ
いろあったんですが、実際にホームレスの方
で農家になる人が出てくるようになりました。

最初50代の元ホームレスの方が農家になった
ことで、続いて60代の方、40代の方も農家に
なっていきました。
　そうすると、今度はひきこもり支援の団体
さんがちょっと参加してみたいということで、
ひきこもりの方も参加するようになり、農家
の正社員になる方が出てきて、農業経営者に
なり、ご自分で農園を経営している方まで出
てくるようになりました。卒業生は、全国各
地で農家になり、日本の農業界を支える人材
として活躍してる方たちもいます。今日聞い
てらっしゃる方も、卒業生が作った農作物を
どこかで食べてるかもしれません。
　現在、就農支援プログラムという形で、我々
のプログラムを提供しているんですが、どう
いうプログラムかといいますと、農作業を細
分化して３つの系統に分け、目的にひもづけ
することで、長所を発見したり、発見した長
所を伸ばしていくプログラムになっています。
ざっくり一言で言いますと、野菜を育てなが
ら自己肯定感を育て、適材適所を発見するプ
ログラムになってます。人は１つ以上の長所
を必ず持っています。自分への自信を取り戻
すことで一歩踏み出す勇気が湧いてきます。
そして長所で適材適所を極めていけば、今働
けない状態の方とか、就労困難者と呼ばれる
方でも、生き生きと働くことができる可能性
が高いというふうに私は考えています。
　こちらの写真は、実際のプログラムの様子
の写真なんですけれども、こちら、ホームレ
スの方もひきこもりの方も一緒に作業をして
いる様子です。多分、福祉の現場だと、当事
者の方によってサポート内容が分かれるため、
ひきこもりの方はひきこもり支援、ホームレ
スの方はホームレスの支援、障害の方は障害
の支援だけっていうふうに分かれている現場
も多いかとは思うんですけれども、農スクール

ではみんなごちゃ混ぜで一緒にやるっていう
のが一般的です。理由としては、参加者の方
がどういう状態かとか、どういうことでお困
りかではなくて、農業という一つの目的を共
有して集まった集団なので、農業に自分の長
所でどう貢献できるかというのに皆さん注力
しているんですね。だからこそ長所が見つか
りやすくなったり、自然と役割が生まれてい
くんだというふうに考えています。例えば力
が強い人が、重たいものを収穫して運ぶとき
運んでくれたり、人と接するのに抵抗がない
方が掛け声をかけてくれたり、そういうのが
自然と生まれてくるんですね。
　鎌倉市さんとも農業就労体験セミナーって
いうのを一緒に協働でさせていただいてます。
昨年の参加者の中からは、藤沢市の農家に就
職した人も出てきました。私が農スクールで
大切にしていることは、支える側と支えられ
る側といった固定化された環境をつくらない
ということです。例えば農スクールの卒業生
も、今は受講中、サポートしてもらっていて
も、将来は人手不足の農家さんを支える存在
となって、聞いてらっしゃる皆さんの食卓に
並ぶ農作物を作る存在になる。皆さんの命を
支える食糧を生み出す生産者になっていく可
能性のある方々なのです。ほとんどの人は農
作物を食べて生きています。つまり農業って
何かしら関わるだけで、誰かの命を支える農
作物を作ってるわけで、もうそれだけで既に
共生社会なんじゃないかなと個人的には思っ
ています。これからも、誰もが望めば農業を
食糧と職業にできる社会、そういう社会にな
ることを目指して取り組んでいきたいと思っ
ております。ご清聴ありがとうございました。

▼永田：小島さん、ありがとうございました。
個人的には、小島さんが農園での活動を通じ
て、そこに参加する全ての人が役割を持てる
ような関係を築いている。そういう点に大き
な魅力や農業の力、共生社会の可能性という
ものを感じさせていただきました。ありがと
うございました。
　それではここから30分程度、ディスカッ
ションをしてまいりたいと思います。まずディ
スカッションのテーマを設定したいと思いま
す。近年私たちは参加支援という言い方をし
ているんですけれども、この参加は必ずしも
就労だけを目指しているわけではなくて、誰
もが望む形で役割を持って社会参加できる、
そういう社会を目指していきたいと思ってい
ます。そのためには多様な参加の場を地域の
中につくっていく必要があるわけですが、「課
題でつながる縁」、と地縁を掛け合わせていく
ことが必要ではないかというご提起を又村さ
んからいただいています。そこで、今日は地
域社会に多様な参加の場をつくり出していく
には、どのような参加のデザインが必要なの
か、また仕掛けが必要なのかということを議
論してまいりたいと思います。
　こちらに、分かりやすいようにパネルをご
用意いたしましたけれども、大きくこの３つ
のテーマについて議論をしてまいりたいと
思っております。１つ目が越境、クロスオー
バーする実践というキーワード。２つ目が
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「誰かのやりたい」から出発する地域づくりと
いうキーワード。そして３つ目が参加をデザ
インするコーディネーターの役割です。さら
に時間があれば、最後のウィズコロナ、ポス
トコロナ時代の社会参加についても、皆さん
と議論してまいりたいと思います。
　それではまず冒頭の越境、クロスオーバー
する実践ということについて、議論してまい
りたいと思います。今日の発表の中からも、
多様な参加の場のデザインに求められる発想
のヒントがたくさんあったのではないかと思
いますが、その一つが「クロスオーバー」と
いうキーワードではないかと思います。小島
さんは最近まで制度に乗らないところで様々
な取組を進めてこられ、工夫した就農支援や
農業プログラムを独自につくってこられたと
いうご発表をいただきました。非常に大事な
ことだったように思うので、そこで大事にさ
れてきたことや、お気づきになられたことを
改めて強調していただけますでしょうか。お
願いいたします。
▼小島：やっぱり背景が違う方とか、困り事
が違う方が一緒に、クロスオーバーというか、
一緒に作業することで、意外と自然に役割と
いうのが生まれるというふうに思っていまし
て、例えば農作業って基本的に１人で行うも
のもあるんですけど、２人以上で行うものが
割と多いんですね。例えばキュウリのネット
張ったりするときに、１人でやるより２人で
やった方が良いんですが、やるときにどっち
かが掛け声かけて、「じゃあそっち引っ張っ
て。」とか、こういうのは結構しゃべるのが得
意な方が自然とやってくださったりだとか。
例えば収穫したものを車に積み込むときに、
力持ちの人が、「あ、じゃあ私が２往復しま
す。」というふうに言ってくれたりだとか。人
と接することで、あ、これ自分は得意なんだ

とか、すごく見えてくるという部分がありま
す。かつ、農業って困り事で分けてるんじゃ
なくて、農業しようっていう目的で集まって
るので、じゃあ自分がこの野菜作るときに何
ができるかみたいなのを、一人一人が自分で
考えるし、お互い、「〇〇さん、これ得意なん
ですね。ちょっと手伝ってもらえます？」み
たいなのが自然に生まれるので。そういうと
ころが自然に勝手に生まれてくるんだなとい
うのが大きな現場の気づきになります。
▼永田：私たち福祉の側では、従来、対象者
ごとに、課題ごとに分けていくという考え方
をずっとしてきましたが、今の小島さんのお
話を聞いていると、違うからこそいろいろな
役割が生まれてきて、できることにコミット
していくことで新たな可能性が開けていく。
そんなお話だったんではないかと思います。
高齢者だけとか障害者だけというように分け
ていくのではなく、違うからこそいろいろな
役割が生まれる。それをやりたい人たちが集
まってコミットしていくということが非常に
重要ではないかと思いました。これは共生の
プログラムを考えていく上で大切な視点とし
て共有しておきたいと思います。
　次に、地域の中で様々な取組を進められて
いる浦田さんにもお聞きしたいのですが、又
村さんがおっしゃったような、「相互援助力」、
つまり、支える、支えられるという役割を固
定しない関係を、浦田さんは居場所づくりを
支援していく中でどのようにつくりだそうと
されてるのか教えていただけないでしょうか。
▼浦田：私たちがやってる居場所づくりの中
では、やはり居場所そのものの多様性をどう
いうふうにつくるかというのは結構重要だな
というふうに思っています。その居場所の多
様性をつくるに当たって、まず担い手側が多様
であるかが結構重要なポイントなんじゃない
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「誰かのやりたい」から出発する地域づくりと
いうキーワード。そして３つ目が参加をデザ
インするコーディネーターの役割です。さら
に時間があれば、最後のウィズコロナ、ポス
トコロナ時代の社会参加についても、皆さん
と議論してまいりたいと思います。
　それではまず冒頭の越境、クロスオーバー
する実践ということについて、議論してまい
りたいと思います。今日の発表の中からも、
多様な参加の場のデザインに求められる発想
のヒントがたくさんあったのではないかと思
いますが、その一つが「クロスオーバー」と
いうキーワードではないかと思います。小島
さんは最近まで制度に乗らないところで様々
な取組を進めてこられ、工夫した就農支援や
農業プログラムを独自につくってこられたと
いうご発表をいただきました。非常に大事な
ことだったように思うので、そこで大事にさ
れてきたことや、お気づきになられたことを
改めて強調していただけますでしょうか。お
願いいたします。
▼小島：やっぱり背景が違う方とか、困り事
が違う方が一緒に、クロスオーバーというか、
一緒に作業することで、意外と自然に役割と
いうのが生まれるというふうに思っていまし
て、例えば農作業って基本的に１人で行うも
のもあるんですけど、２人以上で行うものが
割と多いんですね。例えばキュウリのネット
張ったりするときに、１人でやるより２人で
やった方が良いんですが、やるときにどっち
かが掛け声かけて、「じゃあそっち引っ張っ
て。」とか、こういうのは結構しゃべるのが得
意な方が自然とやってくださったりだとか。
例えば収穫したものを車に積み込むときに、
力持ちの人が、「あ、じゃあ私が２往復しま
す。」というふうに言ってくれたりだとか。人
と接することで、あ、これ自分は得意なんだ

とか、すごく見えてくるという部分がありま
す。かつ、農業って困り事で分けてるんじゃ
なくて、農業しようっていう目的で集まって
るので、じゃあ自分がこの野菜作るときに何
ができるかみたいなのを、一人一人が自分で
考えるし、お互い、「〇〇さん、これ得意なん
ですね。ちょっと手伝ってもらえます？」み
たいなのが自然に生まれるので。そういうと
ころが自然に勝手に生まれてくるんだなとい
うのが大きな現場の気づきになります。
▼永田：私たち福祉の側では、従来、対象者
ごとに、課題ごとに分けていくという考え方
をずっとしてきましたが、今の小島さんのお
話を聞いていると、違うからこそいろいろな
役割が生まれてきて、できることにコミット
していくことで新たな可能性が開けていく。
そんなお話だったんではないかと思います。
高齢者だけとか障害者だけというように分け
ていくのではなく、違うからこそいろいろな
役割が生まれる。それをやりたい人たちが集
まってコミットしていくということが非常に
重要ではないかと思いました。これは共生の
プログラムを考えていく上で大切な視点とし
て共有しておきたいと思います。
　次に、地域の中で様々な取組を進められて
いる浦田さんにもお聞きしたいのですが、又
村さんがおっしゃったような、「相互援助力」、
つまり、支える、支えられるという役割を固
定しない関係を、浦田さんは居場所づくりを
支援していく中でどのようにつくりだそうと
されてるのか教えていただけないでしょうか。
▼浦田：私たちがやってる居場所づくりの中
では、やはり居場所そのものの多様性をどう
いうふうにつくるかというのは結構重要だな
というふうに思っています。その居場所の多
様性をつくるに当たって、まず担い手側が多様
であるかが結構重要なポイントなんじゃない

かなと思っています。例えば「こまじいのう
ち」の実行委員会は高齢者の方も入ってます
し、若い人も入っています。最近つくる居場
所では、企業の方も入ったり、建築家のよう
な専門家の方も入ったり。そういう若い方か
ら高齢の方、いろんな方が居場所の担い手に
なって、その場をどうやってつくるか、実行
委員会で議論していくので、自然といろんな
方向けのプログラムというのがその中で生ま
れていって。隣りでは高齢者の方のお茶飲み
をやっているけど、隣りではママさんたちが
赤ちゃん連れの方へのサロンをやっていると
いうような、そういうところで相互が自然と
入り混じって、ママさんたちがおしゃべりに
もう夢中なので、高齢者の方が赤ちゃんの面
倒を見てるみたいな形で、どんどんナチュラ
ルに混じり合っていくという、そういうふう
な展開が見えるなというふうに思っているの
で、意図的にその多様な体制をどうつくるか
というのは、コーディネーターはいつも考え
ているかなと思います。
▼永田：浦田さん、ありがとうございます。
ヒントとしては、担い手の側も多様でないと
参加する側の多様性というのも生まれてこな
いということだと思います。また支援すると
きに、運営していく主体に多様性を持たせる
ように、意図的に働きかけてるということで
すね。
　一方で、こうした「ごちゃ混ぜの力」に我々
期待してるわけですが、地域の中ではやはり
障害のある方とか弱い立場にある方は排除さ
れるということもあり得るわけで、そうした
点にも留意していく必要ってあるのではない
かと思います。障害者の支援をされている又
村さんのほうから、こうした際に生じるコン
フリクトというのをどのように解決していけ
ばいいのか、お考えをお聞かせいただければ

と思います。
▼又村：障害のある人への施策に関するこれ
までの歴史的な背景もあって、いわゆるイン
クルーシブな社会になってこなかったことが
根底にあるということはまずあるでしょうし、
また一方で、役割が多様だということは障害
のある人も全く同じということが大前提で、
確かに地域のコンフリクトと思われることは
起こり得るだろうと考えます。これは障害の
ある人に限らず、高齢の人はちょっと勘弁し
てほしいと思う人もいるでしょうし。特に認
知症の人はちょっと、というようなことも起
こるとして、先ほど申し上げたように、私は
前職、市の職員だったもので、スライド資料
ではなくて、フルバージョンの方の資料には
盛り込んであるんですけど、前の職場で実は
地域福祉活動拠点を整備する担当をさせてい
ただいていました。町内福祉村っていう平塚
市の単独事業だったんですけどね。これを整
備するときに必ず心がけていたのは、市のほ
うから絶対に押し付けないということでした。
地域の皆様が主体的に展開していただくとい
うことが第一であって、市のほうからは提案
はするけれども押しつけはしない。これは恐
らく文京区さんとかでも必ずそうされている
と思うんですけども。こういったことがある
ので、地域の皆様がそれぞれで納得された上
で立ち上がってきたということで、先ほど浦
田さんが発表されたような、解け合っていく
ような取組というのが進んできたかなという
ように思います。
　もう一つは、実は先ほど紹介したＣ型の蒲
郡市の楽笑さんなんですけど。たまたま私、
昨日蒲郡市にお伺いしてまして、楽笑の方々
ともお話ししてきました。そうしたら何と、
さっきのスライドで一番厳しい意見を言って
いた地元の代表の方が、今や一番の応援団。
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具体的には、蒲郡市のコミュニティバスを停
めるときの停留所を必ず楽笑の事業所の前に
してくれというふうに要望されたそうなんで
すね。その理由がふるっていて、楽笑の事業
所の前にコミュニティバスのバス停を作れば、
高齢の人とか子供たちが待ち合わせをするた
めの場所は必ず楽笑が作ってくれると。地域
のために動いてくれる法人なんだから、地域
の側も楽笑のほうにきちんと目を向けなきゃ
いけないんだということを、楽笑が言うんじゃ
なくて、楽笑にずっと厳しいご意見を言って
いた方がバックアップしていただいているな
んていうお話を聞いてですね、やっぱり地域
への能動的な働きかけがあって、地域の方と
一緒に動いていくということの積み上げで、
こういったコンフリクトっていうのがなくな
るというか、そんなことを気にしなくてもよ
くなってくる。そこが大事かなというふうに
思います。
▼永田：安易に混ぜるだけがいいということ
ではなく、地域の皆さんと地道な対話を重ね
ていくことで、また実績を重ねていくことで、
偏見などが解消していくというお答えだった
かと思います。今回の一つのテーマとしてク
ロスオーバーということを挙げさせていただ
きましたが、違うからこそいろいろな役割が
生まれる。分けないことがそういった役割を
引き出していという点は、非常に大事な視点
でだったのではないかと思います。
　では、次に２つ目のテーマ、「誰かのやりた
い」から出発する地域づくりということにつ
いても議論をしてまいりたいと思います。ど
うしてこのテーマを取り上げたかといいます
と、通常福祉の専門職、私も含めてですけれ
ども、地域に何か課題があるから、それに対
する取組をつくっていかなければいけない。
こういうふうに考えることが非常に多いわけ

ですが、今回、小島さんの取組をお聞きして
いると、「やりたい」と活動始めた人がいらっ
しゃって、その思いの中に地域の課題を溶け
込ませていく。Ｃ型もそういう発想として捉
えたのですが、「誰かのやりたい」から出発
した活動に地域課題の解決を溶け込ませてい
くアプローチも重要ではないかと感じました。
ここはいわゆる福祉を本業にしていない人の
立場から、小島さんにまずご発言いただけれ
ばと思いますが、小島さん、いかがでしょうか。
▼小島：福祉が本業じゃない。農家なので本
業じゃないんですけども、多分多くの生活者
の方というのが、これは福祉の制度に当ては
まってる、これは当てはまってないから福祉
じゃないっていうふうに意識して生活してな
いと思うんですね。私自身、福祉の知識があ
まりなくて、働きたいけど仕事がない方がい
て、農業界は人手不足で人を求めていて、じゃ
あつなぎ合わせればいいやっていうので始め
たんですが、これがいわゆる農福連携ってい
う位置づけであることすら知らずに活動自体
を始めています。本当に発端がこういうこと
やりたいな、でもできないなっていう人がそ
こにいて、片やこういうことを自分はできる
し、どこかで活動できる場がないかなってい
う人が同じ地域にいてっていうときに、その
両者が出会える場をデザインしていくと、関
わる人たちが自然に自ら動き出して、何かい
い方向に回り出すというふうに考えています。
その際、部分的にでも福祉に当てはまる、あ、
ここは福祉に当てはまるねっていうときに、
福祉の仕組みとかで専門家の方々がサポート
してくださると、さらに活動が加速していく
のかなというふうに個人的には思います。
▼永田：小島さんのような様々な思いを持っ
て多様な活動をしている人たちの活動の中に、
福祉の要素が実はあるはずなのに、そこに誰も
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具体的には、蒲郡市のコミュニティバスを停
めるときの停留所を必ず楽笑の事業所の前に
してくれというふうに要望されたそうなんで
すね。その理由がふるっていて、楽笑の事業
所の前にコミュニティバスのバス停を作れば、
高齢の人とか子供たちが待ち合わせをするた
めの場所は必ず楽笑が作ってくれると。地域
のために動いてくれる法人なんだから、地域
の側も楽笑のほうにきちんと目を向けなきゃ
いけないんだということを、楽笑が言うんじゃ
なくて、楽笑にずっと厳しいご意見を言って
いた方がバックアップしていただいているな
んていうお話を聞いてですね、やっぱり地域
への能動的な働きかけがあって、地域の方と
一緒に動いていくということの積み上げで、
こういったコンフリクトっていうのがなくな
るというか、そんなことを気にしなくてもよ
くなってくる。そこが大事かなというふうに
思います。
▼永田：安易に混ぜるだけがいいということ
ではなく、地域の皆さんと地道な対話を重ね
ていくことで、また実績を重ねていくことで、
偏見などが解消していくというお答えだった
かと思います。今回の一つのテーマとしてク
ロスオーバーということを挙げさせていただ
きましたが、違うからこそいろいろな役割が
生まれる。分けないことがそういった役割を
引き出していという点は、非常に大事な視点
でだったのではないかと思います。
　では、次に２つ目のテーマ、「誰かのやりた
い」から出発する地域づくりということにつ
いても議論をしてまいりたいと思います。ど
うしてこのテーマを取り上げたかといいます
と、通常福祉の専門職、私も含めてですけれ
ども、地域に何か課題があるから、それに対
する取組をつくっていかなければいけない。
こういうふうに考えることが非常に多いわけ

ですが、今回、小島さんの取組をお聞きして
いると、「やりたい」と活動始めた人がいらっ
しゃって、その思いの中に地域の課題を溶け
込ませていく。Ｃ型もそういう発想として捉
えたのですが、「誰かのやりたい」から出発
した活動に地域課題の解決を溶け込ませてい
くアプローチも重要ではないかと感じました。
ここはいわゆる福祉を本業にしていない人の
立場から、小島さんにまずご発言いただけれ
ばと思いますが、小島さん、いかがでしょうか。
▼小島：福祉が本業じゃない。農家なので本
業じゃないんですけども、多分多くの生活者
の方というのが、これは福祉の制度に当ては
まってる、これは当てはまってないから福祉
じゃないっていうふうに意識して生活してな
いと思うんですね。私自身、福祉の知識があ
まりなくて、働きたいけど仕事がない方がい
て、農業界は人手不足で人を求めていて、じゃ
あつなぎ合わせればいいやっていうので始め
たんですが、これがいわゆる農福連携ってい
う位置づけであることすら知らずに活動自体
を始めています。本当に発端がこういうこと
やりたいな、でもできないなっていう人がそ
こにいて、片やこういうことを自分はできる
し、どこかで活動できる場がないかなってい
う人が同じ地域にいてっていうときに、その
両者が出会える場をデザインしていくと、関
わる人たちが自然に自ら動き出して、何かい
い方向に回り出すというふうに考えています。
その際、部分的にでも福祉に当てはまる、あ、
ここは福祉に当てはまるねっていうときに、
福祉の仕組みとかで専門家の方々がサポート
してくださると、さらに活動が加速していく
のかなというふうに個人的には思います。
▼永田：小島さんのような様々な思いを持っ
て多様な活動をしている人たちの活動の中に、
福祉の要素が実はあるはずなのに、そこに誰も

気づいてないし、そうした人同士が出会えて
ないという問題があるのではないかと思いま
す。やりたいが結びつく参加の場のデザイン
というのは、まさに浦田さんがされているこ
とじゃないかなと思いますが、こうしたやり
たい活動と地域の様々な活動を結びつけてい
くために、浦田さんが工夫されていることは
ありますか。
▼浦田：私も平成24年度から地域福祉コー
ディネーターをやっていたときに、地域に出
始めていたら、全然福祉だけじゃ解決できな
いじゃんっていうことが本当にいっぱいあっ
て、平成28年度から、さっきちょっとご紹介
した、社会福祉協議会の地域連携ステーショ
ンフミコムという部署を立ち上げたんですね。
そこはとにかく福祉以外の方とのネットワー
クをつくっていこうということで、大学、企
業、NPOの方たちと積極的にネットワークを
つくっていく部署を社協につくっています。
地域福祉コーディネーターは地域の中に入っ
て行って、様々なニーズをキャッチしてくる
ので、その地域福祉コーディネーターが持っ
てくるニーズと、やりたいという方のいろん
なニーズというものを、社協の中で組み合わ
せしてマッチングの機会を考えているという
ような、そんな取組をしています。
▼永田：「フミコム」という名前もいいですよ
ね。名前の由来も教えていただいていいです
か。
▼浦田：公募で選ばせていただいたんですけ
ど、文京区、文の京（ふみのみやこ）という
のでフミコムというところと、あと「踏み込
む」。新しい活動に踏み込むみたいな、そうい
うようなイメージもあってその名前になりま
した。ちょうど今週末にフミコムのオンライ
ンイベントを、ユーチューブ配信でやります
ので、ぜひ検索してみていただけたらと思い

ます。
▼永田：こうやって地域にどんどん出て行っ
て、少し自分から宣伝をしていくというのも
大事なコーディネーターの力ではないかと改
めて思いました。地域に出てみたら福祉だけ
で解決できることばかりではないということ
に気づかれて、様々な人との連携や協働が必
要ではないかということをご提起いただいた
と思います。
　やりたいから出発するという視点では、活
動をつくってる皆さんもそうですが、小島さ
んのご発表の中で、プログラムに参加する人
たちにも同じように言えるのではないかと思
うのですが、小島さん、この点いかがでしょ
うか。
▼小島：そうですね、「こういう状態で困って
るっていうような方は参加してください」っ
ていう形じゃなくて、「こういう目的がありま
す。」と例えば農業やろうとか、野菜作ろうと
かの、そういう目的を掲げて募集をかけると、
意外と一緒に走りたい方が参加して、自然と
参加する方が自分が主役というか、主体的に
参加しやすくなっていくのかなっていうふう
に思っています。
▼永田：やりたいという気持ちから、皆さん
が地域の中でつながっていくことも大事です
が、やはり従来の福祉のアプローチは、こう
いう課題がある人はここにいてください、あ
なたの居場所はここですといった形で、決まっ
てること多かったのではないかと思います。
そういう意味ではそれぞれがやりたいことと
そういった活動を結びつけていくということ
が非常に重要なのではないかと感じさせてい
ただきました。
　また、又村さんがご提起いただいたＣ型で
すが、こちらはどちらかというと、事業所の
立場から見ると、地域課題を解決するところ
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から出発してるわけですが、Ｃ型の発想とい
うのも、当事者が地域課題を解決していくこ
とで役割創造していこうという取組だと思い
ます。ウィン・ウィンな関係をつくっている
という意味では、皆さんの実践と共通してい
ると思ったのですが、又村さん、この辺はい
かがでしょうか。
▼又村：まさにそのとおりで、コミュニティ
のＣですので、Ｃ型というのは地域の中での
障害のある人の存在感が確かなものになって
いくということへのアプローチなんですが、
他方でＣ型というのはやっぱり事業であると
か、あるいは取組の話なので、どちらかとい
うと法人とか事業所の立ち位置のことが中心
になるんですね。そうなってくると当然利用
してるご本人がおられるわけですから、ご本
人がそれに能動的に参画できるということも
重要ですし、あとやっぱり力が発揮できると
いうこともとても大事なことだと思います、
他方で障害福祉サービスでもありますから、
地域の中で存在感を発揮できるような役割を
事業所が担おうとしたときに、そこに障害の
ある人が活躍できるようなコーディネートを
する能力、これは内的なコーディネートです
ね。事業所の中で、利用してる障害のある人
がこういうことをやりたいと思ってるんだけ
ど、あなたの力を貸してもらえないかといっ
てアプローチをし、納得のもとにご本人が力
を発揮する、こういうことを引き出していく、
あるいはそこをサポートすることが障害福祉
のこれから求められる専門性じゃないかなと
いうことは感じます。
　あともう一つ、やりたいことをやるって入
り口としてすごい重要で、私も幾つか居場所
の見学させていただきましたけど、「福祉の
におい」がするともう利用したくないってい
う方が一定数いらっしゃるんですね。特に福

祉との出会いがとてもネガティブだった方に
とっては、障害福祉サービスとか介護保険の
デイサービスとか、生活困窮者支援制度とい
うこと自体がもう既にハードルで、そうでは
なくて自分がしたいからする、自分が能動的
に通う場所なんだっていうことが担保されて
ることが重要で、そこをどこまで担保しきれ
るかというのは、結構問われるのかなという
ふうには感じてます。
▼永田：ありがとうございました。障害福祉
サービスに限らず、福祉の専門職として今、
又村さんがおっしゃっていただいたことは非
常に重要な点ではないかと感じました。「福祉
臭」という言い方をされてましたが、これが
福祉サービスで、あなたはこれを利用しなさ
い、ということが決められてしまうことに抵
抗がある方はたくさんいらっしゃるというこ
とだと思います。
　小島さんからは、思いが出会う場をつくっ
ていくことが必要だというお話をしていただ
きました。また浦田さんからは、多様な人の
ネットワークがその基盤になっているという
お話だったと思います。こうした思いが出会
うネットワークは、最近では、プラットフォー
ムという言い方をしたりもしますが、こうい
う出会いの場をまさに浦田さんは地域で仕掛
けてるんだろうと思いました。また参加する
方々にとっても、あなたの居場所はここです
よと決めてしまうのではなくて、主体的に参
加していくためには、やはり自分がやりたい
ことにコミットできるような、そういう機会
や参加の場というのをつくっていくことが必
要だということを感じさせていただきました。
　このことは３番目のテーマ、制度のはざま
の問題とか、地域での居場所づくりを進めて
いくためには、やっぱり何らかの仕掛けとか
働きかけ、もちろん自然にできていくっていう
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から出発してるわけですが、Ｃ型の発想とい
うのも、当事者が地域課題を解決していくこ
とで役割創造していこうという取組だと思い
ます。ウィン・ウィンな関係をつくっている
という意味では、皆さんの実践と共通してい
ると思ったのですが、又村さん、この辺はい
かがでしょうか。
▼又村：まさにそのとおりで、コミュニティ
のＣですので、Ｃ型というのは地域の中での
障害のある人の存在感が確かなものになって
いくということへのアプローチなんですが、
他方でＣ型というのはやっぱり事業であると
か、あるいは取組の話なので、どちらかとい
うと法人とか事業所の立ち位置のことが中心
になるんですね。そうなってくると当然利用
してるご本人がおられるわけですから、ご本
人がそれに能動的に参画できるということも
重要ですし、あとやっぱり力が発揮できると
いうこともとても大事なことだと思います、
他方で障害福祉サービスでもありますから、
地域の中で存在感を発揮できるような役割を
事業所が担おうとしたときに、そこに障害の
ある人が活躍できるようなコーディネートを
する能力、これは内的なコーディネートです
ね。事業所の中で、利用してる障害のある人
がこういうことをやりたいと思ってるんだけ
ど、あなたの力を貸してもらえないかといっ
てアプローチをし、納得のもとにご本人が力
を発揮する、こういうことを引き出していく、
あるいはそこをサポートすることが障害福祉
のこれから求められる専門性じゃないかなと
いうことは感じます。
　あともう一つ、やりたいことをやるって入
り口としてすごい重要で、私も幾つか居場所
の見学させていただきましたけど、「福祉の
におい」がするともう利用したくないってい
う方が一定数いらっしゃるんですね。特に福

祉との出会いがとてもネガティブだった方に
とっては、障害福祉サービスとか介護保険の
デイサービスとか、生活困窮者支援制度とい
うこと自体がもう既にハードルで、そうでは
なくて自分がしたいからする、自分が能動的
に通う場所なんだっていうことが担保されて
ることが重要で、そこをどこまで担保しきれ
るかというのは、結構問われるのかなという
ふうには感じてます。
▼永田：ありがとうございました。障害福祉
サービスに限らず、福祉の専門職として今、
又村さんがおっしゃっていただいたことは非
常に重要な点ではないかと感じました。「福祉
臭」という言い方をされてましたが、これが
福祉サービスで、あなたはこれを利用しなさ
い、ということが決められてしまうことに抵
抗がある方はたくさんいらっしゃるというこ
とだと思います。
　小島さんからは、思いが出会う場をつくっ
ていくことが必要だというお話をしていただ
きました。また浦田さんからは、多様な人の
ネットワークがその基盤になっているという
お話だったと思います。こうした思いが出会
うネットワークは、最近では、プラットフォー
ムという言い方をしたりもしますが、こうい
う出会いの場をまさに浦田さんは地域で仕掛
けてるんだろうと思いました。また参加する
方々にとっても、あなたの居場所はここです
よと決めてしまうのではなくて、主体的に参
加していくためには、やはり自分がやりたい
ことにコミットできるような、そういう機会
や参加の場というのをつくっていくことが必
要だということを感じさせていただきました。
　このことは３番目のテーマ、制度のはざま
の問題とか、地域での居場所づくりを進めて
いくためには、やっぱり何らかの仕掛けとか
働きかけ、もちろん自然にできていくっていう

場合もあるんだと思いますが、文京区社会福
祉協議会さんの取組に見られるような、コー
ディネーター役の専門職っていうのが非常に
重要なんではないかと思います。浦田さんか
らは先ほどフミコムというネットワークをつ
くって出会いの場をつくっている実践をご紹
介をいただきましたけれども、一般には又村
さんがご指摘されたような地縁とか課題の縁
というのがクロスするところでの難しさを感
じている実践者の方も今日お聞きしている中
では多いのではないかと思います。もう少し
踏み込んで、課題に基づいた縁と地縁が協働
していくために、どんな仕掛けをされている
のかご紹介いただければと思います。
▼浦田：はい、そうですね、課題縁と地縁と
いうテーマがありますけども、クロスさせて
いく前提として、やはり緩やかな交流という
ものがすごく重要じゃないかというふうに
思っています。まさに文京区では地域の居場
所というものを介して、緩やかな関係があり、
そこに課題縁というようなプログラムをのせ
ていくようなイメージで地域づくりを展開し
ていて、その課題縁というのはいわゆる参加
支援ができるような様々なプログラムである
と思います。今までやってきて本当にそう思
うんですけど。やっぱり地域の、例えばなん
ですけど、地域の緩やかな居場所の中で例え
ば子供向けの学習支援をやると、その後そこ
で子供と大人が交流して、だんだん子ども食
堂ができていくんですね。一方で行政の会議
室みたいなところで学習支援をやっても、な
かなかその次の展開というのが生まれづらい
というのがありまして、やはり交流とプログ
ラムというのは、一体的にやる必要があるか
なというふうに思っています。
▼永田：ありがとうございます。何か緩やか
なつながりというベースの中で初めて課題縁

みたいなものがのっかってくるということで
すよね。今の子ども食堂の話もすごく面白かっ
たんですけど、何か具体的な例はありますか。
▼浦田：そうですね、例えばですけど、さっ
きのご紹介の中で、NPO法人サンカクシャの
不登校の子供たちの居場所づくりをやってる
んですけど、やっぱりその子たちのことを知っ
てもらいたいなって、今度、地域の方たちと
一緒に、現在の若者の様々な課題についての
勉強会とかを地域の居場所と一緒にやってい
こうなんていう話も出ていて、まさにそうやっ
てクロスしていきながら、じゃあ一緒にどう
やったら若者の支援していけるんだろうと地
域の方たちと考えていくみたいな、そういう
新たな発展の仕方もあるかなと思います。
▼永田：ありがとうございます。もう一つ、
浦田さんのようなコーディネーターがぜひう
ちの町にもいたらいいなって思ってる方、非
常に多いと思うんです。ただ、文京区の中に
もたくさんのコーディネーターの皆さんがい
て、先ほどご紹介いただいたように、若い方
もたくさんいらっしゃるわけですよね。そう
いう方々がいきなり地域に出て、こういった
ネットワークをつくっていくとか、多様な人
を結びつけていくっていうことが簡単にでき
るのかなという疑問もあるのですが、文京区
社協ではこういったコーディネーターをどの
ように養成したり育成したりしてるのかにつ
いても教えていただいてもよろしいでしょう
か。
▼浦田：はい、ありがとうございます。やっ
ぱり難しい仕事だなって改めて思うんですけ
れども。制度のはざまの個人の方への支援っ
て、ご本人もはっきりおっしゃらなかったり
拒否的であったりっていうところの支援と、
あとやっぱり住民の方と地域とか活動をつ
くっていく支援と両方やっていくんですよね。
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住民の方も何が困ってますってはっきり言っ
てくださらないので、こういうことかな、こ
ういうことかなって投げかけていって、課題
をどういう思いを持ってらっしゃるかって引
き出していくような、そんな支援をしていく
ので。コーディネーターは新卒でも採ったり
するんで若い人多かったんですけれども、そ
の場合の要はチームがすごく重要だなと思っ
ているんです。地区ごとに５年ぐらいやって
いる先輩と二、三年目の後輩っていうふうに
組合せをして、必ず２人体制を取っていて、
業務の中で住民との関わり方、課題のある方
からの気持ちの引き出し方ということを学
んでいきます。また定期的にミーティングで
事例研究を行っています。行動記録を取って
いるので、それを分析して一緒に、どういう
ふうな流れで活動が行われていくかというこ
とをみんなで学び合ったり、１年目ぐらいの
子たちだけで関わり方の勉強会みたいなのも
やっています。私は今係長なので、どちらか
といえば褒めて、よくやったみたいな、うま
い進行だったって言って、何か子育てと一緒
だなと思うんですけど。そのような役割をし
ています。
▼永田：ありがとうございました。チームで
やっていくということが重要だということ、
それから事例検討のような学び合いとかスー
パービジョンの機会というのをつくってい
くっていうことだったと思います。ぜひ参考
にしていただきたいと思います。
　こうしたコーディネーターが、文京区だけ
ではなくて、全国にこれから配置していくこ
とが進められていると思いますが、又村さん、
何かこれについて展望というのはございます
でしょうか。
▼又村：この分野に関しては、やっぱり介護
保険の体制整備事業の生活支援コーディネー

ターの仕組みというのは優れているなと感じ
ています。住民の皆様、いわゆる地縁の方々
ですね。地域課題とかお困りの方がどこにい
らっしゃるかというのは、ものすごくお分か
りになっているんですね。これは地元ですか
ら当たり前ですよね。他方、課題を解決した
りとか改善したりとか緩和したりするための
やり方とか、あと資源ですね。こういったも
のの確保というのは、もちろん住民お一人お
一人がそれを全部持ってるとは限らない。他
方、NPO、例えば文京区さんなんかだと、サ
ンカクシャさんなんかはNPOで、多分ですけ
ど若い社会接点が少ない方の支援をしてる団
体なはずなんですね。そういう団体はメソッ
ドとかリソースは持ってるわけです。ところ
が地域の中の細かいお一人お一人がどう困っ
てるかまでは分からない。だから同じ地域に
あるんだけど、分離式ドレッシングみたいに、
調味液と油が分かれちゃっていて、せっかく
一つの地域なんだけど、そのまんまじゃ食べ
られない状態になってるんですね。だからド
レッシングを振る人が必要で、ドレッシング
を振る人がいて、うまい具合にドレッシング
が混ざるとおいしくいただけますみたいなこ
とで言うと、そこは介護保険の制度で言うと
やっぱり１層、２層の生活支援コーディネー
ターでしょうし、あるいはコミュニティソー
シャルワーカーでしょうし、私が先ほどの資
料で言ったケアマネージャーとか相談支援専
門員と呼ばれるような、制度にひもづく相談
業務の人も、コミュニティワークをするのが
本来の仕事だと思うので、そこに着目してい
ただくと、このコーディネート機能というの
はより全国に広がっていくんじゃないかなと
いう期待をしてます。
▼永田：ドレッシングの例えは分かりやすい
ですね。浦田さんはきっと上手に振られてる
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住民の方も何が困ってますってはっきり言っ
てくださらないので、こういうことかな、こ
ういうことかなって投げかけていって、課題
をどういう思いを持ってらっしゃるかって引
き出していくような、そんな支援をしていく
ので。コーディネーターは新卒でも採ったり
するんで若い人多かったんですけれども、そ
の場合の要はチームがすごく重要だなと思っ
ているんです。地区ごとに５年ぐらいやって
いる先輩と二、三年目の後輩っていうふうに
組合せをして、必ず２人体制を取っていて、
業務の中で住民との関わり方、課題のある方
からの気持ちの引き出し方ということを学
んでいきます。また定期的にミーティングで
事例研究を行っています。行動記録を取って
いるので、それを分析して一緒に、どういう
ふうな流れで活動が行われていくかというこ
とをみんなで学び合ったり、１年目ぐらいの
子たちだけで関わり方の勉強会みたいなのも
やっています。私は今係長なので、どちらか
といえば褒めて、よくやったみたいな、うま
い進行だったって言って、何か子育てと一緒
だなと思うんですけど。そのような役割をし
ています。
▼永田：ありがとうございました。チームで
やっていくということが重要だということ、
それから事例検討のような学び合いとかスー
パービジョンの機会というのをつくってい
くっていうことだったと思います。ぜひ参考
にしていただきたいと思います。
　こうしたコーディネーターが、文京区だけ
ではなくて、全国にこれから配置していくこ
とが進められていると思いますが、又村さん、
何かこれについて展望というのはございます
でしょうか。
▼又村：この分野に関しては、やっぱり介護
保険の体制整備事業の生活支援コーディネー

ターの仕組みというのは優れているなと感じ
ています。住民の皆様、いわゆる地縁の方々
ですね。地域課題とかお困りの方がどこにい
らっしゃるかというのは、ものすごくお分か
りになっているんですね。これは地元ですか
ら当たり前ですよね。他方、課題を解決した
りとか改善したりとか緩和したりするための
やり方とか、あと資源ですね。こういったも
のの確保というのは、もちろん住民お一人お
一人がそれを全部持ってるとは限らない。他
方、NPO、例えば文京区さんなんかだと、サ
ンカクシャさんなんかはNPOで、多分ですけ
ど若い社会接点が少ない方の支援をしてる団
体なはずなんですね。そういう団体はメソッ
ドとかリソースは持ってるわけです。ところ
が地域の中の細かいお一人お一人がどう困っ
てるかまでは分からない。だから同じ地域に
あるんだけど、分離式ドレッシングみたいに、
調味液と油が分かれちゃっていて、せっかく
一つの地域なんだけど、そのまんまじゃ食べ
られない状態になってるんですね。だからド
レッシングを振る人が必要で、ドレッシング
を振る人がいて、うまい具合にドレッシング
が混ざるとおいしくいただけますみたいなこ
とで言うと、そこは介護保険の制度で言うと
やっぱり１層、２層の生活支援コーディネー
ターでしょうし、あるいはコミュニティソー
シャルワーカーでしょうし、私が先ほどの資
料で言ったケアマネージャーとか相談支援専
門員と呼ばれるような、制度にひもづく相談
業務の人も、コミュニティワークをするのが
本来の仕事だと思うので、そこに着目してい
ただくと、このコーディネート機能というの
はより全国に広がっていくんじゃないかなと
いう期待をしてます。
▼永田：ドレッシングの例えは分かりやすい
ですね。浦田さんはきっと上手に振られてる

んだろうなと思いました。
　今回、事前の打合せをしてるときに小島さ
んが、福祉のコーディネーターとか何とかっ
ていうのがたくさんいすぎてよく分からない
というお話をされていましたが、率直にいっ
て、福祉ではない立場から見ると、福祉の専
門職にいろんな名前がついていて分かりづら
いというのはありますよね。
▼小島：率直に。片仮名のものもあれば漢字
のものもあったり、一体幾つあるんだろうと
いうのがちょっと把握できてないという。
▼永田：先ほどのお話の中でもありましたが、
行政の窓口も、せっかくこれをやろうと思っ
て持って行っても、これはあっちですとか、
これはこっちですというのが非常に多いです
よね。
▼小島：知識がなさ過ぎて、どこに行ってい
いか分かんないっていうのは割とありますね。
▼永田：小島さんの視点は大変重要で、福祉
関係者は福祉の専門職がこういうことすると
か、ああいうことするって分かってるんです
けれども、地域の方の立場から見てみると、
生活支援コーディネーターだとか、何とかコー
ディネーター、漢字だったり片仮名だったり、
そういうことが非常にあるんじゃないかと思
うんですよね。この生活支援コーディネーター
という、介護保険の分野で展開してきたコー
ディネーターですが、こうした人たちが多様
な人を対象に全世代型で展開していくってい
うことも大事だと思います。ちょうど唐木さ
んからご紹介いただいたような重層的支援体
制整備事業という新たな事業の中では、そう
したことも可能になっていくっていうことに
なっていますので、ぜひ行政の皆様には、そ
ういったことを展開していって、この生活支
援コーディネーターも多機能化していってい
ただきたいと思います。時間の関係で、ウィ

ズコロナ、ポストコロナ時代の社会参加の展
望というところは、お時間があればまた取り
上げるという形にしたいと思います。
　それでは、今までの３つのテーマについて
の議論を聞いていただいて、唐木さんのほう
から議論の受け止めについてコメントをして
いただきたいと思います。Ｃ型のような地域
に貢献する社会福祉事業であったり、「こまじ
いのうち」のような多機能型の拠点であった
り、小島さんのような農業をされてる方が、
本業の中で参加の場をつくられたり。こういっ
た取組は従来の福祉の縦割りの発想を超えた、
またその枠の中では実現することが難しい取
組で、こういったことをどう推進していくか
というのは非常に重要だと思うんですよね。
地域共生社会の実現という旗印を掲げていく
中で、こうした事業をどのように応援してい
くことができるのか、コメントをいただけれ
ばと思います。お願いいたします。
▼唐木：パネリストの皆さんから大変魅力的
な実践例をご紹介いただくとともに、大変充
実したディスカッション聞かせていただきま
した。冒頭私が申し上げたように、地域共生
社会を推進するためなんですけれども、やは
り地域にいらっしゃる経済的困窮とか孤立を
抱える方々を地域にどう結びつけていくかで
あったりとか、あと地域資源を有効に活用し
て地域ニーズにどう応え、やりたいという気
持ちにどう応えていくかっていうことも含め
て、住民の活躍をどう生み出していくかとい
うことは非常に重要な課題だというふうに
思っております。また一方で地域住民の方の
ニーズっていうのは、制度に関わらずボーダー
レスなところもありますが。行政制度という
のはやはりどうしても縦割りにならざるを得
ず、制度のはざまの問題にはなかなかリーチ
しがたいというような、そういった問題も
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あります。
　こういった問題にどう応えていくかという
ことについてなんですけれども、そしてまた
先ほどご紹介いただきました３人のパネリス
トの方の、非常に魅力的な実践の例も含めて、
どういうふうに応援していくかということな
んですが、本年４月から、属性を問わずに広
く地域住民を対象とした、重層的支援体制整
備事業というものが始まりました。この事業
は実施する市町村に対して、今まで制度ごと
にばらばらで交付していた補助金を交付金と
して一体的に交付することで、市町村におい
て属性や分野を超えた取組というのを充実、
柔軟に実施することが可能となり、また課題
を抱える相談者やその世帯の包括的な支援で
あったり、また地域住民の方の地域福祉の、
推進に展開しやすい仕組みということになっ
ておりまして、また福祉に限らない分野も自
由な発想で対応することができるようになっ
ております。この事業では、地域の関係者が
そういう方を断らず受け止め、つながり続け
る支援体制を構築するために、属性を問わな
い相談支援、参加支援、地域づくりに向けた
支援の３つの支援を行っていきます。
　重層的支援体制整備事業を行うことで、何
が変わるのかということなんですが、上のと
ころにありますように、「これまで」という箇
所にありますけれども、なかなか相談支援の
部分ではアウトリーチというところでは、現
場の負担に考慮すると実施が難しかったり、
分野またぎのケースにはなかなか、あっちの
窓口行ってくださいよっていうような感じで、
対応する余裕がなかったりというようなこと
もあったり、また参加支援の部分では、相談
窓口から地域づくりの分野に利用者の方を直
接つなぐには、情報が不足しているて難しい
とか、そういういろいろな課題がありました。

こういう課題に対応するために、重層事業を
活用することで、追加的な財源とまた補助金
を予算として一括交付金化して行うこと、ま
た柔軟に取り組むことによって、縦割りを超
えて、複数の分野が協働してより効果的な事
業を実施する体制というのをつくっていくこ
とが可能になります。今日のディスカッショ
ンで挙げられました３つのテーマですね、そ
ういったところにも行き届くようなつくりと
していってるつもりでございます。
　こういった事業を、自治体にはぜひツール
として活用いただきたいと思っています。自
由な発想で地域のニーズに対応するためには、
この事業を使ったら自由度高くやるような形
ができるようになるというようなことでの
ツールとしてお使いいただきながら、それぞ
れの地域で多様な社会参加で、安心して自分
らしく暮らしていくまちをつくるという、そ
ういう取組を進めていっていただければとい
うふうに思っております。
▼永田：唐木室長、ありがとうございました。
福祉を地域の出来事の中に埋め込んでいくた
めには、市町村で横断的な体制づくりという
のを進めていく必要があると思います。私た
ちの暮らしは、小島さんがおっしゃったよう
に行政の縦割りに沿ってできているわけでは
ありませんので、省内はもちろん、国の省庁
間での横断的な協議や発信にも期待していき
たいと思います。
　それでは、ここからは皆様からいただいた
質問をもとに質疑応答を行ってまいりたいと
思います。繰り返しになりますけれども、時
間の関係で全てのご質問にはお答えできませ
んが、ご了承いただければと思います。
　それでは最初のご質問です。社協の方から
の浦田さんへのご質問です。今年度からモデ
ル地区を設定して地域福祉コーディネーター
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あります。
　こういった問題にどう応えていくかという
ことについてなんですけれども、そしてまた
先ほどご紹介いただきました３人のパネリス
トの方の、非常に魅力的な実践の例も含めて、
どういうふうに応援していくかということな
んですが、本年４月から、属性を問わずに広
く地域住民を対象とした、重層的支援体制整
備事業というものが始まりました。この事業
は実施する市町村に対して、今まで制度ごと
にばらばらで交付していた補助金を交付金と
して一体的に交付することで、市町村におい
て属性や分野を超えた取組というのを充実、
柔軟に実施することが可能となり、また課題
を抱える相談者やその世帯の包括的な支援で
あったり、また地域住民の方の地域福祉の、
推進に展開しやすい仕組みということになっ
ておりまして、また福祉に限らない分野も自
由な発想で対応することができるようになっ
ております。この事業では、地域の関係者が
そういう方を断らず受け止め、つながり続け
る支援体制を構築するために、属性を問わな
い相談支援、参加支援、地域づくりに向けた
支援の３つの支援を行っていきます。
　重層的支援体制整備事業を行うことで、何
が変わるのかということなんですが、上のと
ころにありますように、「これまで」という箇
所にありますけれども、なかなか相談支援の
部分ではアウトリーチというところでは、現
場の負担に考慮すると実施が難しかったり、
分野またぎのケースにはなかなか、あっちの
窓口行ってくださいよっていうような感じで、
対応する余裕がなかったりというようなこと
もあったり、また参加支援の部分では、相談
窓口から地域づくりの分野に利用者の方を直
接つなぐには、情報が不足しているて難しい
とか、そういういろいろな課題がありました。

こういう課題に対応するために、重層事業を
活用することで、追加的な財源とまた補助金
を予算として一括交付金化して行うこと、ま
た柔軟に取り組むことによって、縦割りを超
えて、複数の分野が協働してより効果的な事
業を実施する体制というのをつくっていくこ
とが可能になります。今日のディスカッショ
ンで挙げられました３つのテーマですね、そ
ういったところにも行き届くようなつくりと
していってるつもりでございます。
　こういった事業を、自治体にはぜひツール
として活用いただきたいと思っています。自
由な発想で地域のニーズに対応するためには、
この事業を使ったら自由度高くやるような形
ができるようになるというようなことでの
ツールとしてお使いいただきながら、それぞ
れの地域で多様な社会参加で、安心して自分
らしく暮らしていくまちをつくるという、そ
ういう取組を進めていっていただければとい
うふうに思っております。
▼永田：唐木室長、ありがとうございました。
福祉を地域の出来事の中に埋め込んでいくた
めには、市町村で横断的な体制づくりという
のを進めていく必要があると思います。私た
ちの暮らしは、小島さんがおっしゃったよう
に行政の縦割りに沿ってできているわけでは
ありませんので、省内はもちろん、国の省庁
間での横断的な協議や発信にも期待していき
たいと思います。
　それでは、ここからは皆様からいただいた
質問をもとに質疑応答を行ってまいりたいと
思います。繰り返しになりますけれども、時
間の関係で全てのご質問にはお答えできませ
んが、ご了承いただければと思います。
　それでは最初のご質問です。社協の方から
の浦田さんへのご質問です。今年度からモデ
ル地区を設定して地域福祉コーディネーター

の取組を始めました。地域福祉コーディネー
ターが地域の方々に認知されるまでの苦労、
地域とコーディネーター自身のニーズキャッ
チの、ニーズとデマンドの視点。他機関連携
などについてもう少し聞きたいですというご
質問です。地域に認知されるまでのご苦労で
すね。あと他機関連携などがもう少しお聞き
したいですということです。
▼浦田：はい、ありがとうございます。そう
ですね、認知されるまでには、最初コーディ
ネーターとして配置されたころっていうのは、
本当に様々ないろんな地域のイベントに顔を
出しました。運動会みたいなものですとか、
防災訓練ですとか、あと盆踊りとかも一緒に
踊ったりとか、様々なところに行くと、あ、
こういう方がいるんだなと、私も地域の方を、
あ、またこの方いた、この方キーパーソンな
んだなとか。相手の方も私のことをだんだん
分かってくださるというような形で。本当に
いろいろもう幅を広くいろんな活動に行って
認知されていって、徐々にいろんな活動をし
ている姿を見かけてくださって、ああそうい
う役割なんだなっていうことを徐々に認知し
ていただいたかなと思います。なかなかそこ
は時間がかかるところで、私たちも関係形成
期というふうにそういうところを呼んでいま
す。
　まさにその次のデマンドとかニーズをどう
発見するかというところと、その関係形成期
というのは非常に重要なところで、そういう
いろんな地域の活動に出かけて行って、住民
の方とお話しをする中で、いや、実はうちの
都営住宅ね、高齢化率が進んでるんだよ、何
からやったらいいのか分かんないんだよって
いうようなお声を拾っていったり。それで、
ああ、じゃあ次の自治会のイベントに参加し
ていいですかっていうような、次の展開に持っ

て行く。そこで関係をつくりながら何かご提
案していくというような形で進んでいくので、
やはりその関係形成期というものが非常に重
要だなというふうに思っています。
▼永田：はい、ありがとうございました。関
係形成期というキーワードいただきましたけ
れども、私の知り合いの同じようなコーディ
ネーターされている方も、関係形成期のこと
はもちろんなんですけど、つぶやき拾いみた
いなことがすごく大事だと言ってて、いろん
な活動に顔を出しながら、そこでいろんな人
たちのつぶやきを拾っていく。いいつぶやき
もあれば、課題のつぶやきもあって、そこで
いろんなニーズを拾ったり、できることを拾っ
たりというお話を聞いたことがございます。
　続けてで申し訳ないんですけれども。居場
所づくりの運営費についてご質問が来ており
ます。行政の補助金等なのか、改修費、家賃
等の財源についてお伺いしたいですというこ
とで、簡単にお答えいただければと思います。
▼浦田：はい、これも一応行政と一緒に補助
金のようなものをいろいろなパターンで用意
しているものもあります、子ども食堂の補助
金ですとか、様々用意しているものもありま
すし。そういったものに当てはまらなくても、
一緒に寄附集めですね、クラウドファンディ
ングみたいなことも一緒にやっていったりし
ます。
▼永田：はい、ありがとうございます。小島
さんには、貸農園を利用されているユーザー
の方と、農スクールに来られている方との関
係というのは何かあるのかということでご質
問いただいていますが、いかがでしょうか。
▼小島：ちょっと農スクールの成り立ちを話
しますと、最初もう本当に１人で活動始めた
状態で、貸農園は農家としてやっていて、週
末にお客様いらっしゃるので、平日お客様に
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貸し出してる道具がそのまま使わずにあると。
体験農園も空き区画があるので、そこで働き
づらさを抱える方が平日来て、トレーニング
するっていうような関係性から始まってます。
なので、その頃は、週末いらっしゃるユーザー
の方たちって、単に自分は家庭菜園とか野菜
作りを楽しみに来てるんだけど、意識しなく
ても、無意識のうちにそういう地域の活動、
農スクールの活動に協力してるっていうよう
な形で。今はちょっと団体分かれちゃってる
んですが、顔を合わせると挨拶し合う、地域
の人というような関係性だったり。あと農ス
クールの活動を体験農園のユーザーの方が知
られて、あ、そういう活動もやってたのね、じゃ
あ協力するよとか。あと逆もあって、体験農
園ちょっと見てみたいなという、お互い相互
に行き来するというような、本当に地域のコ
ミュニティみたいな形に。ユーザーの方たち
も本当に活動を知ったら意外と応援してるっ
ていうふうに言ってくれるんで、すごいいい
地域で、いい環境で、関係性だと思ってます。
▼永田：ありがとうございます。今、一つの
コミュニティのような形になってるではない
かと答えていただいたんですけれども、何か
それがすごくいい関係というのを表してるの
ではないかと思いました。ありがとうござい
ます。
　又村さんのほうにもご質問が来ていて、ほ
かにもＣ型的な実践をできている事例という
のがありますかということと、Ｃ型事業所の
課題があれば教えてくださいという質問が来
てます。
▼又村：しつこいようですけど、Ｃ型って事
業じゃなくて物の考え方なので、コミュニティ
に根差した、地域の方と一緒に活動している
障害福祉サービスの事業所、山ほどあります。
もっと言うと、実はこの４月に障害福祉サー

ビスの報酬が改定されて、就労継続Ｂ型だけ
なんですけど、地域協働加算という加算が設
定されて、その加算を取っておられる事業所
は、おのずとＣ型的な取組をしてるというこ
とで言うと、お探しいただければたくさんあ
るんじゃないかなと思ってます。
　もっと言えば、別にこれ、就労継続とか何
とかじゃなくて、地域活動支援センターとか
生活介護とか、幅広く障害のある人が、今利
用している障害福祉サービスの中で、例えば
ですけど生活介護で重度障害の方がお散歩に
行きますというのを、お散歩というとお散歩
だけど、地域の見守りに行きますと言えばそ
れは地域活動なわけですよね。すごくそれは
言葉のあやみたいな話になっちゃいますけど。
そういうことで、やっておられるところはた
くさんあるなというのが１つです。
　課題があるとすれば、今のところはやっぱ
り先ほど申し上げたように、事業所とか法人
の考え方が、地域に目が向かないとその話っ
てやっぱりスタートしないわけで。もちろん
障害のある人が利用してるサービスなので、
安全・安心は大前提だと思いますけれども、
それだけが全てだというふうになってしまう
と、交流の芽がなくなり、そしてＣ型にもつ
ながらないと。ですから、ここはやっぱり法
人事業所の運営サイドの考え方はひとつ重要
かなと思います。
▼永田：ありがとうございました。私が全体
のまとめをして終わるということになってい
たのですが、皆さん、本当にすてきな発言を
していただいてるので、最後に短い時間なん
ですが、30秒ずつぐらいで、ぜひ聞いてる皆
さんに、多様な社会参加を進めていくために、
メッセージをお伝えいただきたいと思います。
又村さん、浦田さん、小島さんの順番でお話
しいただいてもよろしいですか。お願いします。
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貸し出してる道具がそのまま使わずにあると。
体験農園も空き区画があるので、そこで働き
づらさを抱える方が平日来て、トレーニング
するっていうような関係性から始まってます。
なので、その頃は、週末いらっしゃるユーザー
の方たちって、単に自分は家庭菜園とか野菜
作りを楽しみに来てるんだけど、意識しなく
ても、無意識のうちにそういう地域の活動、
農スクールの活動に協力してるっていうよう
な形で。今はちょっと団体分かれちゃってる
んですが、顔を合わせると挨拶し合う、地域
の人というような関係性だったり。あと農ス
クールの活動を体験農園のユーザーの方が知
られて、あ、そういう活動もやってたのね、じゃ
あ協力するよとか。あと逆もあって、体験農
園ちょっと見てみたいなという、お互い相互
に行き来するというような、本当に地域のコ
ミュニティみたいな形に。ユーザーの方たち
も本当に活動を知ったら意外と応援してるっ
ていうふうに言ってくれるんで、すごいいい
地域で、いい環境で、関係性だと思ってます。
▼永田：ありがとうございます。今、一つの
コミュニティのような形になってるではない
かと答えていただいたんですけれども、何か
それがすごくいい関係というのを表してるの
ではないかと思いました。ありがとうござい
ます。
　又村さんのほうにもご質問が来ていて、ほ
かにもＣ型的な実践をできている事例という
のがありますかということと、Ｃ型事業所の
課題があれば教えてくださいという質問が来
てます。
▼又村：しつこいようですけど、Ｃ型って事
業じゃなくて物の考え方なので、コミュニティ
に根差した、地域の方と一緒に活動している
障害福祉サービスの事業所、山ほどあります。
もっと言うと、実はこの４月に障害福祉サー

ビスの報酬が改定されて、就労継続Ｂ型だけ
なんですけど、地域協働加算という加算が設
定されて、その加算を取っておられる事業所
は、おのずとＣ型的な取組をしてるというこ
とで言うと、お探しいただければたくさんあ
るんじゃないかなと思ってます。
　もっと言えば、別にこれ、就労継続とか何
とかじゃなくて、地域活動支援センターとか
生活介護とか、幅広く障害のある人が、今利
用している障害福祉サービスの中で、例えば
ですけど生活介護で重度障害の方がお散歩に
行きますというのを、お散歩というとお散歩
だけど、地域の見守りに行きますと言えばそ
れは地域活動なわけですよね。すごくそれは
言葉のあやみたいな話になっちゃいますけど。
そういうことで、やっておられるところはた
くさんあるなというのが１つです。
　課題があるとすれば、今のところはやっぱ
り先ほど申し上げたように、事業所とか法人
の考え方が、地域に目が向かないとその話っ
てやっぱりスタートしないわけで。もちろん
障害のある人が利用してるサービスなので、
安全・安心は大前提だと思いますけれども、
それだけが全てだというふうになってしまう
と、交流の芽がなくなり、そしてＣ型にもつ
ながらないと。ですから、ここはやっぱり法
人事業所の運営サイドの考え方はひとつ重要
かなと思います。
▼永田：ありがとうございました。私が全体
のまとめをして終わるということになってい
たのですが、皆さん、本当にすてきな発言を
していただいてるので、最後に短い時間なん
ですが、30秒ずつぐらいで、ぜひ聞いてる皆
さんに、多様な社会参加を進めていくために、
メッセージをお伝えいただきたいと思います。
又村さん、浦田さん、小島さんの順番でお話
しいただいてもよろしいですか。お願いします。

▼又村：１つだけこのテーマでお願いしたい
のは、特に役所の方が公的なサポートをする
ときの評価なんですね。どうしてもやっぱり
参加人数とか箇所数とかに走ってしまうんで
すけど。じゃなくて、ちょっとこれ乱暴な言
い方、最後だから許してください。1,000人
の参加者よりも10人の幸せです。これがいわ
ゆる参加支援の評価であるべきなんで。でき
るだけ個別性の高い評価、その方がどういう
ふうによりハッピーになったかというところ
に着目して、できる限りアウトカム、アウト
カムって言わな過ぎないっていうのが大事か
なと思ってるんで、そこだけぜひお願いいた
します。
▼永田：参加支援の評価ですね。また考えて
いきたいと思います。浦田さん、お願いします。
▼浦田：今日、居場所の多様さとかって大事っ
ていう話もさせていただいたんですけど。実
はコーディネーター側の多様さというのも結
構大事かなと思っています。文京区は地域福
祉コーディネーターも生活支援コーディネー
ターも兼務して、役割が複合的なので、住民
の方のニーズに自分の顔を合わせられるとい
うよさがあります。その裁量の広さというの
があって、今まで住民のニーズに沿った活動
というのもお手伝いできたのかなと思います
ので、コーディネーター側の役割を多様にす
るということを、皆さんで一緒に考えていけ
たらなと思います。ありがとうございました。
▼永田：ありがとうございます。非常に大切
な指摘だと思います。支える側も多様性がな
いと、私、この仕事しかしないから、これは
できませんみたいなことが増えてしまうと、
住民の方も相談できなくなってしまうんじゃ
ないかと思います。それでは小島さん、お願
いいたします。
▼小島：私からは２つあります。まず１つ

は、ほとんどの人は食べ物を食べます。なの
で、農業に関わるだけで、何かしらそれ、誰
かが食べるわけなので、ある意味もう共生社
会の一歩を進んでると思うので、ぜひちょっ
と、プランターでもいいので始めていただき
たいということと。あと、やっぱり困ってる
方がいらっしゃると、困りごとを減らすほう
にちょっとコミットしてしまうと思うんです
ね。つまりマイナスをゼロにするというほう
に目が行きがちなんですけれども、実はプラ
スを見つけてプラスを伸ばす、あるいは長所
だったりできることを伸ばすというところも、
併せてわちゃわちゃって何かできるような環
境づくりっていうのを分けてしまわないで、 
一緒にわしゃってやれたらすごいいいなとい
う、この２点になります。
▼永田：小島さん、ありがとうございました。
小島さんは福祉を本業にしていないという設
定で参加していただいているんですけれども、
福祉の専門職に重要な視点を最後に教えてい
ただいたように思います。
　それでは最後に全体のまとめ、簡単にさせ
ていただきたいと思います。こちらのパネル
に４点まとめてあります。１つ目に、今日の
パネルディスカッションを通して、違うから
こそ役割が生まれ、ごちゃ混ぜが力になると
いうことを学ばせていただきました。これま
での福祉は対象者ごとに縦割りにつくられて
きましたが、こうした境を越えて新しい化学
反応をつくっていくことが、多様な社会参加
の場を広げていくためには重要だと感じまし
た。
　次に２点目ですが、こうした多様な思いを
持った人同士が出会う場とか、ネットワーク
をつくっていく必要があるということです。
小島さんの取組や又村さんのＣ型のご提案か
ら、多様な人のやりたいと、地域の困ったと
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いうことがうまく結びつくことで、主体的で
自分が主役になれる、そういう取組を展開し
ていける可能性を感じました。
　そして、３つ目になりますますが、こうし
た場をつくっていくためには、そのような場
やネットワークを支援する、境界を越えて出
会いをつくる人材が必要だということです。
こうした場やネットワークは、既にある場合
にはそれを見出して生かすこと、ない場合に
は新たにつくっていくことが必要で、それを
支援する人もまた必要なんだろうと思います。
浦田さんの実践から、そういったことを学ば
せていただきました。
　最後に、ここに融通無碍を許容する制度、
行政と書かせていただきました。多様な役割
を生み出していくようなごちゃ混ぜの場とい
うのは、高齢者とか障害者とか子どもとか、
対象で分ける制度では生み出していくことが
難しいのではないかと思います。これまでの
行政はこの縦割りの制度を円滑に運営してい
くことに注力をしてきたわけですが、私たち
の生活というのは、小島さんもおっしゃって
いただきましたように、行政の縦割りに沿っ
てできているわけではありませんので、これ
を柔軟に、また自由に横断して、新しい社会
参加の場をつくり出していくことが必要なの
だと思います。唐木さんがおっしゃったよう
に、国もこうしたことに気がついて、地域共
生社会を推進する取組の中には、こうしたこ
とを自由にある程度自治体が設計していくこ
とが可能な仕掛けというのが設けられていま
す。地域づくりにはどうしても余白とか、は
み出す部分を許容することが必要で、自治体
の皆様におかれましては、ぜひ地域の皆さん
や民間の皆さんと協働して、それぞれの地域
で、これまでの縦割りの福祉にとらわれずに、
融通無碍に多様な出会いや社会参加の場をつ

くり出していっていただきたいと思います。
そのことが、何らかの生きづらさを抱えてい
ても、人とのつながりの中で役割を発揮しな
がら主体的に生きていくことができる、そう
いう社会につながっていくのではないかと
思っています。
　それでは以上でパネルディスカッション「多
様な社会参加で、安心して自分らしく暮らせ
るまちをつくる」を閉じさせていただきます。
最後にご視聴いただいた皆様、ご登壇いただ
いた皆様に御礼申し上げたいと思います。ど
うもありがとうございました。
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